
舊
倫
敦
東
印
度
會
社
と
我
國
と
の
交
通
貿
易

ジ

ョ

ン

、

ブ

ル

ー

ス

著

東

印

度

會

社

年

代

記武
藤
長
藏

第
一
章
　
緒
　
　
　
　
論

顧
み
れ
ば
∵
昭
和
三
年
十
一
月
御
大
典
記
念
粟
と
し
て
、
此
の
長
崎
高
等
商
業
箪
校
研
究
舘
年
報
「
商
業
と
経
酒
」
の
第
九
年
第
一
冊
の

沓
行
さ
る
ゝ
に
嘗
り
．
私
は
日
英
交
通
史
料
（
一
）
を
描
け
た
。
そ
れ
よ
り
引
績
き
昭
和
四
年
三
月
覆
行
本
年
報
第
九
年
箱
二
冊
に
日
英
交

通
史
料
（
二
）
を
載
せ
た
る
後
．
昭
和
四
年
大
阪
朝
日
新
聞
社
が
創
立
五
十
年
を
記
念
す
る
た
め
同
年
春
開
園
文
化
大
展
覚
合
を
開
き
講
演

合
を
催
さ
る
ゝ
に
営
り
、
同
年
三
月
二
十
∵
日
夕
、
大
阪
朝
日
甘
露
に
於
て
『
日
英
交
通
史
概
観
』
と
題
し
て
講
演
し
ー
次
で
同
年
七
月
登

行
の
本
年
報
露
十
年
竺
冊
に
日
英
交
通
史
料
（
三
）
を
掲
け
．
同
年
十
一
月
朝
日
新
細
社
食
行
の
「
開
国
文
化
」
に
前
述
の
朝
日
合
舘
に
於

け
る
講
演
の
速
記
を
基
と
し
て
改
稿
し
た
る
拙
稿
「
日
英
交
通
史
概
観
」
を
載
せ
た
。
私
は
こ
の
改
稿
中
暑
中
休
暇
を
過
し
・
同
年
秋
老
母

を
失
ひ
、
悲
み
と
生
み
の
喜
び
の
う
ち
に
あ
の
稿
髪
邦
成
し
た
。
叉
同
年
十
一
月
二
十
六
日
に
は
、
長
崎
高
等
商
業
車
校
研
究
舘
創
設
十
周

年
記
念
講
演
を
委
喝
さ
れ
、
『
日
英
及
日
蘭
交
通
史
上
に
於
け
る
平
戸
及
長
崎
』
と
越
し
て
講
演
し
た
。
宅
唱
和
五
年
に
入
り
、
何
私
は
本

年
報
に
日
英
交
通
史
料
（
因
）
と
（
五
）
と
を
連
載
し
．
壇
和
六
年
三
月
巻
行
の
本
年
報
弟
十
毒
第
二
冊
に
日
英
交
通
史
料
（
六
）
を
寄
せ
1

蕎
伶
敏
光
印
度
合
祀
と
我
厩
と
の
交
通
貿
易

一



商

業

と

経

沼

そ
れ
に
は
英
艦
フ
エ

l
ト
ン
披
艦
長
(
の
3
s
s
o町
田
・
出
-
z
-
m
r
f
p
o
M
U円
高
。
ざ
る
た
り
し

k
p
ι
E
E
p
o
出
o
p
m町

E
8
2
0
0品

F
s
m
r
s口
問
。
}doEHMo--2
〈コ∞叩
1
l
H

∞
∞
日
)
の
宵
像
を
掲
け
に
。
英
国
海
軍
丈
島
一
e

史
問
一
致
授
仏
カ
レ
ン
ダ
ー
氏

(
H
i
s
r
h
ω
2
0
8胃
ミ

。hL
Z
E
0
3
ロο
3
ュ5
0ロ
件
。
町
出
E
o
q
w
同
3
1
p
-
Z担
・
己
{
リ
♀
-om♂
の
5
0ロ乏の
Y
ω
・同・

5
)
よ
り
予
に
提
供
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

私
は
同
年
四
月
所
謂
内
地
皆
阜
の
鍔
め
に
上
京
し
主
と
し
て
日
英
交
通
史
の
史
料
の
蒐
長
に
勉
め
た
。

而
し
て
蒐
楽
し
得
に
主
要
な
る

も
の
は
文
化
五
年
長
崎
に
渡
来
の
英
般
フ
エ

l
ト
ン
税
(
出
・
冨
-
m・
2
E
5
0
5ロ
3

己
宮
山
哲
笛
民
宮

5
0∞)
の
事
件
に
関
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

ぞ
れ
よ
り
数
日
の
後
思
は
ざ
る
諮
問
見
を

な
す
事
が
出
来
た
。
そ
れ
は
昭
和
六
年
五
月
十
六
日
向
河
楽
翁
公
松
平
定
信
の
後
民
間
建
桑
名
議
主
松
平
家
蛍
主
子
岱
松
平
定
晴
氏
邸
に
於

私
は
五
月
九
日
刊
皐
夫
舎
に
於
て
フ
エ

1
ト
ン
披
事
件
の
第
一
夫
報
告
を
な
し
た
が
、

て
.
英
艦
フ
エ

l
ト
ン
税
(
白
山
富
山
一
2
4
.
m
ω
E℃
E
5
0
Zロ
)
の
闘
の
後
見
で
あ
っ
た

J

依
て
加
年
八
月
袋
行
木
年
報
第
十
二
年
第
一
一
冊
日

英
交
通
史
料
(
七
)
に
其
寝
具
を
掲
け
.
叉
フ
エ
1

ト
ン
税
事
件
を
ま
と
ま
り
て
記
述
せ
る
丹
治
皐
直
著
附
陽
日
銀
を
も
共
に
載
せ
て
泣
い

大
。
叉
上
京
中
借
覧
し
た
佐
賀
鍋
島
侯
伺
堅
議
所
蔵
本
に
よ
り
、
翌
昭
和
七
年
二
月
後
行
の
本
年
報
第
十
二
年
第
二
冊
に
日
英
交
通
史
料
(
八
)

及
同
年
七
月
後
行
日
英
交
通
史
料
ハ
九
)
に
フ
エ

l
ト
ン
披
事
件
の
史
料
を
漣
載
し
、
昭
和
八
年
三
月
後
行
の
本
年
報
第
十
三
年
第
二
冊
目

英
交
通
史
料
ハ
十
)
に
、
諌
早
男
爵
家
及
び
大
村
伯
爵
家
の
フ
エ

1
ト
ン
税
史
料
を
紹
介
し
、
昭
和
八
年
八
月
後
行
本
年
報
第
十
四
年
第
一
冊

所
載
日
英
交
通
史
料
(
十
二
)
に
、
大
村
及
佐
賀
の
史
料
を
迫
加
し
.
そ
れ
に
て
一
路
フ
エ

1
ト
ン
税
事
件
の
史
料
を
打
切
り
、
昭
和
九
年
三

月
後
行
の
本
年
報
第
十
四
年
第
二
冊
に
日
英
交
通
史
料
(
十
二
)
と
し
て
延
賢
一
五
年
の
英
加

ν
タ

l
ン
波
長
崎
に
波
来
滞
花
の
記
事

ハkr
つ

8

5円
。
ご
roω
ロ
ケ
己
自
己
∞
冨
可
巳

Zω
官∞
ω
E
o
ご
ro
開同

]m-一∞
r
m
r
f
h
h
一同江口
E
u
u
g吋
ω)
に
就
て
日
英
交
通
史
料
(
三
)
に
拐
け
た
る



ド
底
を
補
つ
に
。

昭
和
九
年
九
月
後
行
本
年
報
第
十
一
年
第
二
冊
所
載
日
英
交
通
史
料
ハ
十
一
ニ
)
に
は
右
レ
タ

i
ン
披
事
件
の
外
に
東
部
寺
事
件
、
文
攻
七
年

の
英
人
常
陸
多
賀
郡
大
津
村
上
陸
事
件
の
水
戸
藩
史
料
を
載
せ
.

本
年
郎
ち
昭
和
十
年
三
月
遊
行
の
本
年
報
第
十
五
年
第
二
冊
所
載
日
英

交
通
史
料
ハ
十
四
)
に
は
再
び
初
期
日
英
交
通
史
科
大
る
コ
ッ
ク
ス
日
記
(
ロ
E
q
c問
自
の

E
己
の
O
の
ピ
)
の
或
部
分
を
識
語
紹
介
せ
る
大
日

本
史
料
第
十
二
編
之
二
十
三
、
二
十
四
、
二
十
五
、
二
十
六
.
二
十
七
.
二
十
八
、
二
十
九
.
三
十
、
三
十
一
等
十
伊
紹
介
批
評
し
て
置
い
に
。

叉
本
年
五
月
後
行
河
津
教
授
還
暦
祝
賀
記
念
「
経
済
撃
の
諸
問
題
」
所
載
の
拙
稿
寸
初
期
日
英
交
通
史
の
重
要
文
献
」
!
第
十
七
世
紀
初
期

日
英
交
通
史
上
の
重
姿
人
物
、
ア
ダ
ム
ス
、
セ

l
リ
ス
、
及
び
コ
ッ
ク
ス
等
の
書
翰
.
航
海
記
及
日
記
等
の
臨
一
術
史
的
祉
合
史
的
文
化
史
的
及

び
商
業
史
的
依
位
l

は
私
が
前
述
の
昭
和
四
年
十
一
月
朝
日
新
聞
枇
稜
行
「
開
図
文
化
」
牧
稿
拙
稿
「
日
英
交
通
史
概
観
」
中
に
「
初
期
日
英

交
通
史
上
の
重
要
人
物
ア
ダ
ム
ス
、
セ

l
リ
ス
、
及
び
コ
ッ
ク
ス
等

ω書
翰
‘
航
海
記
、
日
記
等
の
壊
術
史
的
社
命
日
史
的
文
化
史
的
交
通
史

的
及
び
商
業
史
的
使
値
」
な
る
一
節
、
叉
昭
和
八
年
十
一
月
護
行
改
活
枇
版
経
済
摩
全
集
第
二
十
八
巻
世
界
経
済
史
牧
録
拙
稿
「
日
英
交
通

史」

H
.
初
期
日
英
交
通
史
上
の
重
要
人
物
ア
ダ
ム
ス
、
セ

l
リ
ス
、
及
び
コ
ッ
ク
ス
等
の
書
翰
、
航
海
記
.
日
記
等
の
皐
術
史
的
枇
合
史

的
文
化
史
的
交
通
史
的
及
び
商
業
史
的
債
値
な
る
一
節
ぞ
設
け
.

文
句
は
多
少
改
め
た
‘
が
内
容
は
殆
ん
ど
同
一
な
事
を
述
べ
て
泣
い
た
の

を
.
右
河
津
博
士
還
暦
調
賀
論
文
中
に
補
充
し
て
置
い
た
。

私
は
本
年
四
月
右
論
文
脱
稿
後
治
記
訂
正
治
録
等
を
加
へ
て
河
津
博
士
記
念
論
文
集
に
掲
載
の
分
よ
り
幾
分
治
加
し
た
別
刷
冶
作
っ
た
。

し
か
し
私
は
そ
れ
に
向
満
足
す
る
能
は
宇
四
月
末
上
京
中
入
手
し
に
円
包
m
R
S仏
∞
巧

O
E
R
叶

E
出

8
2
5
2
0
の

oE)包
旬
。
町
宮
o
T

花
日
倫
敦
来
印
度
合
一
批
と
我
闘
と
の
交
通
貿
易
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る
。
炭
く
一
般
の
歴
史
で
な
く
束
印
度
合
枇
史
だ
け
に
で
も
大
な
る
仕
事
で
あ
る
o
m町
.
司
ロ

E
S
吋
O
弘
日
も
現
存
す
る
歴
史
家
で
あ
る
。

少
し
苔
く
∞
町

O
g品
目
2
0
0仏
の
如
き
も
束
印
度
合
祉
史
上
良
書
や
出
し
て
居
る
。

HMO件。円九日ロヴ
2
(目
5
E
M
O
Pロ
(
H
F
o
m
B
m∞
O『
叩
一
民
法

司

0
3ニ
ロ

H
E
Z
の
著
者
)
も
あ
る
。
歴
史
家
で
経
済
摩
者
で
あ
っ
た
す

g
g
Z
E
の
如
き
も
あ
る
。
其
子

l
a
ミ
ル
も
束
印
度
合
枇

に
奉
職
し
た
撃
者
で
あ
る
。
来
印
度
合
祉
に
奉
職
し
文
才
あ
る
も
の
に
は

7
5
出
o
o
F
の
如
き
が
あ
る
。
、
H
，
明
白
。
九
日
ユ

g
S
の
競
誇
者
で

あ
る

3
2
5
-
2
口
町
。
。
『

H
O
E
S口
出
生
丘
三
円
V
S
F
g
E
a
cロ
ヴ
匂
足
。
三
】
同
h
q
Z
R
E
J
1
0
]・口・

3
・
ω
ち
1
2
H
所
故
口
円
-FHH50]
同
c
r
E
Oロ

し「
2
・
P
H
4
2
附

JJ1RE口
出
μ
間
門
町
ロ
何
回
宛
書
翰
委
照
)

(
附
詰
)

(UE円一
g
F
E】σ
(
弓ヨ
l
E∞
恥
)
は
来
印
度
合
祉
に
久
し
く
奉
職
し
て
居
中
ト
。
彼
の
吋
]HO
何

mmp町田
C『
巴
}
宮
中
の
〉
口
町
田
回
目
立
丘
町
Cロロ勺
Cロ
戸
2
2

5
m
や
又
は
。
E
C
M宮
山
口
彼
が
支
那
と
貿
易
し
士
来
印
皮
合
祉
に
奉
職
し
て
居
中
ト
事
と
関
聯
し
て
理
解
さ
ろ
ぺ
与
、
で
は
あ
ろ
ま
い
か
。

O
E
O
-一E
に
就
て
は
束
印
度
合
祉
と
支
那
及
日
本
陶
磁
器
と
の
闘
係
に
就
て
の
資
料
委
照
、
例
へ
ぽ
最
も
筒
皐
な
ろ
は
町
O
R乙
さ
え
と
-

(
リ

C
E
E
g
g、
知
・
「
出
cσ
∞O口
問
)
・
己
点
合
同
…
Q

又

JHdo
口
問
。
え
の
]
】
日
-
a
H
S】σ
回日、開・

J1・
H
ロ
g
∞
等
萎
照

京
印
度
合
祉
と
は
悶
係
が
な
い
が
、
和
的
駐
剖
英
国
大
使
で
あ
っ
士
的
円
円
卓
己
-UHロ
H
，

g】1
0
(
H
B∞
lg)
の
事
口
夙
に
故
内
田
銀
4

戚
博
士
、
稲

山
博
士
等
も
書
い
て
肘
ら
れ
ろ
が
、
巴
円

J
5
-
-
2
5
吋
2
毛
-o
と
北
(
秘
書
で
あ
っ
士
一
「
。
g
p
p
g
∞
豆
洋
と
の
関
係
に
は
及
ん
で
討
ら
れ
ぬ
。
而
し

て
英
文
阜
止
の
者
守
中
何
故
に
ス
ウ
イ
フ
ト
が
其
者
。
己
ロ
2
P
叶

E
S
Z
中
に
江
戸
長
崎
等
の
記
事
わ
ろ
乎
の
迎
出
島
説
明
し
て
居
ら
ぬ
Q

U
叫

は
テ
ン
プ
W
と
の
聞
係
た
聯
想
す
ろ
も
の
で
あ
ろ
υ
(
故

巴

H・
H-
町
内
自
己
E
同
zqmH
氏
者
同
名
g

g
内庁切口一件。ロ
J
4
0
B
E
E
P
K〆の
r
E
S号

開
g
J
F
d・0
5
2
H
L
E向
。
巴
出
・
の
第
十
二
瓦
、
二
百
十
五
、
二
百
八
十
九
頁
等
参
照
又
∞
豆
洋
国
司

C
ユ

4
2
ロ
R
S
H。
E
S
E
U
H・

吋
Z
H
C忠
告
の
『
同
岳
民
自

O町一『
0
5
F
S
∞
豆
町
仲
間
門
出
件
。
仏
国
U1H・
問
者
巧
日
仏
等
参
照
)

∞dw門
司
丹

出
}1H町田}目。∞古【
)]HOHHHOロ(】〔)ロ
]{Oω

斗・

私
は
東
京
よ
り
の
師
会
紳
戸
商
業
大
間
一
を
訪
ひ
其
同
書
館
に
て
不
回
も

-
c
g
F
5
0
著
九
日
ロ
ロ
与
え
昨
日
vo
同
8
0
5
Z
o
同

E
E
H
E
E

柁
日
倫
敦
来
印
皮
ん
刊
H

枇
と
我
闘
と
の
交
泊
貿
易

五



程
前
提
，
.
J
J
~
偲

4く

C
o
m
p
a
n
y
命
科

~3~是!.1~坦...j
+~O

(
J
8
~

!TI~t<<
宜保ffi"住区

4~:
n
;
起
ぽ
宮
駅
ム
1
8
倒断省令*，，~]...v...)ド

Eト
v
吋
ε
併
舟
ド
梢
'
~
よ
H
t
、
斗
炉
心
舟

股
h
ε
J
抑
~
~
~
な
や
~
O

~そ!.1知"<
~
 
Beckles 

Will
、o
n

ぽ
勲

L
e
d
g
e
r
a
n
d
 S

w
o
r
d
 
6' ~

1
~
 
(Preface)

壬
!
.
1
.
w
~
~
己
同
ペ
製

ぬ
引
の
荒
"
'
<

~ 
T<<~

8
括部i柄

下
悼
の

1時
J
ド
1
l
1
g
心
。
林
市
<
!
.
1
JJ 

'
V
'
 
U
p
o
n
 the 

P
o
n
d
e
r
o
u
s
 a

n
d
 
exhaustive 

Annals 
of 

J
o
h
n
 
B
r
u
c
e
 
1

 

ha¥'e 
d
r
a
w
n
 
freely; 

as 
also 

u
p
o
n
 the 

British 
P
o
w
e
r
 in 

1ndia 
of 

Peter 
A
u
b
e
r，

 lm
g
 the 

C
o
m
r
a
n
y
'
s
 Secretary. 

O
t
h
e
r
 

works w
h
i
c
h
 h
a
v
e
 m
o
s
t
 helped m

e
 are 

M
r. 

N
o
e
1
 Sainsbury's 

Calender 
of 

State 
P
a
p
e
r
:
 East 

Tndies 
Series; 

the 
writings 

of 
Sir 

W
.
 ¥V. 

H
u
n
t
e
r ，

 Mr. 
F. 

C. 
D
a
n肝
v刊m
ア勺e白1刊

a
n
d
 
t1 
凶

γ刊ver白n
e
凶
，le 

10 刊
r
 of 

1n臥
(

Sir G
e
o
r
g
e
 Bir丈寸d

w
o
o
d
;

Malcolm's British P
o
w
e臼r，

th児e
histoα1允

s
 of Glei包g

a
n
d
1¥1七仏acFalar

匂‘e，
 明lheeler'冶s

E
a出rly

ア
Record8，

 Wilson's 

English 
in 

Bengal ，a
n
d
 
Hedges' 

Diary 
as 

edited 
b
y
 Colonel 

Yule. 
T
o
 1¥11'. 

William 
Foster，

 of 
the 

1ndia 
office，

 wh
o
s
e
 

k
n
o
w
l
e
d
g
e
 of 

Anglo-Indian 
records 

is，
 like 

lVTr. 
Weller's 

k
n
o
w
l
e
d
g
e
 of 

L
o
n
d
o
n，“

extensi¥'e 
a
n
d
 peculiar，" 

1
 a
m
 u
n
d
e
r
 

m
u
c
h
 personal 

obligation. 
'
"
ベ
(

~
斗
1
~

:l:o，SI~';!
B
r
u
c
e
 
::ミミミ合併存6"("'\~

lndia 
0
血
ce

6' 
Registrar 

a
n
d
 Superintendent 

~
~
.
 ¥' 
~
 
F
r
c
d
e
lIck Charles 

D
a
n
v
e
r
s
 
6
'
~
室
経
キ

J...)制!Il~
8
ß
事
~
ü
J

~<<1~悟!丑よ
~
(
1
)
8
(

r--.)!.1容さとい間二
~
O

fi<!.よ
¥V.

N
o
e
l
 Sainsbury 

8
M
m
~
g
~

、
Calendar

of 
State 

Papers.. .Edited 
b
y
 W

.
 N

 oel 
Sainsbury 8

時
土
322

漣
ロ
ば
知
県

民
支

(1
1
)
ゴ
(
石
〉
ベ

J.
.
.
j
ド
察
会
ド
出
ニ
~
'
:
R
間
234三

容
国
抑
担
!
1

~ρ民
話
4
哨
以
~
~
.
.
.
)
ド
出
よ
さ
二

o
~k:三"tJ

O:Gやほ
~
lやH-ト!.1r<~心

!.1E亘
書
長
~
~
t
-
Q
O
居
住
自
律
王
手
法
e
禁日ロヨキ

(Curator
of the India'

l¥I
u
s
e
u
m
)
 
P
-
l
な
や
~

Sir G
e
o
r
g
e
 
B
i
r
d
w
o
o
d
 
8
~
]
~
 
R
e
p
o
r
t
 o

n
 



the 
Olcl 

Records 
of 

the 
India 

Office，
 with 

Supplementary N
o
t
c
 a
n
d
 A
p
p
e
n
d
i
c
e
s
 
~
~
従
軍
ゅ
は
ペ
￡

41
つ

Sir 
W
i
l

川
江ill伽l

8
 Foster 

\j留ゴS
+
<

令熊榊k知112立~
T
h
e
 E

n屯glish
Factories 

in 
India 

~やJ;峠41渥
豆
斗

Lett恥
tじ
ぽT白s

R
e町ceiv問e臥ωd

b
y
 the East Indi泊a

C
o
m
p
a
n
y，

 1615一

1η7 
T
h
e
 E
m
b
a
s
s
y
 of 

Sir 
T
h
 1m口m
a部s

R
o
e
 tωo 

t出h
e
G
r陀ea叫t-Mogul;

Etc. 
持

53
朝
早
~
為
~
t
-
Q
') 

存~
:tf
主
将
ド
.
L
6
~
、
常
国
民
m
-
住
民
佃
:
語
科
(
~
8
脳
出
会
)
~
~
、
r
V
~
ベ
H
諸
国
ベ
)
8
例
議
今
年
!
照
合
~
ニ
ベ
)
8
恨
み
)
:思ム

ド
出
雲
心
。
料
〈
普
賢
ベ
)
.
.
.
.
)
ド

5421
昌
己
e
: n
~
 g

}
叶

11
i

 m:::提出刊誌8'
m

ば
財

県
民

ま
(1
J
)
~
区
叶
ム

J
m
:
:
:
総
側
8
m
ば
桝
期
出
走

(11 j)持
!..l
時
~
i
*
{
I
T
封

~fi!
l
l
語
以

5と
み
)
~梨経....)Iê:叶十

1
m:::縄民側

8
m
時
限
県
民
昼
寝
持

!..l
ト
キ
~
~
よ
さ
'
:
R

，，SI料(f:¥お舟

1民
J
ド
回
二
~

0
 
J
，

 R. M
c
C
u
l
l
o
c
h
 8

榊
抑
「
鎚
穏
協
和
〈
議
J
(
T
h
e
 Literature 

of 
Political 

E
c
o
n
o
m
y
)

時
11
俳

密
猟

同
怪

紺

部
総

(Cha:
ter 

II
，

 C
o
m
m
e
r
c
e
 a
n
d
 
C
o
m
m
e
r
c
i
a
l
 Policy) 

(IV. 
T
r
a
d
e，

 His(ory
，

 an
d
 
Condition 

of 
India，

 China
，

 the 
Eastern 

Archipelago，
 &
 Co.

壬
1民佳生~frTI!(

æ宗
(East

lndia 
T
r
a
d
e
)
 
p. 

106 
8

話
!..l

I
 )
 8

 J
o
h
n
 Bruce 8

 Annals
為

探
さ

と
い

崎
心

O

J
a
m
e
s
 
lVIill 

8' 
球

思
岳

制
民

給
ベ

)
rrg: 

:..J 
~
 ~
 
1-0

0
 

....)1
ミ....)

rV 
'長

!..l...，.p
室

p....)
ド
存
~
8
'

eま
ぎ
み
特
製
.
.
.
.
)
~
8
'
~
.
i
'
\
え
-
K
8
~
8

判\il?三!為伏
，
，
J
K

 8
'
慢
抑
壬
己
-
t
8
や
+
!
.

忠
実
会

!..l
A
 Catalogue 

of 
thc 

Library 
of A

d
a
m
 Smith 

Prepared 
for 

the Royal E
c
o
n
o
m
i
c
 Society. 

B
y
 J
a
m
e
s
 B
o
n
a
r，

 
L
o
n
d
o
n
 

1932. 
p
.
3
6

己
B
m
c
e

(b. Fife，
 1745

，
 d. 

Fife
，

 1826) 
w
a
s
 Professor 

of 
Logic 

at 
E
d
i
n
b
u
r
g
h
，

 then King's Prioter，
 laier M

.
 P. 

for 
a
 Cornish 

seat，
 Secretary 

to 
B
o
a
r
d
 of 

Control. 
M
a
c
C
u
l
l
o
c
h
 
(Lite

r. 
of 

P
ol. 

Ec. 
p. 

109) 
mentions his 

Annals of 
the 

記
ia~i話

帳
E

儲奇:I~..1J~~..1J
Q
，
材
調
3当
時

4J 



樫
ー
申
告
~
担
能

〈

East 
India 

C
o
m
p
a
n
y
，
 1810. 

.
J
J
伸
二
ド
崎
心
待
~
~
~
G

存
~
1
!
~
-
-
<
8
却
特
己

4
2
器
d
事

Dictionary
of .

 
National' Bio-

graphy 
Edited 

b
y
 Le~li 

S
t
e
p
h
e
n
 a

n
d
 
Siuney L

e
e

壬
8

J
o
h
n
 B
r
u
c
e
 
8

逝
舟
!
諮
る

41
心

部
κ

，μ
κ

e
縫

柏
田

議
中

盤

~
~
~
が
の
引
き

-J
'
}
!
8
千
)
~
や

.}!O

~~ 
11 

-
--1 

~'，，J
え

CJames
l¥Ii

ll) 
(
1
7
7
3
ー

1
8
3
6
)
8
 ば

患
を

創
出

(
T
h
e

日
istory

of .Blitish 
India) 

!.よ.-w
M
r. 

J
 

o
h
n
 Eruce 

ベ
J
1詮
-
<
~
 
Bruce 

8
併
読
!
今
や
;
r
:
;
e
:
-
J
ド
回
心
。
，
，
J
え
ム
4
ε

吋
"
'
<
社
ト

1E
己
'
r
-
-
，
え
ー
κ
8
~
f
i
生
討
を
3;起
叶
と

1担
当
者
宇
杓

33
，M
え
吋
ε
+

ミ
ト
~
~
!
.
.
よ
'
耗
~
~
ド
t
!
:
t
g
~
O
 

....; •• r
-
-
，
え
-

~
 
CJohn Bruce)

前
Annals

of the H
o

・~orable
East-India C

o
m
p
a
n
y
 

命
保
国
民
G
I
"
生
当
伊
:
起

-
&
<
8
燃
や
引
コ
ベ

J
-
J
ド

tt~
1
己
容
さ
と

'}!8
土~

;
寺

夫
、

ゐ
-
'r--， 

'dミ
Sir Robert H

a
r
r
y
 Inglis 

Palgrave) 

~
持
e

鋭
意
E
路
温
室
K
(Dictionary of Political E

c
o
n
o
m
y
)
段

i
紛

(
V
ol.

1)
己
縫
い

~
t
咲
E
生
母
宅
m
7起

(East
India 

C
o
m
p
a
n
y
)
 

1
6
0
0
-
1
8
5
3
)
お
心
思
!
I
I
!
~
~
心
'
材
陣
l
I
I
1
8

法
LJ

ES
し
~
も
訴
S
偽
府
税

:J
~
 
CB

1
Uce，

 AnnaJs of 
British 

I
n
d
i
a
-
H

 i~tories 

b
y
 J
a
m
e
s
 Mill 

a
n
d
 others.一-

C
h
e
s
n
e
y，

Indian 
Polity-Parliamentary 

Papers a
n
d
 Repo~ts.) P

崎
心
。

球
菌
製
爆
去
~

8
 +< 
~
対
話

VV.
Cunnillgham 

~
 8

明者{il
1
 he
 G
r
o
w
t
h
 of 

Engli~h 
Industry 

a
n
d
 
C
o
In
m
e
r
c
e
 
in 

M
o
d
e
r
n
 

T
i
m
e
s，

 T
h
e
 
lVIercantile 

S
y
s
t
e
m
 
Cambridge. 

1
9
0
3
 
!.よけ

8
J. 

B
r
u
c
e
 
8
榊
潟
市
悶
々
r
;
;
e
:
-
J
ド
~
心
。

J.
B
r
u
c
e
 
~
榊

Annals 
of 

the 
honorable 

East-Illdia 
C
o
m
p
a
n
y
 
~
謡

Q
ー
え
'
~
ー
ト

λ
ぽ

(Karl
L
h
e
m
a
n
n
)

詐
若
手
官
命
活
妥
結
出

(Die

Geschichtliche 
Entwicklllng 

des 
Aktienrechts 

bis 
z
u
m
 C

o
d
e
 d
e
 C

o
m
m
e
r
c
e
)
 
!.1.-w ~

~
府
柏
8

.
J
J
-
J
ド
緊
会
吋
や
髄
々

~
H
E
-
J
ド
~
.
~
つ

(Die Geschichtliche E
山

市
klung

des Aktienrecl
市

bis
Zllm 

Code de 
Commerce. 

V
o
n
 Dr. 

Karl 
Lehmann. 

Q
 Ver-



zeichniss 
abgckurzt 

citirt
也
、
.
¥
Tcrke.

p. 
VII. 

:J::l(毒自己n;B:ミ拘ヰ
γ
£
ぬ
。

話
相
省
宇
み
ガ
1~~

t
1
赴
~
胸

1
\
去
!
i
~
賠
J
ド
義
官
舎

m;起
:
自
民
ベ

J...}ド
4く
ト
~
~
叶
ヨ
25芸

杓
~.;.!.O

右
手
当
医
者
F特
命
鶏
禅
!
尽
岳
部
8
舎
æ~季

、
h

*
'
入
、

λ
(Gottingen) 

!
.
1
廷
お
~
~
.
t
!
1
ú
が
お
~
t
-
O
。
殻
~1~~

t1
!iIË智!.1&lr:母ト刊兵

41E塁
隆
司
P
~
ε
f
)
8
抑
今
年
!
議
税
刊
434105323

議室

糊
Z出

制
尚

制
球

.;.!O
f
)諸

問
]8

時
現
，
健
司
時
期
県
民
誌

(11
J)8'(<~(き

)
ω
ド
程
令
J
ド
叫
ぷ
。

Report o
n
 the O

l
d
 Records of the 

lndia 
0
白
ce，

with 
Supplementary 

Notes a
n
d
 
Appendices，

 By
 Sir 

G
e
o
r
g
e
 
B
i
r
d
w
o
o
d
 

S
e
c
o
n
d
 Reprint L

o
n
d
o
n
 
184

1. 
8
 p. 

7
9

己

Eundle B.一“
Wick's

Collection." 

Also 
a
 list 

of 
papers 

collected 
b
y
 the 

C
o
m
m
i
t
t
e
e
 of 

I?
o
m
b
a
y，

 appointed 
in 

1
7
9
7
 
for 

procuring 
inforrnation 

for 
the 

C
o
m
p
a
n
y
'
s
 Historiographer ，

 an
d
 received 

b
y
 lVIr. 

Bruce in 
1802. 

T
h
e
 list 

is 
copied 

o
n
 paper 

of 
the 

date 
of 

1825. 

ベ
j制
I
~
ド
時
t
(
.o

士
ト
赴
+
<
時
総
怒
号
式
根
遺
E
.

Lipson 
'tlミ

8
1県

融
持

盟
組

健
民

(
T
h
e
E
c
o
n
o
m
i
c
 History of England)

減
111
~
 
T
h
e
 A
g
e
 

uf 
l¥Iercantilism 

!
.
1
.
.
w
:
;
:
j
(
割
問
持
心
偽
約
抑
l
I
I
l

Authorities
壬

p.
491 

!..よ
f
)
8
 Bruce 

8
 Annals

の
看
守
土
ド
出
心
。

~
斗
E

E更...)
.t! 

t苦
e

引
:
1
~
!
.
.
よ
吋
苧
ド
.
.
w

':~ 
m
λ
.
'1
"
¥
え
ー

κ
8
1民

託
生
当
事
国
製
品
ト
去
三
i
j
i
;
a
8

t剖
fê~
~
手
t
-
O
偽
情
抑
~
~
t
-
O

1
$
舟
燃
が
t
-
0

7時'~司令美t-O
O
話

Llf話
~
十
符

~lll
・ト
R
叶

lRZ 何
程
伏
線
!
1
:
お
ド
持

illf 帝
国
民

GT
制命)II;起ペ

)~ffi霊
ペ
)
8

侍u
現
~
~
!
.
.
よ
議
ド
特
幽
缶
(
~
~
み
程
令
t
-
O
!
.
1
泊
ε
'
制
ベ
)
~
ド

f)
8
 I，~ 

m
λ
.
'1
"
\
え
ー
κ
8
*
~
園

i 咲
E

制
奇
:
n
;
起
叶
去
三
沼

長
:
告
訴
様
E
是
認
や
;
言
-
'
J
信
三ñ

..lJQ
i科
?
ヨ
討
~

4そ



商

業

と

経

済

O 

の
記
す
る
白
地
や
引
用
し
、
そ
れ
在
批
判
説
明
す
る
事
と
し
た
い
。

私
は
神
戸
商
大
所
減
本
を
借
覧
し
て
こ
の
稿
を
草

し
た
の
で
あ
る
ο

私
は
神
戸
商
業
大
草
常
局
が
私
に
其
便
宜
在
奥
へ
ら
れ
し
事
を
感
謝
し
つ
』
こ
の
稿
を
草
し
た
。

私
は
起
稿
出
こ
の
申
立
を
倫
敦
よ
り
入
手
し
得
る
事
を
磯
め
た
が
そ
は
こ
の
稿
印
刷
成
り
我
校
三
十
周
年
の
記
念
泉

行
の
頃
と
な
る
と
忠
ふ
。

(
忍
は
、
、
の
論
文
股
稿
上
京
中
、
』
の
舎
が
東
京
商
科
大
串
凶
書
館
に
注
年
備
付
げ
ら
れ
士
事
を
知
つ
れ
ο
又
喜
訪
の
台
北
、

帝
凶
大
串
闘
書
館

ιも
賊
さ
れ
て
居
ろ
事
与
岩
生
助
教
授
よ
リ
問
い
れ
a

い
か
ら
佼
正
に
際
し
誌
に
迅
記
す
ろ
次
第
で
あ
ろ
)

要
之
に
私
は
第
十
六
世
紀
の
最
後
の
年
印
ち
西
暦
千
六
百
年
の
十
二
月
三
十
一

日
に
特
許
を
得
大
所
謂
湾
束
印

度
合
枇
叉
は
倫
敦
束
印
度
合
祉
(
叶
-
5
0
5
2
H
O
E
S
同
ロ
凶
ニ
ロ
岳
山
の
O
B宮
ミ
或
は
躍
に
♀
品
。
。
百
円
出
ミ
と
稽
す
)
と
稀

す
べ
く
厳
格
に
云
へ
ば

p
o
c
o〈
OHロ
O円
包

仏

(

リ

OBHUS旬
。
町
田
円
。
月
F
g
g
o
h
F
O
E
o
p
g色
白
回
目
E
o
F
o
E
ω

乙
E

g
と
栴
す
る
。

而
し
て
そ
の
合
祉
と
我
図
と
の
交
通
貿
易
関
係
の
歴
史
に
就
て
故

-
o
E
P
5
0
氏
若

krg巳
目
。
ご

E
問主
'
H
R
U
の
O
B
S

目
出
ミ
中
に
論
述
さ
れ
て
居
る
部
分
を
引
用
紹
介
し
説
明
を
加
へ
参
考
文
献
と
し
て
我
史
皐
界
商
業
史
経
済
史
朗
一
・
界

に
供
給
し
た
い
と
思
ふ
。

プ
ル

l

ス
の
此
著
述
を
直
接
利
用
し
て
英
図
合
祉
法
史
を
論
じ
た
我
図
の
法
律
墜
者
を
私
は
知
ら
な
い
。

(
注
尚
宏
一
阜
士
課

V
1
マ
ン
先
生
名
者
株
式
合
祉
法
史
に
は
引
用
さ
れ
て
府
ろ
が
二
れ
は
郡
山
認
で
あ
ろ
)

故
稲
田
博
士
の
株
式
合
枇
研
究
に
も
此
書
は
引
用
し
て
な
い
(
師
田
博
士
経
済
車
全
集
第
四
谷
品
会
問
)
。
叉
プ
レ
ン
タ
ノ

i
(
F
i
o

F
S
Zロ
O)
晩
年
の
大
著
英
園
経
済
史

Q
E
o
c
g各一の
Z
O
巳

2
4
1日円
Z

E
豆
長
g
同
三
豆
島
一
E
d
同ロ
mFEω
〉
に
も
こ
の
舎
を
引



用
し
て
居
ら
ぬ
。

我
図
の
経
済
史
家
中
に
も
こ
の
来
日
を
引
用
利
用
さ
れ
た
例
を
私
は
未
花
知
ら
な
い
。

若

し

本

稿

が
多
少
の
貢
献
を
な
す
を
得
ば
幸
で
あ
る
。

第

二

章

ジ

ヨ

ン
・
プ

ノV

ス
著
束
印
度
合
一
肱
年
代
記

第

一

節

ジ
ョ
ン
・
プ
ル

l
ス
の
生
涯
及
其
著
述
概
要

ジ
ョ
ン
・
プ
ル

i
ス
ニ
。

-
E
P
R
O
)
(一
足

u
l
H∞
出
)
は
歴
史
家
(
宮
∞
♂
去
る
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
名
家
の
出
で
あ
る
。

エ
デ
ン
パ
ラ
大
阜

(
C
E
5
H加
と
え

E
一
ロ
ヴ
ロ
品
目
。
じ
忠
一
・
び
論
理
準
教
授

(po『

g
m
O円
。
ご
0
1の
)
に
選
ば
れ
た
事
が
あ
っ
た
。

弘
州
内
司
片
山
灰

+4山

j
l
j
l
 問。。
-uo円。町内ゴ
σ
E
H
O
【)与
2
0自の
O
と
な
り
、
叉
∞
O
Q
O
H
R

〕ニO円
p
o
H忠一口

-g四
g向。円
o
p
o
【)ユ〈可

8
ロ
ロ
の
一
戸
、
叉
束
印

度
合
口
枇
の
修
巾
九
員
(
回
一
号
ユ
Oぬ
5
1
5
ご
o
p
o
出
B
O
E
r
r
問

P
4
F
己
訂
の
。
BH)山
口
可
)
と
な
り
、
叉
衆
議
員
議
員
(
旨
・
可
・
)
に
選
ば

の

事

は

同

o-REP-匂
O
]
比
一
一
向
〈
。
ロ
〉
-
N日
5
2
2
・

れ
、
向
叉
短
期
間
的
2
5
g
q
H
O
F
o
出

O
R品
え
の
c己
5
-
と
な
っ
た
。

(
H
W
C
P

丘
C
刊
の
O
D
可
c-

E
P
ロ
ロ
ヲ
訟
に
も
書
い
て
あ
ろ
)
彼
は

E-oJぐ
え

p
o
問
。
ヨ
-
∞
日
目
立
山
g
o
h
F
o
E
o♂
同
己
目
白
げ
買
m
Y
自
己
の
ひ
三
一
口
窓
口
と
な
っ
た
。

彼

は

千
八
百
二
十
六
年
四
月
十
六
日
蘇
図
フ
ァ
イ
ブ
州
(
出
「
2
7町
と
月
三
岳
で
永
眠
し
に
。

ス
ミ
ス
は
彼
の
著
書
二
つ
を
減
し
て
居
っ
た
事
は
後
に
述
べ
る
。

彼
は
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
生
れ

大
フ
ァ
イ
ブ
州
に
永
眠
し
て
居
る
。

彼
は
正
確
か
}
期
す
る
歴
史
家
で
あ
り
、
叉
優
れ
た
る
堕
者
で
あ
っ
た
。

彼
に
は
数
多
く
の
著
惑
が
あ
る
。

其
或
る

も
の
は
公
の
出
版
で
な
く
攻
務
に
蛍
る
も
の
』
秘
密
書
類
と
し
て
私
に
印
刷
さ
れ
に
も
の
も
あ
る
。

彼

の

出

版

物

柁
日
倫
説
束
印
度
合
祉
と
我
閣
と
の
交
通
貿
易
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商

業

と

経

済

此

書

の

扉

印

ち

表

題

紙

ANNALS 

OF THE 

HONORABLE EAST-INDIA COMPANY， 

第

二

節

四

ジ
ョ
ン
・
プ
ル

l
ス

著

束

印

度

合

壮

年

代

記

の

表

題

献

呈

の

鯨

及

序

言

ハ叶

5
0
3
m
o〉
に
は
次
の
如
く
印
刷
さ
れ
て
あ
る
。

FR01¥l THEIR 

ESTABLISHMENT BY THE CHARTER 

OF 

日T
 

E
 

B
 

A
 

J
-

，
 

エ
∞
O

日

時

T

N
 

E
 

E
 

U
 

Q
 

THE UNION OF THE LONDON AND ENGLISH 

EAST-INDIA COMP ANIES， 

1707-8. 

BY JOHN BRUCE， ESQ. M.P. AND .F.R.S. 

Keeper of His Majesty‘s State Paters， and Historiograher 
to the Honorable East-India Company. 

VOL. I. 

LONDON: 

PRINTED， BY AUTHORITY OF THE HONORABLE 
COURT OF DIRECTORS， 

By Cox， Son， and Eaylis， Great Queen Street; 

AND PUBLISHED EY BLACK， PARRY， AND 

KINGSBURY， BOOKSELLERS TO THE 
HONORABLE EAST ・.INDIACOM-

PANY， LEADENHALL STREET. 

1810. 
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商
品
一
本
と
経
済

TO THE 

HONORABLE THE COURT OF DIRECTORS 

OF THE 

UNITED COMPANY OF MERCHANTS OF ENGLAND TRADING 

TO THE EAST -INDIES， 

THE 

ANNALS 

OF THE 

HONORABLE EAST-INDIA COMPANY 

FROM THEIR 

ESTABLISHMENT BY THE CHARTER 

OF 

QUEEN ELIZABETH， 

1600， 

TO 

THE UNION OF TI王ELONDON AND ENGLISH 

EAST INDIA COMPANIES， 

1707-8; 

1S MOST RESPECTFULLY SUBMITTED， 
一・一ハ

EY THEIR MOST OBEDIENT 

AND FAITHFUL SERVANT， 

}OHN BRUCE. East-India;:.House， 

4th ]une， 1810. 
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T
h
e
 
A
n
n
a
l
s
 
of 

the 
East-India 

C
o
m
p
a
n
y，

 fr
o
m
 
their 

Establishment 
in 

H
i
O
O，

 to 
the 

U
n
i
o
n
 of 

the 
L
o
n
d
o
n
 a
n
d
 English 

East-India 

C
o
m
p
a
n
i
e
s
，
 in 

1
7
0
7
-
8
，

 fo
r
m
 
a

 subordinate 
b
r
a
n
c
h
 of 

the 
political a

n
d
 c
o
m
m
e
r
c
i
a
l
 
History 

of 
E
n
g
l
a
n
d，

 al1d
 w
ilI 

unfold 
the 

rise 
a
l1d

 

progress 
of 

the 
greatest 

c
o
m
m
e
r
c
i
a
l
 
Association ，

 wh
i
c
h
 has 

a
p
p
e
a
r
e
d
 ill 

a
n
y
 
country，

 or in 
a
n
y
 age. 

T
h
e
 evidence 

u
p
o
n
 
w
h
i
c
h
 this 

R
e
v
i
e
w
 
of 

East-India 
Affairs 

has 
proceeded，

 has been 
d
r
a
w
n
 f

r
o
m
 
d
o
c
u
m
e
n
t
s
 preserved 

a
m
o
n
g
 H
i
s
 

Majesty's Archives ，
 in 
the State-Paper Office，

 an
d
 f
r
o
m
 
the 

R
e
c
o
r
d
s
 of 

the 
C
o
m
p
a
n
y，

 in 
the 

1ndian 
Register 

0
伍
ce;

a
n
d，

 being 
printed 

u
n
d
e
r
 the 

authority 
of the 

H
o
n
o
r
a
b
l
e
 
C
o
u
r
t
 
of 

Directors，
 is 
submitted 

to 
t
h
e
m
，
 to 

the 
Proprietors 

of East-India Stock，
 to the Legisla-

ture ，
 an
d
 
to 

the 
Public. 

T
h
e
 events 

w
h
i
c
h
 this 

bra
l1ch 

of 
c
o
m
m
e
r
c
i
a
l
 
History ascertains，

 wiII 
explain 

the 
basis 

of 
the 

E
a
st-India 

C
o
m
p
a
n
y
'
s
 
R
i
g
h
t
s，

 un
d
e
r
 

their 
Charters ，

 an
d
 of 

the 
R
i
g
h
t
s
 acquired 

during 
the 

early 
periods 

of 
their 

exclusive 
privileges 

of 
trade; 

a
n
d
 the 

k
n
o
w
l
e
d
g
e
 of t

h
e
m
 

m
a
y
 b
e
 useful 

to 
the 

Legislature，
 wh
e
n
 these 

privileges 
shall 

agaill 
b
e
c
o
m
e
 a. 

subject 
for 

deliberation 
a
n
d
 decisioll，

 an
d
 tend 

to 
fix 

the 

opi
l1ions 

of 
the 

Public，
 Cll 

a
 question 

of 
great 

national 
importance. 

111 
the 

1ntroductio
l1 

are 
traced 

the 
rise 

alld 
progress 

of 
the 

P
o
1'tuguese a

n
d
 Dutcli establishments ill 

the East-1lldies; 
the leading char-

acte
1's

 of the Asiatic Sovereignties in the countries 
within 

the 
limits 

assign
巴d

to 
the 

L
o
n
d
o
n
 East-India 

C
o
m
p
a
n
y
;
 a
n
d
 the 

pulitical 
a
n
d
 

e
o
m
m
e
r
c
i
a
l
 
re'ations ，

 be
t
w
e
e
n
 E

n
g
l
a
n
d
 a
n
d
 the 

M
a
r
i
t
i
m
e
 
P
o
w
e
r
s
 of 

E
u
r
o
p
e，

 during 
the 

period w
h
e
n
 the direct trade，

 bet
lVeen E

n
g
l
a
n
d
 

a
n
d
 the 

East-Indies，
 was

 fi
1'st 

attempted 
a
n
d
 established. 

C
h
a
p
t
e
r
 
1. 

will 
c
o
m
p
r
e
h
e
n
d
 
the 

rise 
a
n
d
 
progress 

of 
the 

L
o
n
d
o
n
 
East-India 

C
o
m
p
a
n
y，

 fr
o
m
 the 

Charter 
of 

Q
u
e
e
n
 Elizabeth，

 ill 

出
告
訴
民
云
生
~
G
:
福
島
人

j認
8
I
T
.
J
J
ミ
制
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何
時

1
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留
者
*

，.IJ 
~
型
穏

1< 

]
0
0
0，

 to the Restoration of 
their 

Charter，
 by
 K

i
n
g
 Charles 

II.，
 in 
1
6
6
0
-
6
1
;
 
a
n
d
 w

iI1 
afford 

proofs 
of 

the 
enterprize 

a
n
d
 perseverance 

of 
this 

C
o
r
n
p
a
n
y，

 in 
forrning 

a
 valuable 

trade 
to 

the 
r
e
a
l
m，

 an
d
 in 

preserving 
that 

trade，
 un
d
e
r
 
the 

shifting 
a
n
d
 depress

巳d
aspects 

of 

the 
English 

G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
.
 

C
h
a
p
t
e
r
 II.， 

aftcr 
tracing 

the 
political 

a
n
d
 corn

l11ercial 
rel

川
ions

uf 
E
n
g
J
a
n
d，

 fro
l11 

the 
Restoratiu

町
in

1
6
0
0
-
6
1，

 
to 

the Revolution，
 

in 

1
6
8
8
-
8
9，

 an
d
 the 

events 
affecting 

the 
Indian 

Sovereignties，
 in 
the 

countries 
in 

w
h
i
c
h
 the 

L
o
n
d
o
n
 East-India 

C
O
l11p

a
n
y
 h

a
d
 established 

Factories，
 or 

seats 
of 

trade，
 wilI 

discover，
 in 
a

 similar 
rnanner，

 the 
perseverance 

of 
this 

C
o
m
p
a
n
y，

 
in 

rnaintaining their trade a
n
d
 privi-

leges ，
 an
d
 their 

expensive 
a
n
d
 hazardous 

e丘
orts，

to 
extend 

the 
c
o
m
m
e
r
c
e
 a

n
d
 navigation 

of 
the 

realrn. 

C
h
a
p
t
e
r
 III. ，

 after 
referring 

to 
the 

political 
and. comrnercial 

relations 
of 

E
n
g
l
a
n
d，

 fr
o
m
 
1
6
8
8
-
8
9，

 to 
1
7
0
7
-
8，

 
w
ilI 

discover the sources 

a
n
d
 characters of the succ

巴ssive
speculations 

for 
a
n
 o
p
e
n，

 an
d
 for 

a
 s
巴parate

trade，
 wh
i
c
h
 terminated 

in 
the 

estabJishment 
of 

a
 S
e
c
o
n
d，

 

or 
the 

English，
 East-India 

C
o
r
n
p
a
n
y
;
 
a
n
d
 
wi

I1 
bring 

u
n
d
e
r
 
notice，

 the 
facts 

w
h
i
c
h
 
satis

日
ed

the 
Legislature，

 an
d
 the 

Public，
 of 
the 

necessity 
of 

entrusting 
the 

East-India 
trade ，

 to 
the 

ex
cI
usive 

m
a
n
a
g
e
m

巴nt
of 

the 
U
n
i
t
e
d
 
C
o
m
p
a
n
y
 of 

M
e
r
c
h
a
n
t
s
 
of E

n
g
l
a
n
d
 trading 

to 

the 
East-Indies. 

T
o
 the 

A
n
n
a
l
s
 of 

each 
of 

these 
periods 

are 
subjoined 

Results ，
 affording，

 fr
o
m
 authentic evidence，

 
the progressive aspects of the C

o
m
-

pany's'Rights ，
 

u
n
d
e
r
 their 

Charters，
 to 
their 

Factories 
a
n
d
 Settlements，

 acqtlIred b
y
 authorized 

pnrchase，
 or 

b
y
 grants 

frorn 
the 

Native 

Princes 
a
n
d
 States; 

a
n
d
 of 

the 
R
i
g
h
t
s
 conferred 

o
n
 t

h
e
m
 b

y
 the 

Legislatnre，
 an
d
 enjoyed 

as 
valuable 

privileges 
of 

trade. 
T
h
e
s
e
 real 

R
i
g
h
t
s
 of the C

o
m
p
a
n
y，

 un
d
e
r
 their 

successive 
Chaters，

 ha
v
e
 been 

k
n
o
w
n，

 in 
their 

proceedings 
at 

h
o
m
e
 a
n
d
 a
b
r
o
a
d，

 un
d
e
r
 
the 

general 

description 
of 

“
D
e
a
d
 Stock，" 

o
p
p
o
s
e
d
 
to 

the 
large 

a
m
o
u
n
t
s
 
vested 

ln 
Inuia 

Stock，
 in 
Shipping，

 in 
E
x
p
o
r
t
s，

 an
d
 in 

I
m
p
o
r
t
s，

 kn
o
w
n
 

under 
the 

oppisite 
description 

of 
“
Q
u
i
c
k
 Stock." 

F
o
r
 m

o
r
e
 than 

a
 century ，

 or 
f
r
o
m
 
1
7
0
7
-
8
 
to 

the 
present 

time，
 the 

East-India 
C
o
m
p
a
n
y
 h
a
v
e
 been 

recognized，
 

b
y
 a

 series of A
c
t
s
 of 

the Legislature ，
 to 
have a

 real 
property 

in 
their 

Chartered 
R
i
g
h
t
s，

 wh
i
c
h
 are 

perpetual，
 an
d
 with 

succession; 
though it 

will 
again 

b
e
 



for 
the 

w
i
s
d
o
m
 
ot 

Parliament 
to 

decide，
 whether their 

ex
cJusive 

privileges，
 founded 

o
n
 the 

so
Ii
d

 basis 
of 

the 
experience 

of 
t
w
o
 cen-

turies
，

 shall 
b
e
 prolonged 

to 
t
h
e
m
，

 or 
whether they 

m
u
s
t
 give 

w
a
y
 to 

exploded
，

 or 
to 

specious
，

 but 
hazan~ous

， 
theories 

of 
c
o
m
m
e
r
c
e
.
 

1n 
submitting 

this
可W
o
r
k

to 
the 

H
o
n
o
r
a
b
l
e
 
the 

Courts 
of 

Directors 
a
n
d
 Proprietors 

of 
the 

East-1ndia 
C
o
m
p
a
n
y，

 1
 em
b
r
a
n
c
e
 this 

opport
l1nity to express m

y
 acknowledgements 

to 
the 

R
i
g
h
t
 H
o
n
o
r
a
b
l
e
 the 

Earl 
of 

Liverpool 
(l
ate 

H
i
s
 Majesty'

s
 Principal 

Secretary 
of 

State 
for 

the 
H
o
m
e
 D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
)
 
for 

his 
permission 

to 
connect 

s
l1ch information 

as 
c0111d 

b
e
 co

Il
ected 

f
r
o
m
 
the 

State 
P
a
p
e
r
可

with

that 
w
h
i
c
h
 has 

been preserved 
in 

the 
R
e
c
o
r
d
s
 
of 

the 
H
o
n
o
r
a
b
l
e
 East-1ndia 

C
o
m
p
a
n
y
.
 

1
 have

，
 also

，
 to 

express 
m
y
 obligations 

to 
M
r
.
 Jackson

，
 the 

keeper 
of 

the 
Indian 

Register 
0
伍
ce

，
f
r
o
m
 
w
h
o
m
 1

 have 
received 

the 

lllOSt 
vaJuable 

c
o
m
m
l1nications; 

a
n
d
 to 

M
r
.
 L

e
m
o
l1， 

of 
the 

State
‘.Paper 

Office
，

 w
h
o
，

 f
r
o
m
 his facility in 

reading a
n
d
 transcribing ancient 

.Manuscripts
，

 has
乱町

orded
m
e
 important assistance in the examination of the 

n
l1m
e
r
o
u
s
 D

o
c
u
m
e
n
t
s
 o

n
 w
h
i
c
h
 this 

w
o
r
k
 has 

been 
fou

l1ded. 
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East-Indies.….. 
Irnrnediate 

Effects 
of 

the 
Discoveries 

of 
the 

Portugnese 
o
n
 Indian Trade...…

Historical Inforrnation required to 
unfold 

the Sources of the English 
East-Inclian 

T
r
a
d
e
 a
n
d
 Settlernents.... …

Sketch 
of 

the 
R
i
s
e
 a

n
d
 Progress 

of 
the 

Portuguese 
Cornrncrce 

a
n
d
 

P
o
w
e
r
 in 

the 
East-Indies

，
 before 

the 
U
n
i
o
n
 of 

the 
C
r
o
w
n
s
 of 

Spain a
n
d
 P
o
r
t
u
g
al...…

T
h
e
 U
n
i
o
n
 of the C

r
o
w
n
s
 of Spain a

n
d
 Portngal 

the Sonrce of the Fall of the Portugllese T
r
a
d
e
 a
n
d
 P

o
w
e
r
 in 

the 
East-Indies... …

Portllgnese 
Scttlernents 

a
n
d
 T
r
a
d
e
 in 

the 
East-Indies，

 

at 
the 

beginning 
of 

the 
Scventeenth 

Century...…
T
h
e
 Separation 

of 
the 

C
r
o
w
n
s
 of S

p
a
i
n
 a

n
d
 Portngal，

 not a
n
 E
v
e
n
t
 w

"b.ich revived or 

restored the T
r
a
d
e
 a
n
d
 P
o
w
e
r
 of the 

Portngnese 
in 

the 
East-Indics..

・…
Sketch

of 
the 

R
i
s
e
 a

n
d
 Progress 

of 
the 

D
u
t
c
h
 C

o
r
n
p1erce 

a
n
d
 

.Power 
in 

the 
East 

Indies...…
Establishrncnt 

of 
the 

D
u
t
c
h
 East-India 

Cornpanies，
 an
d
 Progress 

of 
thcir 

A
rrnarncnts，

 to 
the 

T
r
u
c
e
 of 

A
n
t
w
e
r
p
 
(
l
G
0
9
)……

T
h
e
i
r
 
Oppressions 

of 
the 

English a
n
d
 Portuguese 

the 
Source 

of 
the 

extensive Cornrnerce a
n
d
 P
o
w
e
r
 of the D

u
t
c
h
 

Cornpanies ，
 in 

the 
East-Indies.

…・・
Their 

M
e
a
s
u
r
e
s，

 frorn 
the 

Expiration 
of 

the 
T
r
u
c
e
 
of 

A
凶

verp
(1621) 

to 
exclude 

the 
other 

M
a
r
i
-

-t:irne States in E
u
r
o
p
e，

 frorn P
o
w
e
r
 or T

r
a
d
e
 in the 

East-Indies...…
Their M

e
a
s
u
r
e
s，

 with the 
sarne 

Object，
 after 

the 
Treaty 

of 
M
u
n
s
t
e
r
 

(1648) ……
Sketch of the political 

a
n
d
 cornrnercial 

Characters 
of 

the 
Native 

P
O
¥V何er悶s

in 
the 

C
o∞
untrie白s

wit白h血i

L
o
n
d
o
n
 E
a
s 討t-In吋dia

C
o
r
n
p
 日川ny.….日"….日.

Sketch 
of 

the 
political 

a
n
d
 cornmercial 

Relations 
of 

E
n
g
l
a
n
d
 
with 

the 
E
u
r
o
p
e
a
n
 
Maritirne 

States，
 

frorn 
1
6
0
0，

 wh
e
n
 Q
u
c
c
n
 Elizabeth 

establishecl 
the 

East
占

ldia
C
o
r
n
p
a
n
y，

 to 
the 

Restoration 
of 

K
i
n
g
 Charles 

II.，
 1660..

…・
D
u
r
i
n
g
the 

R
e
i
g
n
 of 

Q
l1cen 

Elizabeth...…
D
n
r
i
n
g
 the 

R
e
i
g
n
 of 

K
i
n
g
 Jarnes 

1..・...
D
u
r
i
n
g
 the 

R
e
i
g
n
 of 

K
i
n
g
 Charles 

1……
D
u
r
i
n
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r

III) 8' 
tも

Lよ
い
立

ゃ
い
忠
心
。

，
 

J
 8' 
*

得
総

i
紛

然
1
~時

CChapter
1)

国
飽

千
代

回
叶

K
=
"
ト
Y
κ
収
叫
8
'
~
ホ

!E
l」
吋
心
給
料
杓
~
.
;
.
!
心
~
鮮

民
5号

制
俗

語
取

団
組

ゃ
に

固
に

+
1

叶
ト

ト
ー

え
t

<
t堤

11
担
8
'
~
i
ぬ

Lよ.L6J;;;、組盛和
t-O!..l

附
ε

、....)kヨ
e
叶
去
三

lhf選

寵
(
~
魚
沼
)
ベ

J
-
W
賠
い
Y

吟
ù

R
e
v
i
e
v
，" 
of the A

n
n
a
l
s
 of the L

o
n
d
l
n
 East-India 

C
o
m
p
a
n
y，

 fr
o
m
 its 

establishment 
b
y
 t
h
e
 
C
h
a
r
t
e
r
 

of 
Q
u
e
e
n
 Elizabeth 

(
I
G
O
O
)，

 to 
t
h
e
 Restoration 

of 
its 

Privileges 
b
y
 t
h
e
 
C
h
a
r
t
e
r
 
of 

K
i
n
g
 Charles II (

1
6
0
1) 

(t 
J

 ~
 ~
 1661 

e
穏
堤
お
t
-
0

1号
事
~
智
.

1660
叶

Lよ
当
時
国
民
.
.
y

Restoration g
 ~
阿
部
長
当
恒
8
'

Uヒ
13
￡

41
心
叶
智
〉
持
t
-
O
~
~
8
'

l
~
時

8
'
.
[
:
偽
回
予
三

(
C
o
n
ι
e
n
t
s
)
.
~
必
心
。

t)
~
穂
留
準
君

Lよ
昭
和
く
や
1
1
+

f5.1!眠
U
l
吋
ぐ

1
ド出:!;t-O，fミ

0
'
官
手
当
様
u

r;;
æe
布
告
書

....).t~ 1
 ~
キ
*
~
壬
r
n
*
U
患
い
t
-
O

m~ ~
 8

'
同
時

41
心
部
~
4(

十
<
!
民
e
絵
e
話
令
吋
心

t~
回
，
(
十
キ
ミ

lぽ
(p. p. 

1
6
8
-

169)
己

i判
t
-
O
田
監

m
¥ト

代
同

十
111

~叶
(1613

A
.
D
.
)
 8
'
詰
己

lilà~
心
不
8
'

lilà悼
の
r
;
;

H更
.
.
.
.
)
.
奪
三
心
部
鰐
思
議
寧
今
や

jt活
必
.
}
!
.
二
。

Trade open-
ed 

w
i
t
h
 
Ja-

pan. 

CaptaIn Saris，
 

w
h
o
 c
o
m
m
a
n
d
e
d
 a

 ship in 
the 

Seventh 
voyage，

 endea¥ oured，
 in 
the 

year 
1
6
1
0，

 to 
open 

a
 trade，

 
in imitation of the D

u
t
c
h，

 
with the empire of J

a
p
a
n
 :
-
f
o
r
 this 

purpose 
he 

h
a
d
 gone 

to 
Firando，

 

a
n
d，

 by 
presents，

 obtained 
f
r
o
m
 
the 

1三
ing

permission 
to 

trade，
 without 

payment 
of 

customs，
 anu to 

establish a
 house，

 
or factory，

 
at that port; 

a
n
u
 a

 licence 
to 

proceeu o
n
 a

 ¥'oyage 
of 

discovery 
to 

Y
e
a
u
z
o
 

C
h
a
p
.
 1

 1613. 

記
:~i結

保
E

闘争;醤，..IJ認t.t1，..IJ
Q
，
.
討
穏
~
~

1 
1 
1 



思
惑
!
日
，
.
I
J
組
関

1 
1 

1 
1 

.
 

(Jesso)
，
 or 

to 
any 

other 
part 

of 
the 

Japanese 
empire. 

T
h
e
 facfory 

at 
Fira

吋
o

w
a
s，

 in 
conseqnence，

 

estabJished ;
 an
d
 in 

J
n
n
e
 
1
0
1
3，

 Mr
.
 P
e
a
c
o
c
k
e，

 on
e
 
of 

the 
C
o
m
p
a
n
y
'
s
 factors，

 arrived 
at 

Firan
cI
o，

 an
d
 

proceeded 
to 

the 
E
m
p
c
r
o
r
'
s
 
conrt 

to 
solicit 

protection j
 but 

h
e
 reported，

 that 
the 

prospect 
of 

sales 
of 

English g
o
o
d
s
 w

a
s
 uncertain

，
 an
d
 r

e
c
o
m
m
e
n
d
e
d
 rather 

the 
plan 

of 
opening a

 trade 
with 

Siam.
(1
)

 

(1)
-
M
S
S
.
 in 

lndian Register Office，
 ma
r
k
e
d
 A
，
 bou
n
d，

 page 7. 
Letter from Mr. Peacocke to 

the Court，
 dated 

Firando
，

 2d D
e
c
e
m
b
e
r
 1613

，
 No. 

104. 
Bruce 

'i'} 
Annals of 

the Honorab1e East lndia 
C
o
m
p
a
n
y
.
 V
o
1. 

1. 
pp. 

168-169. 

Zミ
.
.
l
.
J
6
'
~
時

Lよ
京
~
~
~
体
1
i
F
-
l
位
?
ト
〈
回

11
・ト

11
叶
~
お

Lよ
常
国

!54E
生
自
信
;
語
6
'

R
e
g
i
s
t
e
r
 
D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 
of 

t
h
e
 

L
i
b
r
a
r
y
 
U

殴
J

約
問

(
C
l
e
Iめ

や
誌
や
.
{
2

P
e
t
e
r
 Pratt 

6
'
謀
議
.
.
.
J
.
{
2
鶴
子
)
~
'
心
。

存~
1i 

1¥1". 
P
a
s
k
e
-
S
m
i
t
h
 '

d
ミ
寝
土
曜
6
'

H
i
s
t
o
r
y
 of 

J
a
p
a
n
 
C
o
m
p
i
l
e
d
 f

r
o
m
 t
h
e
 R
e
c
o
r
d
s
 o

f
.
t
h
e
 
E
n
g
l
i
s
h
 
East-Inclia 

C
o
m
p
a
n
y
 at 

t
h
e
 
I
n
s
'
a
n
c
e
 
of 

t
h
e
 
C
o
u
r
t
 
of 

Directors 
B
y
 P
e
t
e
r
 Pratt 

1
8
2
2
 E

d
i
t
e
d
 b

y
 M
.
 P

a
s
k
e
-
S
m
i
t
h
 H

.
 B. 

1¥'1. 
C
o
n
s
u
l
a
r
 ~ervice

， J
a
p
a
n，

 

K
o
b
e
 1
9
3
1. 

I
n
 T

w
o
 V
o
l
u
m
e
s
 V

ol. 
1. 

B
o
o
k
 1. 

p. 
2
5
 ~
 }ι

!J. 
~
 "
1
'
\
え
-
1
'
\
6
'
前
ぞ
コ
ベ

j
窃
箆
J

ド需~...IJ
E~

1
i
t
O

A
誤
舟

結
語
J
ド
~
t
0
6
'
舟
~
ヨ
3
.

...J 
-t! 

0
 

Extract 
f
r
o
m
 
Bruce's 

AnnaIs.l 
R
e
m
a
r
k
s
.
 

Captain 
Saris，

 wh
o
 c
o
m
m
a
n
d
e
d
 a

 ship 
in the Seventh V

o
y
a
g
e，

 
A
s
 this 

passage 
occurs 

under 
the 

proper 
year，

 16
1
3，

 thc 
cI
ate 

en
cI
eavoured，

 in 
the 

year 
lG

10，* 
to 

o
p
c
n
 a

 trade，
 in 
imitation of

“
1
0
1
0，" 

here 
assigned 

to 
C
a
p
t. 

S
司
ris

‘s
first 

visit to J
a
p
a
n，

 mig
h
t
 

長
S

巴
巴
A
d
a
m
s
'
Letter to 

B
a
n
t
a
m，

 abstracted above，
 P. 
17，

 par. 
ult，

 in 
which he says，

 that o
w
i
n
g
 to the Dutch intercepting inte

1ligence，
 

he w
a
s
 in ]apan 

til1 
the year 1611

，
 without even k

n
o
w
i
n
g
 that our ships 

traded to 
the East Indies. 

(P. 
P.) 



the 
D
u
t
c
h，

 wi
t
h
 the 

e
m
p
i
r
e
 
of J

a
p
a
n
.
-

-
f
o
r
 
this 

p
u
r
p
o
s
e
 
h
e
 
h
a
d
 
g
o
n
e
 
to 

F
i
r
a
n
d
o，

 an
d
 b

y
 Presents，

 

obtained f
r
o
m
 the K

i
n
g
 permission 

to 
trade，

 without 
p
a
y
m
e
n
t
 of 

cnstoms ，
 an
u
 to 

cs
日
blish

a
 h
o
n
s
e，

 or 
factory，

 at 
th

乱
t
p
o
1't; 

a
n
d
 
a

 liccnce 
to 

procccd 
o
n
 
a

 V
o
y
a
g
e
 
of 

discovery 
to 

Y
e
a
d
z
o
 

(Jesso)
，

 or 
to 

a
可

other
part 

of 
the 

J
 apanese 

E
m
p
i
r
e
.
 

T
h
e
 Factory 

at 
F
i
r
a
n
u
o
 
w
a
s
 in 

conseqnence 
established; 

a
n
d
 

in 
J
n
n
e
 
H
i
I3，

P
e
a
c
o
c
k
e，

 on
e
 of 

the 
C
o
m
p
a
n
y
'
s
 
Factors，

 arrived 
at 

F
i
r
a
n
d
o ，

 an
u
 proceeded to the E

m
p
e
r
o
r
'
s
 C
o
n
r
t
 lo 

soiicit 
p
1'o-

tection; 
hllt 

h
e
 
1'eported

，
 that 

the 
p
1'ospect 

of 
Sales 

of 
English 

G
o
o
d
s
 w

a
s
 llncertain

，
 an
d
 r

e
c
o
m
m
e
n
d
e
d
 rather 

the plan of open-

ing 
a

 T
1'a
d
e
 w

L
h
 Siam. 

B
r
u
c
e's

 A
n
nals. 

1
 J
o
h
n
 Bruce w

a
s
 Historiographer to 

the English East India 
C
o
m
p
a
n
y
.
 

#m~塁
訴
事
時
E
略奇:::1;註-\J;ま冨-\J6:'保有軒~

b
e
 d
e
e
m
e
d
 a
n
 error of the press，

 
did not anothe

1' 
mistake，

 na
m
e
l
y，

 
that 

of 
the 

“
S
e
v
e
n
t
h
 
V
o
y
a
g
e，" 

instead 
of 

the 
E
i
g
h
t
h
 V

o
y
a
g
e，

 

a
c
c
o
m
p
a
n
y
 this; 

a
n
d
 did not the date “

J
u
n
e
 
lG

I3，" 
w
h
i
c
h
 is 

the 

true 
date 

of 
Capt. 

Saris' 
arrival ，

 ap
p
e
a
r
 in 

the 
s
a
m
e
 P

a
1'a
g
r
a
p
h
 

as the time 
w
h
e
n
 
1
¥
1r. 

P
e
a
c
o
c
k
e
 arrived; 

a
n
d
 this 

is 
rep

1'es
巴nted

as 
a

 subsequent 
occurrence 

in 
w
h
i
c
h
 P

e
a
c
o
c
k
e
 acted 

as a
 PrinCI-

pal; 
w
h
e
r
e
a
s
 h

e
 w
a
s
 m

e
r
"ely

 o
n
e
 
of 

the 
Factors 

u
n
d
e
1' 

Gencral 

Saris. 

H
e
 w
e
n
t
 IIp 

to 
the 

E
m
p
e
r
o
r
'
s
 
C
o
u
r
t ，

 perfo
1'm

i
n
g
 that J

o
u
r
n
e
y
 

w
h
i
c
h
 in a

 sllbseqllent passage is 
attributed to >>1

r. 
P
e
a
c
o
c
k
e
 alone. 

T
h
e
 K
i
n
g
 of 

F
i
r
a
n
d
o ，

 wh
o
 w
a
s
 separate 

personage，
 se
e
m
s
 
to 

b
e
 here 

c
o
n
f
o
n
n
d
e
d
 with 

the 
E
m
p
e
r
o
r
.
 

See 
d
o
c
u
m
こnts

abstracted 
n
n
d
e
r
 J
a
p
a
n，

 snp
1'a

 et 
infra. 

T
h
i
s
 w

a
s
 a

 m
e
r
e
 Snbject for future Speculation，

 never intended 

to 
b
e
 pursued 

b
y
 
Capt. 

Saris 
personally. 

See 
a

 Conversalion 

b
e
t
w
e
e
n
 
1
¥
1r. 

A
d
a
m
s
 a
n
d
 the E

m
p
e
r
o
r
 respecting the N

o
r
t
h
-
¥
V
e
s
t
 

Passa
雪
e.

P. 
i
H，

 inf
1'a. 

It 
has b

e
e
n
 already 

1'e
m
a
1'k
e
d，

 that 
this 

is 
the clate 

of General 

S
a
1'is' 

Arrival，
 an
d
 that 

1¥11'. 
P
e
a
c
o
c
k
e
 
w
a
s
 o

n
e
 of 

his 
Factors. 

T
h
i
s
 is 

a
 m
e
1'e

 obiter 
opinion 

of 
1¥11'. 

.Pcacocke 
given 

afte
1' 
the 

P
1'ivilegcs 

w
e
1'e

 obtained. 
Sec 

it 
extracted uncle

1
'
“
Firanclo Fac-

to
1'Y，" 

b
e
l
o
w
 p. 

50. 

¥Vith 
1'egard 

to 
S
i
a
m
，
 a
 SettJemellc 

h
a
d
 been 

m
a
u
e
 
s
o
m
e
t
i
m
c
 

befo
1' 

(i
n

 Sept. 
IGI2) 

b
y
 
1
¥
1essrs. 

Floris 
a
n
d
 
A

凶
h
e
u
m
e
s
.
1
-
S
e
e

B
o
o
k
 (blank) ，“

Fatania 
a
n
d
 S
i
a
m
.
"
 

1 1 
1 
1 
1 
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戦
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Pratt 

8
'
皇
制
詔
治

(
R
e
m
a
r
k
~

!J. 
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Cap'ain 
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お
常
国
!
J
.
総
幾
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)
'
;
'
!
'
8
'
~
問

屋g
ゃ

に
同

+
111
叶
~
~
や
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!
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.
f
ミ
'
L
!
"
ゃ
に
同
十
法
ベ
J
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il雲
e

格
G
'
~
去
'
V
'
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心
o
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i京
<
@
l
8
'

渥
袋

Eighth
V
o
y
a
g
e

ベ)
;
ド
争
終
~
@
l
8
'
渥
議

(Seventh
Voyage)

ベ
J
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心
8
'
~
穏
や
~
心
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恒
控

(σfa武ctOlαry
a叫t

Fir
帽主加a剖1口I吋

Oめ)
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8' 
~当三

T←ト
4(ぐ

凶
+
1日川1川p

叶叶
4に(

[jj民ミ
(J
u
n
e
 
1
6
1
3の〉

千ρJ
~必~t心Q

ベ...IJ~沼R沼昔
J
ド

4必~
t心
。
8
'
~
当3

ト阿吋
J

:ムL
O
4
1

弘
Mr.

Peacocke
た罰籾...).;.!....IJ促...)~為!手\tl~者

~
.
;
e
控

ulば
~
~
t
{
l
長
e
患
'
V
'
~
.
.
.
)
ド
~
t
{
l
8
'
~
穏
や
'

きさ~.;.!.以
General

Saris 
8' 

1ム
Lij手

正
常

湿
器

8
'

1
昭
!
1
男
知

1
~さおや.;.!....IJ

Peter 
Pratt 

~
詔
紘
J
ド
出
童
心
。

毎
1...)

Peter 
Pra't 

':為
h
e

(Mr. 
Peacocke) 

w
a
s
 
merely 

o
n
e
 
of 

the 
Factor 

u
n
d
e
r
 General Saris

ベ
j
伸
二
ド
0
:
!
g
t
{
l
8
'
話

相
撲

州

協
和
心
。

General
8aris 

~
 B字

国
斗

穏
健

8
'

m~
ょ
~
8
'
~
宗
主
要

Clove
8
'
塑
1
l
l
誌
や
時
争
時
正
常
器
担
布
告
迫
ド
ぱ
:
吋
\
t
l
~
よ
4

矧や.;.!.
8' 

~
:
包
~
t
{
l
'
~
'
き
さ

23!手
l
i
l
.
~
者
湿
器
1
l
l
民
己
~

Richard Cocks
の
澱
ヘ
ミ
μ
8
'
~
~
や

.;.!.O

Remarks.
壬

A
s
 this passage occurs under the proper year，

 
1
6
1
3，

 
the date “

1
6
1
0，" 

here 
assigned 

to 
C
a
pt. 

SaTis's 
first 

visit 
to 

Japa
円

might b
e
 d

e
e
m
e
d
 a
n
 error 

of 
the 

press，
 did 

not 
ベ
J
~
 t{l 

did 
not

の
if

...IJ 
r出
合
・

H
・

H
・..

in~tead 
of 

the 
Eighth V

o
y
a
g
e，

 

a
c
c
o
m
p
a
n
y
 this;

み
instead

of 
the 

Eighth 
V
o
y
a
g
e，

 did 
not a

c
c
o
m
p
a
n
y
 this 

tirst 
mistake; 

a
n
d
 if 

the 
date

“
June 

1613，"-

w
h
i
c
h
 is 

the 
true 

date 
of 

Capt. Saris 
arrival，

 did 
not 

appear is 
the 

s
a
m
e
 paragraph

ベ
J
r部

会
ド

4
刊
二
。

(
藍
抱
)
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h
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t巾
目
~
~
溜
己
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γ
P
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T
h
e
 First 

V
 oyage 

-'-6:;-主主十
11
E
l
護
持

T
h
e

T
w
e
l
f
t
h
 V

o
y
a
g
e

ピ
削
嶋
崎
主
量
殺
-
¥
J
科
(
母
争
点
〈
明
言
E明

持
品

1fJ}a←
ω
憾
み
程
笥

Q
Beckles 

W
i
l
l
s
o
n
榊

L
e
d
g
e
r
a
吋

S
w
o
r
d
"
議

:;-1~
刊
己
~
Q
黒
"
'
P
-
R
時
o

Cl....J
1

 Iヰ
ピ
~
Q

宅試薬...IJ
1)誌1J

w
持
活
(
~
'
.
R
長
時
。
経
符
dv)~

単
J

器
二
。
~
ピ
1
ã
\
己
能
p
長
時
事
国
立
住
同
.
.
.
.
J
\
-
'
出
ニ
μ
。

O
f
 the 

twelve
“
Separate 

V
 oyages "一

“
T
h
e
 First，" 

1C01，
 un
d
e
r
 J
a
m
e
s
 Lancaster，

 consisted 
of 

the 
R
e
d
 Dragoll，

 He
c
t
o
r，

 Ascension，
 Su
s
a
n
 alld 

Gllift; 

“
T
h
e
 Secol1

d，" 
1
C
0
4，

 ul1
der 

H
el1

r
y
 Middletol1，

 
consisted 

of 
the 

R
e
d
 D
r
a
g
o
n，

 He
c
t
o
r，

 Ascension 
a
n
d
 S
u
s
a
n
;
 

“
T
h
e
 T
h
i
r
d，" 

1C07，
 nn
d
e
r
 K
e
e
l
i
n
g，

 COl1
sisted 

of 
the 

R
e
d
 D
r
a
g
o
n，

 He
c
t
o
r
 al1

d
 Consellt; 

al1
d

、W
i
l
l
i
a
m
H
a
w
k
il1

s，
 

w
h
o
 c
o
m
m
a
n
d
e
d
 the 

H
e
c
t
o
r，

 left 
her at 

Sllrat 
a
n
d
 proceeded 

to 
A
g
r
a
;
 

“
T
h
e
 F
o
u
r
t
h，" 

lC08，
 ul1
der 

Sharpeigh，
 consisted 

of 
the 

Ascension a
n
d
 U
n
i
o
n
;
 

“
T
h
e
 Fifth，" 

1
C
0
9，

 wa
s
 under D

a
v
i
d
 l¥1

iddleton，
 in 
the 

Expedition，
 the 

only ship 
sent; 

“
T
h
e
 Sixth，" 

1
6
1
0，

 under Sir 
H
e
n
r
y
 M
i
d
d
l
e
t
o
n，

 consisted 
of the Trade's Increase，

 
the P

e
p
p
e
r
c
o
r
n，

 
c
o
m
m
a
n
d
e
d
 b
y
 Nicholas D

o
w
n
t
o
n，

 

a
n
d
 the 

Darling; 

“
T
h
e
 Sevellth，" 

lG
ll，

 wa
s
 llnder 

Allthony 
H
i
p
p
o
n
 in 

the 
G
l
o
b
e，

 the 
only 

ship 
sent; 

“
T
h
e
 E
i
g
h
t
h，" 

1611，
 under J

 oI
m
 Saris，

 cOllsisted 
of 

the 
Clover 

(Clove 
C!)設)，

H
e
c
t
o
r
 a

n
d
 T

h
o
m
a
s
;
 

“
T
h
e
 N
i
n
t
h，" 

1
G
1
2，

 wa
s
 under 

E
d
m
u
n
d
 M
a
r
l
o
w
e
 in 

the 
J
a
m
e
s
 (

J
a
m
e
s
 Iふ

detached
f
r
o
m
 
the 

“
T
e
n
t
h
 V

o
y
a
g
e
 ぺ

“
T
h
e
 T

el1
th，" 

1
G
1
2，

 under T
h
o
m
a
s
 B

巴st，
consisted 

of 
the 

H
o
s
e
a
n
d
e
r，

 So
l
o
m
o
n
 
(i. 

e.，
 Ja
m
e
s
 1. 

agaill) 
alld 

R
e
d
 D
r
a
g
o
n
.
 

“
T
h
e
 Eleventh，" 

1
6
1
2，

 undcr Best il1 
the 

S
o
l
o
m
ol1，
 

detached 
f
r
o
m
 
the “

Tellth 
V
o
y
a
g
e，" 

alld 

“
T
h
e
 Twelfth，" 

also 
il1 

l
G
12，

 wa
s
 under 

Christopher N
e
w
p
o
r
t
 il1 

the Expeditiol1，
 

w
h
i
c
h
 w
a
s
 c
o
m
m
i
s
s
i
o
n
e
d
 chiesy to carry Sir R

o
b
e
r
t
 

Shir)ey 
(brother 

of 
Sir 

A
l1
thony)

，
 Am
b
a
s
s
a
d
o
r
 
f
r
o
m
 
S
h
a
h
 A
b
b
a
s
 to 

K
i
n
g
 J
a
m
e
s
 r.， 

b
a
c
k
 to 

Persia，
 wh
e
r
e
 h
e
 died 

il1 
1628. 

O
f
 the

“
J
 oint 

Stock V
o
y
a
g
e
s
"
“
T
h
e
 First，" 

1
6
1
4，

 under D
o
w
n
t
o
n，

 cOl1
sisted 

of 
the 

N
e
w
 Year's 

Gift，
 Me
r
c
h
al1

t
 Ho

p
e，

 
H
e
c
t
o
r
 a
n
u
 

記
a
~
~
民
E
生~
~
2
~
~
お

dll.lJQ
，.討?沼&:í~

11
同



信
帯
夜
~
慰
穏

111
く

S
o
l
o
m
o
n，

 arid is 
the only one o

n
 the J

 oint 
Stock account 

of 
a
n
y
 general 

interest. 
T
h
e

日
eet

w
h
i
c
h
 sailed 

in 
Jannary，

 1G15
，

 under Keel-

ing ，
 too1

王
out

Sir 
T
h
o
m
a
s
 R

o
e
 o
n
 board 

the 
L
i
o
n，

 as 
a
m
b
a
s
s
a
d
o
r
 
f
r
o
m
 J

 am
e
s
 1. 

to 
the 

“
C
o
町
t
of the Great M

O
g
l
l
I
"
 
(Jeha

時
ir，

1
C
0
5

 

to 
1(27) 

at 
A
g
ra. 

A
n
o
t
h
e
r，

 under B
e
n
j
m
n
i
n
 J
o
s
e
p
h，

 consisting 
of 

the 
Charles，

 Un
i
c
o
r
n，

 Gl
o
b
e，

 Sw
a
n
 a
n
d
 R

o
s
e，

 sailed 
in 

Febrnary，
 

1616，
 with 

E
d
w
a
r
d
 Terry o

n
 b
o
a
r
d
 the 

Charles，
 as
“
chaplain 

to 
the 

Rt. 
H
o
n
.
 Sir T

h
o
m
a
s
 R
o
e，

 Knt.". 
'.Villiam B

a
日
n
served in the 

fleet 
consisting of the L

o
n
d
o
n ，

 Ha
r
t，

 Ro
t
h
n
c
k
 a
n
d
 Eagle，

 wh
i
c
h
 sailed 

in 
F
e
b
r
u
a
r
y，

 1620，
 under 

Shilinge. 
T
h
e
 Jatter 

w
a
s
 killed 

in 
a
n
 

encounter 
with 

the 
Portuguese 

fleet 
in 

January ，
 1G21

，
 off R

a
s
 Jask，

 an
d
 w
a
s
 buried near the t

o
w
n
 of J

a
s
k
;
 
while Baffin died in January，

 

1G22，
 of 
a

 w
o
u
n
d
 received 

at 
the 

siege 
of 

a
 Portuguese 

port 
o
n
 
the 

island 
ot 

K
i
s
h
m
，
 wh
e
r
e
 he 

lies 
buried. 

JOh11 
D
a
v
i
s，

 "，h
o
 
saiJed 

as 
pilot 

011 
b
o
a
r
d
 
the 

Tiger 
in 

Sir 
E
d
w
a
r
d
 Michelbonrne's 

independent 
voyage 

in 
1
C
0
4 ，

 wa
s
 slain 

in 
D
e
c
e
m
b
e
r，

 1C25
，
 in a

n
 encounter 

with 
a

 Japanese junk in 
the 

Straits 
of 

l¥Ialacca，
 an
d
 there 

found 
a

 watery grave 
within 

sight 
of 

the 
island 

of 
Bintang.-First 

Letter 

B
o
o
k
;
 Introductio

川
P.

ヨζIV.

(Ledger a
n
d
 S
w
o
r
d
 B
y
 Beckles Willson V

o
l. 
1. 
Chapter IV. 

p.p. 
102

ー
103)

R
e
p
o
r
t
 
o
n
 t
h
e
 
O
l
d
 R
e
c
o
r
c
l
s
 
of 

t
h
e
 
1nclia 

0
出
c
e

B
y
 Sir 

G
e
o
r
g
e
 Bi

r
d
w
o
o
d
 !.1..p 

First 
V
a
y
a
g
e
 ~
ミ
ト
8
T
h
à
時
取
持
心

P

p. 
2
0
9
 
!.1 

1
n
 
1
6
1
3，

 Ca
p
t
a
i
n
 Saris，

 Co
m
m
a
n
d
i
n
g
 t
h
e
 “

E
n
g
l
i
s
h
 
V
o
y
a
g
e
"
 (Sailed 

1
6
1
1
J，

 es
t
a
H
i
s
h
e
d
 
a
n
 a
g
e
n
c
y
 
at 

F
i
r
a
n
d
o
 in }

a
p
a
n
 

~
~
I
T
I
~
ド
~

t(l
o

中4(
鑓
吟

11
8' 

p. 
2
1
0
 !.1 

~
ヌ
8
'
ijg 
~
事
取
~

t(l
o
 

1
n
 1

6
1
4
 
a
n
 a
g
e
n
c
y
 w

a
s
 establi

':ih
e
d
 b

y
 1¥1

r. 
E
d
w
a
r
d
s
 of 

t
h
e
 
S
u
r
a
t
 
fa

，'tory 
at 

A
j
m
e
r
e
.
 

It 
w
a
s
 in 

this 
y
e
a
r
 
t
h
e
 
D
u
t
c
h
 G

o
v
e
r
n
m
e
n
t
 p

r
o
p
o
s
e
d
 to 

t
h
e
 E

n
g
l
i
s
h
 
G
o
v
e
r
n
m
f
:
n
t
 to 

p
u
t
 
a
n
 e

n
d
 to t

h
e
 rI¥

'alry 
b
e
t
w
e
e
n
 

t
h
e
 
E
n
g
l
i
'ih

 a
n
d
 D

Ll'，
c
h
 
c
o
m
p
a
n
i
e
s
 in 

t
h
e
 
E
a
s
t
 
b
y
 a
m
a
l
g
a
m
a
t
i
n
g
 
t
h
e
m，

 on
 t
h
e
 
basis 

of 
their 

c
a
p
t
u
r
e
 
of 

t
h
e
 
1¥1

01
Llccas 



f
r
o
m
 the Spaniards a

n
d
 lhe subscription 

of 
a

 joint 
capital 

stock 
of 

1，2
0
0，0

0
0
 1. 

B
u
t
 the 

English C“
L
o
n
d
o
n
 つ

C
o
m
p
a
n
y

rejected 
the 

tempting offer，
 on
 the 

g
r
o
u
n
d
 that 

w
a
r
 w
a
s
 a

 slate 
business，

 an
d
 contrary 

to 
the 

course 
to 

b
e
 p
u
r
s
u
e
d
 in 

commercial 
enterprises，

 an
d
 intcnded 

to 
b
e
 pursued 

b
y
 
t
h
e
m，

 an
d
 that 

it 
w
a
s
 o
p
p
o
s
e
d
 to 

s
o
u
n
d
 commercial plinciples 

10r 
t
w
o
 nations 

to 
join 

in 
monopolising a

 trade 
to 

the 
exclusion 

of 
olhers ，

 an
d
 m
o
r
e
-
o
v
e
r
 impracticable. 

(Report on 
the Old Records of 

the India Of
五
ce，

with Supplementary Notes and Appenclices，
 

B
y
 Sir Geurge Birdwoocl

，
 

p. 
210) 

t
 )
 -+二

ii
制
!
.
l
~
副
闘
将
t
0
，
r
;
f
u
i
伸
子
)
"
'
1
"
\
え
-
1
'
\
8
榊
抑
:
þ
i
(
君
K
:
:t: 

8-1時
E

宕
e

判
。
荒
!
壬
穏
e

恒
へ
と

:;.2...w
8

A
壬

Lよ存
4

i
i
t
)
8
~
時
期
~
喧
刊
持
ニ
~
.
.
.
.
)
吟
Ù
~

1tキ千J
~

t0'
ß
?
'
~
笹
慢
を
色
町

~~m
;
起
'
:
f
<
紬
時
~
t
咲
岳
住
自
宅

01;
製
品

4514E
都

民
を

制
伊
:
語
ペ

J
40

1iâキ}ヘミベH
部
記

)....)~..w
8
~
諸
国
憲
徒
出
窃

....)~..w
8
A

黒'\/
~
 *" 

t-O 
0

 
日
正
癌
き
!
1

t)
与:;'..JJ~蛍炉

心
吾
~
~
~
~
、
a
-
-

)-Ea
 r.tヲ舟1

~
-
.
J
-
R
母
~
.
.
:
o

t)
-k
当
選
叶
e
十
点
怪
怠
獣
医

gr~
ベ

j
密
封
J
ド
制

!..l
穏
室
長
~

.m， 
..w 

8
 ':f< 
~
 

t0
0

 
ば
密
主
主
鯨

[jli
ã~ 8

 ~キ土~
"1¥ 
'
え
-
1
'
\
8
'
判
。
抑
!
.
l
抑
ニ
ド
~
心
'
~

-k 
ii

苦~
!.l 

~眠
4ぐ
垣
千
)

!
翠
令
炉
心
。

機
回

箇
!手
~
t
京
極
誼
e
邸
場
経
世
~

t
!
l
*
!
.
l
~
ミ
:
D
t
0
時
Rt<<

園
短
担

ii'幣
~
ベ
)
8
臨
時
み
臣
認
-
.
J
~
を
恨
み
!
持
.
.
.
.
)
~
 8

 ~
 ~
 t0 

'
:
f
<
'
期
鰍
餐
鰭
!
i
.. ~
 ~
誌
や

さ
ま
持
お
や

.;.!O
料
〈
智
也

Lよ
お
い

B
n
:
c
e

8' ~
枠
制
:
r
!
1
結
8
杓
￡
ド
出
t
-
O

ijg 
~
与
の
!
翠
キ
:
J
4
1
L。

'
1
"
\
え
-
1
'
\
前

Annals
渋

1
持
法

i
妙

t~
180

!a( 
}gI 
~
ゃ
に
回
+
同
叶

Chap.I
16

日
e

巡
!
.
l
it!l

14-
.!..l 

:おい
J
at 

J
a
p
a
n
 

記
2~塁
鮮
民
E

是認{z.'"Jj醤，.IJ都三1[，.IJ
Q
慌
時
~
~
~
思

11
干



陸
告
!
日
，
.
J
J
製
健

11< 

持
s
{
l
~
ョ
:
I
8' 

}ι
!1
fヌ
8
'
lih色

体
t長

崎
心
。

存~
~
 
M. 

P
a
s
k
e
-
S
m
i
t
h
 $

塁
線
8
'

H
i
s
t
o
r
y
 
o
f
 J

a
p
a
n
 B

y
 P
e
t
e
r
 Pratt 

V
ol. 

1. 
B
o
o
k
 

1. 
p
p
.
 
1
3
0
-
1
3
2
 
!..よ慾

ε
P
r
a
t
t
.
~
詔
紘
相
撲
~

.;2.. 
s{l

l越
ベ

j
窺
慾
~
.
;
2
.
.
t
O
.
.
N
)
8
'
荷
役
~
.
;
2
.
.
二
。

R
e
m
a
r
k
s
 o

n
 c
o
m
p
a
r
i
n
g
 it 

with 
the 

Extract 
f
r
o
m
 Bruce's 

Annals. 
D
o
c
u
m
e
n
t
 cited. 

Information 
f
r
o
m
 
Collateral 

D
o
c
u
m
e
n
t
s
.
 

1
6
1
5
.
-T

h
e
 exterzinent wlzzch h

a
d
 been 

i¥' a
n
y
 capital 

subjects 
are 

involved 
in 

A
l
l
 
the 

other 
P
a
p
e
r
s，

 detailing Trans-

tr
z'ed

 to 
o
t
e
n

α
trade 

witん
/α
1>
a
n

h
a
d
 

this 
paragraph; 

w
h
i
c
h
 
m
u
s
t
 
b
e
 
viewed 

actions 
of 

Ollr 
Factory in 

the 
year 

1615
，

 

not been productive; 
for the T

φ
p
e
r，

lead，
 

distinctly，
 

to 
decide，

 whether w
h
a
t
 is 

pre-
are 

overlooked 
in 

the Annals. 
T
h
e
y
a
r
e
 

a
n
d
 quzck

Sl'/ver，
 broug"ht f

r
o
m
 B
a
n
t
a
m，

 
dicted 

of J
a
pα1Z， 

C
h
i
n
a，

 
the

勾
zee

ls1and，
 

too n
u
m
e
r
o
u
s
 to 

specify here. 
Abstracted 

did not seII 
to 

advantage; 
a
n
d
 lI:ι

Cot-
a
n
dノ

α1>
a
n，

agrees with w
h
a
t
 
C
o
p
p
i
n
d
a
l
e
 

a
b
o
v
e
 a

n
d
 belo¥V， 

P
P
.
 125-163. 

公
均
ふ
zle，

the 
F
a
c
t
o
r
 
'who 

lzad 
been left 

says: 
T
h
e
r
e
 is 

oniy 
r
o
o
m
 to 

give here a
 fe
w
 

at F
i
r
a
n
d
o，* 

r
e
c
o
m
m
e
n
d
e
d
 to 

the 
C
o
u
r
t，

 
1. 

Speaking of tlz
zS 

V
o
y
a
g
e
 only，

 Cop
-

Passages 
treating 

of 
the 

s
a
m
e
 
points 

as 

that 
if 

a
 settlement 

couJd 
b
e
 obtained at 

pinda'e compJains that n
o
 profit 

is 
to 

b
e
 

Coppilldale's 
Letter，

 na
m
e
J
y
:
 
R
.
 C
o
c
k
s，

 

the Stzce Islands，
 

it 
w
o
u
l
d
 b
e
 preferable 

m
a
d
e
 o
n
 a
n
y
 
of the commodities brought 

Chief at F
i
r
a
n
d
o，

 to J. 
Gl;rney，

 Ag
e
n
t
 in 

to 
try a

 trade b
e
t
w
e
e
n
 t
h
e
m
 a
n
d
 C!llita，

 
b
y
 h
i
m
 o
n
 the 

H
o
z
e
a
n
d
e
r
 f

r
o
m
 s

a
n
t
a
m
 

S
i
a
m
，
 1615-16，

 Feb. 
2G. 

R
.
 ¥
V
i
c
k
h
a
m，

 
a

 

or S
i
a
m，

 th
o
u
g
h
 the 

Factory 
at 

F
i
r
a
n
d
o
 

a
n
d
 Patan)I，

 viz. 
p
，φ
lter，

 W
α
x
，
 Le
a
d，

 
resident Factor to 

C
a
p
t. 
Jourdain，

 Ag
e
n
t
 

m
i
g
h
t
 he 

kept 
o
p
e
n
 as a

 depot for stores 
Quzcks

仇
ler，

F
O
'U.Jl;か

g
す
た
ces，

a
n
d
 
India 

at 
B
a
n
t
a
m，

 Feb. 
23. 

a
n
d
 provisions. 

Bruce's 
A
n
n
a
l
s，

 vo
J. 

I. 
Pu:ceσ

oods: but h
e
ザ
eczjies

s
o
m
e
 artzeles 

M
o
s
t
 of 

the 
G
o
o
d
s
 w
h
i
c
h
 c

a
m
e
 in the 

努
Note

Coppindale w
!Zs

 not a
 resident Factor，

 as stated in 
tne Annals，

 but G
ゆ
tain

a
n
d
 Chiel Merchant 01 

the Hozeander，
 despatched from B

a
n
t
a
m
 to 

Firando. 
H
e
 arrived o

n
 4th Sept. 

and departed on 23th February following. 
B
e
l
o
w
，

 PP. 145
，

 145. 



p. 
180，

 citing 
Letter 

f
r
o
m
 
1¥1
r. 

C
o
p
p
i
n
-

w
h
i
c
h
 yie1d a

 profit. 
B
e
l
o
w，

 
P
P
.
 1
1
9，

 
120. 

.
 

H
o
z
e
a
n
d
e
r
 w
e
r
e
 sold i

 so
m
e
 
for 

m
o
n
e
y，

 

dale at 
F
i
r
a
n
d
o
 
to

“
the 

Court." 
O. 

C. 
2. 

H
e
 is 

not 
addressing 

the 
C
o
u
r
t，

 
a
n
d
 
the 

rest 
at 

time，
 whereof 

t
h
e
K
i
n
g
 • 

N
 o. 

223. 
bllt 

S
z
a
m
 Factory. 

See note in C
o
l
u
m
n
 I. 

of 
F
i
r
a
n
d
o
 
took 

to 
the 

a
m
o
u
n
t
 
of 

3000 

N
o
t
e
-
T
h
e
 Letter thus 

cited 
is 

not 
to 

3. 
C
o
p
p
i
n
d
a
l
e
 goes 

o
n
 to 

say: 
TaeJs at a

 year's credi
t. 

B
e
l
o
w，

 
P
P
.
 1
4
3，

 

tl1e 
C
o
u
r
t，

 bnt 
to 

the 
('O

lJψα
n
y
'
 s
 Ag
e
n
t
 

T
h
e
 expense 

of 
presents 

a
n
d
 
charges 

1
4
9，

 152. 

。
t
S
i
a
m
.
 

c011s11med 
the 

small 
profit m

a
d
e
 011 

S
o
m
e
 

1
n
 
agreement 

with 
the 

Sentiments 
of 

Fnrther，
 the 

paper 
thus selected to 

the 
articles. 

H
e
 therefore anticipated nothing 

C
o
p
p
i
n
d
a
l
e，

 
W
i
c
k
h
a
m
 expresses a

 decided 

exclusion of all 
the rest 

extand
，
 is 
written 

but 
10ss 

fro111 
the 

J
 ap
a
n
 
trade，

 cxcφ
o
p
i
n
i
o
n
，
 that except the 

E
n
g
1i
sh 

w
e
r
e
 al-

b
y
 
a
 Captain confining 

his 
views 

to 
the 

tradc w
a
s
 obtaincd with 

C
h
i
n
a，

 the 
r
a
w
 

l
o
w
e
d
 
to 

trade 
with 

the 
1¥1

o1uccas，-
o
r，

 

sales 
effected 

in 
three 

m
o
n
t
h
s
 
after 

his 
silk

ザ
τo
h
z'ch

zs 
a
l
w
a
y
s
 r

c
a
d
y
 
1Jlonc)' 

U
Z
 

o
p
e
n
e
d
 a

 trade with 
C
h
i
n
a，-

o
r，

 resorted 

arrival i
 an
d
 
h
e
 
staid 

in 
all 

six. 
C
o
m
-

J
a
tα

1Z.
“
Either，" 

h
e
 adds，“

v
V
e
 111USt 

to 
the 

system 
of 

1nformation 
fro111 

Col-

pare 
with 

V
o
l
u
m
e
 3. 

R
e
m
a
r
k
s
 011 

c
o
m
p
a
r
i
n
g
 it 

with 
the 

D
o
-

Iateral 
D
o
c
u
m
e
n
t
s
.
 

c
u
m
e
n
t
 cited. 

(Continued) 

(Continued) 
spoliation .and 

plunder 
pursued 

b
y
 
the 

procure a
 peaceable 

trade 
in 

C
h
i
n
a，

 or 
D

l1tch 
against 

the 
Chinese J

u
n
k
s，

 
the Ja-

else，
 as 

the 
Hollanders 

d
o，

 trade 
with 

p
a
n
 trade w

a
s
 not ¥Vorth continuing. 

B
e
-

the111 
per 

force." 
N
e
x
t
 to 

the profit ex
・

I
o
w，

P. 
151. 

pected 
f
r
o
m
 the 

C
h
i
n
a
 
trade，

 the 
C
o
m
・

m
e
r
c
e
 oefwcen S

i
a
m
 a
n
dノ

αt
a
n
is 

looked 

to，
 

as the chief 
source 

w
h
e
n
c
e
 charges 

of 

J
a
p
a
n
 are 

to 
b
e
 borne. 

F
l1rther 

as 
the 

C
o
m
p
a
n
y
 intend，

 if they d
o
 not join with 

記:.1~塁;i予告ヰ
E
生司令;起~結fffI~(îl

i~穏
何
時

11
吠



怪
戦
，
.
)
J
製
鼠

the 
D

l1tch，
 to 

w
a
t
c
h
 for 

a
n
 o
p
p
o
r
t
l1nity 

of settling at the 
.L1foluccas，

 itis conceJved 

they m
l1st 

contin
l1e

 the 
Factory in 

J
a
p
a
n
 

w
h
e
t
h
e
r
 
the 

trade 
w
e
r
e
 advantageous. 0

1' 

otherwise; 
as 

f
r
o
m
 
lzence 

.L1fen，
 Pr
o
v
Z" .. 

sz"cJ1zs，
 an
d
 all 

Rz
'nds

ザ
.L1f

u
n
z
i
u
m
m
i
g
h
t
 

b
e
 obtained cheaper than 

f
r
o
m
 
a
n
y
 
other 

place ，
 wh
i
c
h
 is 

the 
principal i

n
d
u
c
e
m
e
n
t
 

to 
the 

D
u
t
c
h
 
to 

continue 
a

 Factory in 

Japan. 
B
e
l
o
¥Y， 

P. 
1-1
6. 

1110 

J
 oh
n
 
B
r
u
c
e
 
w
a
s
 
the 

0
伍
cial

historiographe
1' 
to 

the 
East lndia 

C
o
m
p
a
n
y
 appointed 

before 
the 

present 
¥
York w

a
s
 entrusted 

to 
Peter 

Pratt ，
 wh
o
 h
o
w
e
v
e
r
 riever 

received 
the 

ofl品
cial

title 
of 

historiographer. 

i暁
同

um
国
産

E
ゃ
に
ト
2
十
.
t
J
叶
(
将
;R~lll

と
非
)
己
主
:
!
:
:
t
-
O
~
8
:
-
制
伊
;
起
6
'

1さ4
E
制
民
巴
*
u

三三土手t-O
~
 m...~阿国王

~E
智
~
思

国
飽

T←
4ぐ
回
十
.
t
J
社
(
帯

lR~111
叶
)
己
主
:
b
t
-
O
~fi号

制
伊
:
起
6
'

1芸4
E
脳
同
ロ

44L::お
:
b
t
-
O
臨
時
間
I
T
:
t
g
&E

君
主
主
尽

u

鋼
管
ド

Þ'Ì
\
え
-
t
<
併
的
成
!
斜
~
~

1
併

1
6
1
7
叶

(p.
1
8
8
-
1
8
9
)
 
6
'
選
誌
の

1民
約
活
保
6
'
~
ミ
V

千)
~
 t-O

o
 

1617. 
R
e
v
i
e
w
 

T
h
e
 following interesting 

s
u
r
v
e
y
o
f
 the 

E
l1glish 

出
tablishments

in 
the 

East..lndies 
w
a
s
 transmitted to 

of 
the 

trade 
a
n
d
 

settle~ 
the 

C
o
u
r
t
 
of 

C
o
m
m
i
t
t
e
e
s，

 in 
t
h
e
y
e
a
r
 1617，

 or 
at 

th
己
conclu~ion

of the J
 oint 

Stock p
f
 1613. 



ments of the 
Surat 

w
噌

the
ll1
0st 

c
o
m
m
o
d
i
o
u
s
 
station 

in 
all 

India，
 at 
w
h
i
c
h，

 though English 
goods 

w
e
r
e
 
not in 

E
 as
 t-India 

ç
o
m
~
a
n
y
 
T

 in 
great request，

 
all 

the eastern parts of 
1ndia 

could 
be 

supplied 
with 

cloths; 
but 

those 
articles 

could 
on!y 

the 
East-In-

qies). 
in 

1617. 
b
e
 procured b

y
 exchanges 

of 
C
h
i
n
a
 goods，

 spices，
 an
d
 m
o
n
e
y
.
 

A
t
 Surat. 

一
a抗
t
A
c
h
e
e
n
 

A
t
 tl白h

e
t
w
o
 factories 

0ぱf
ム
cheen 

a
 

吋
T
e
k王ωO∞

O匂，
o
n
 th 巴

1s討la
叫

of 
S
m凹llDa叫叫山tr工ra向，

large 
Q
u川

山al凶
ties 

of C
a似

叩
L江
山II油

a勾ya

a
n
d
 T
e
k王O∞
o.

a
n
d
 M
a
s
u
l
i
p
a
t
a
m
 goods 

m
i
g
h
t
 b

e
 disposed 

of，
 an
d，

 i11 
return，

 goId，
 carnphor，

 pe
p
p
e
r，

 an
d
 
benjarnin，

 

could 
b
e
 obtained. 

-
a
t
 Bantarn. 

B
a
n
t
a
m
 w

a
s
 the 

greatest 
place 

of 
trade 

i l1 
the 

lndiall 
Seas，

 wh
e
r
e
 C
a
m
b
a
y
a
 a
n
d
 l¥
Iasulipatam goods，

 
estirnated 

at 
fifty 

or sixty 
thousand rials，

 we
r
e
 annually 

i
m
p
o
r
t
e
d，

 an
d，

 in 
return，

 in 
g
o
o
d
 
years，

 one 

11llndred a
n
d

五
fty

thousand 
sacks，

 an
d
 in 

b
a
d
 years，

 sixty thausand sacks of p
e
p
p
e
r
 could b

e
 exported ;

-

the 
price 

of 
p
e
p
p
e
r ，

 ho
w
e
v
e
r，

 ha
d
 been 

raised 
treble，

 in 
the 

last 
f
e
w
 years，

 frorn 
the 

competitions 
in 

the 
m
a
r
k
e
t，

 be
t
w
c
e
n
 the 

English，
 Du
t
c
h，

 an
d
 Chinese. 

Jaccatra yielded 
arrack，

 rice，
 an
d
 fish，

 for 
shipping; 

but a
 settlem

巴nt
at 

that place w
o
u
l
d
 b
e
 di

伍
clllt，

frorn 
the 

exorbitant 
S
U
l11 

d
e
m
a
n
d
e
d
 b
y
 the 

K
i
n
g，

 for 
g
r
o
u
n
d
 011 

w
h
i
c
h
 to 

build 
a

 factory. 

J
a
m
b
e
e
 h

a
d
 been 

recently 
settled 

as 
a

 factory，
 at 
w
h
i
c
h
 there w

a
s
 a
n
 increasing d

e
m
a
n
d
 for 

C
all1

baya 

a
n
d
 
C
o
r
o ll1

andeJ 
cI
oths，

 an
d
，
 in 
return，

 it 
w
o
u
l
d
 afford 

about 
ten 

thousand 
sacks 

of 
pepper. 

A
t
 Potania，

 
about ten thousand rials 

of Surat 
a
n
d
 C

o
r
oll1

andel 
cloths 

ll1
ight 

b
e
 sold; 

bllt 
it 

furnished 

f
e
w
 articles 

of 
export，

 an
d
 trade 

w
a
s
 o

n
 the 

decline. 

C
H
A
P
.
 r. 

1616. 

一-atJaccatra. 

-
a
t
 J
a
m
b
e
e
 

-
a
t
 Potania 

A
t
 Sia ll1， 

if 
the 

country 
w
e
r
e
 in 

a
 s:ate 

of 
peace，

 Co
r
o
m
a
n
d
e
l
 
cloth 

l11ight 
b
e
 sold 

to the <lll1
011nt of 

-
a
t
 Siam. 

forty 
or fifty 

thousand 
rials 

per 
a
n
n
u
m
;
 in 

retllrn ，
 it 
w
o
u
l
d
 yield 

goId，
 silver，

 an
d
 deer 

skins，
 for 

the 

J
a
p
a
n
 rnarket. 

A
t
 J
a
p
a
n，

 English cloth，
 lead，

 deer 
skins，

 silks，
 an
d
 other 

g
o
o
d
s，

 wOllld 
find 

a
 considerable 

rnarket，
 

-
a
t
 Japan. 

a
l1d

 il1 
return，. 

it 
w
o
u
l
d
 furnish 

silver，
 copper，

 an
d
 
iron; 

bnt 
the 

English 
cargoes 

hitherto 
sent 

to 
this 

place 
h
a
d
 b
e
e
n
 
ill 

assorted，
 an
d
 
the 

trade 
w
a
s
 011 

the 
decline. 

(Bruce
若

Annals
V
o
l. 
pp. 

188-189) 

記
2~塁

;
器
保
E

蛍令コ;醤..IJ~まmI..IJ
Q
，
討
穏
何
時

1 
1 
1 
1 



器
戦
，
.
.
I
J
製
億

Extract 
f
r
o
m
 
Bruce's 

Annals. 

1G17. 
T
h
e
 following 

interesting 
s
u
r
v
e
y

ザ
tlz

t:
Ellglulz 

es-

tabHs
Jzm

e
n
t
s
 
z"n

 tlze 
E
a
s
t
 Ind/es 

w
a
s
 
transmitted 

to 
the 

C
o
n
r
t
 

of 
C
o
m
m
i
t
t
e
e
s，

 in 
tJze

 )'ear 
1
6
1
7，

 or at 
tJze

 co
;zc!u

s;"o
n
ザ

tJze

I
o
/llt 

Stock o
f
 1613. 

...At 
J
a
p
a
n，

 English 
cloth，

 lead，
 deerskins，

 silk 
a
n
d
 other 

goods 
w
o
u
l
d
 find 

a
 considerable 

m
a
r
k
e
t ，

 an
d
 in 

return 
it 

w
o
n
l
d
 

fnrnish 
silver，

 copper，
 an
d
 iron 

j
 but 

the 
English 

cargoes hither-

to 
sent 

to 
this 

place 
h
a
d
 b

巴en
ill 

assorted
，

 an
d
 the trade w

a
s
 o
n
 

the dec 1i
ne. 

Brnce's A
n
n
a
l
s，

 Vo
l. 
1. 

P
P
.
 188

，
 189，

 citing 
B
a
n
t
a
m
 

to 
the 

Court，
 1617-18 Jan. 

19. 
O.c. 

N
o
.
 
29G. 

1 
1 
1 1 
1 

R
e
m
a
r
k
s
.
 

Tlz
必

α
lternatzve

extress
仰

f
o
r
tlze 

T
lIn

e，
 

is 
a
n
 expletive pro-

position 
w
h
i
c
h
 
embarrasses 

the 
meaning. 

1n 
plain 

terms ，
 the 

Letter o
f
 B
a
n
t
a
m
 to 

tlze 
C
o
u
r
t，

 da
f
e
d
 1
6
1
7
-
1
8
 J

a
J
l
.
 
19
，
 co
m
-

t
r
z"ses

α
μ

rt
z"cu

l
a
r
 
7.lzew

ザ
tJze

C
O

l
Jφ

an)" s
 Fa
c
t
o
rzt:

s. 

T
h
e
 original specifes ，

 
a
m
o
n
g
 the imports，“

S
:zt
a
n
-
w
o
o
d
:
"
 a
n
d
 

a
m
o
n
g
 the 

exports，
 

the 
articles 

of “
Vzctualluzg." 

W
h
e
t
h
e
r
 the 

spirit 
of 

the 
passage 

is 
given

，
 ma
y
 b
e
 seell 

b
y
 c
o
m
p
a
r
i
n
g
 it 

with 

a
 fllller 

citation 
of 

it. 
A
b
o
v
e
，

 P. 
nl
t. 

N
u
m
e
r
o
n
s
 Docllments for this year，

 
of mllch higher importance，

 
are 

overlooked 
in 

the 
A
n
n
a
l
s，

 Abstracted above，
 PP
.
 234-271. 

A
m
o
昭

the
events 

preserved，
 are: 

T
h
e
 slz

z"t
 A
d
v
z
c
e
α
rrlz'es 

f
r
o
m
 B

a
n
t
a
m
 j

 a
n
d
 
A
g
e
n
t
 
Cocks 

goes 
2φ

to 
tlze 

E
m
p
e
r
o
r
'
s
 

C
o
u
r
t ，

 to 
so
l1'd

t
 a

 r
e
n
e
w
a
l
ザ

tlze
j
る
r
m
e
r
pr/'

lIl7eges. 

i藤
仁
~

国
産
g
ゃ
に
同
十
キ
司
社
ト
鑓
!
a
8' t<<

怪
~
慾

liâ~

国
産

E
ゃ
に
同
十
拭
叶
!
.
2
:
嬰
担
杓
~
~
 t<<
程
怠
窓
~

[Ja ~~ (
T
h
e
 U
n
i
o
n
 of t

h
e
 
E
n
g
l
i
s
h
 
a
n
d
 D

u
t
c
h
 C

o
m
p
a
n
i
e
s
“
T
r
e
a
t
y
 
o
f
 

D
e
f
e
n
c
e
 b

e
t
w
e
e
n
 t
h
e
 E
n
g
l
i
s
h
 a

n
d
 t
h
e
 D
u
t
c
h
 つ
e
悌
~
'
~
~
ü
J
持
制
照
射
遅
騒

2.F者
怪
隆
盛
6
'
~
ß
"
色
討
を
:
n
;
起
6
'
~
寝
耳
ド

ベ
J
~
撃
~
t
!
壬
'
民
主
主
側
認
証
言
担
霊
長
鋭
意
E
起
き
手
務
課
程
巴
時
制
躍
起
-
H
-
!
.
2
.
.
.
.
o
e
$
7

完!
"ç
い
~
二

~
O

ペ
J
兵
!
l
4遣
い

h
え
ー

κ
出
現
字
引

II
~i者

i
銅
銭

1
~昨

1619-22
粋
!
l
柏
ム
ド
~
心
。

択
も
や
‘

h
え
-
r
<
6
'
f咲
居
住
自
宅
m;起

叶
去
三

lR2
時

1
~
:
時
国
血
←
に
回
+
吠
叶
-
1
1
十
時
e
活
'
g
~
.
 C
h
a
p
.
 1. 

1
6
1
9
-
2
0
 6' 



話
U

C
o
u
n
c
i
l
 
o
f
 
D
e
f
e
n
c
e，

 th
c
 
treaty 

o
f
 
1619

己
認
ド
抑
ニ
ド
~

l'Q 
(
B
r
u
c
e，

 An
n
a
l
s
.
 
V

ol. 
1. 

p.p. 
2
1
2
-
2
1
5
)
0
 

rV 
8' 

1
(
"
¥
 

品
目
*
!
.
.
よ
お
ド
ヤ
e
同
時
取

ì~
l'Q

o
 

C
H
A
P
.
 I. 

1619
ー
20.

T
h
e
 factors 

in 
J
a
p
a
n，

 at 
this 

crisis，
 after 

receiving 
information 

of 
the 

capture 
of 

t
w
o
 
of 

the 
C
o
m
-

pany's 
ships，

 an
d
 
of 

the 
distressed 

situation 
of 

the 
E
n
gIi

sh 
settlements 

in 
the 

M
o
l
u
c
c
a
s，

 purchased a
 

j
u
n
k
 at N

a
g
a
s
a
k
i ，

 
a
n
d
 dispatched h

e
r
 with 

provisions，
 for 

their 
relief; 

these 
factors，

 notwithstanding 
all 

their 
hardships ，

 in 
this 

m
a
n
n
e
r
 e
n
d
e
a
v
o
u
r
e
d
 
to 

k
e
e
p
 a

 hold 
o
n
 the J

a
p
a
n
 trade，

 an
d
 requested 

a
 sup-

ply 
of 

s
a
p
a
n
-
w
o
o
d ，

 deer 
skins，

 broad-
cI
oths，

 an
d
 lead，

 wh
i
c
h
 w
o
u
l
d
 sell 

w
elI 

in 
the 

J
a
p
a
n
 market. 

M
 r. 

C
o
c
k
s ，

 on
e
 
of 

the 
factors，

 ha
d
 b
e
e
n
 at M

e
a
c
o，

 
to soIicit 

the E
m
p
e
r
o
r
'
s
 protection; 

but，
 

even here，
 

w
a
s
 o
p
p
o
s
e
d
 b

y
 a

 D
u
t
c
h
 agen

t. 
A
s
 n
o
 ships 

f
r
o
m
 E

n
g
l
a
n
d
 h
a
d
 arrived，

 for 
three years，

 the 
English 

factors w
e
r
e
 distressed b

y
 the D

u
t
c
h
 captures 

of 
the jnnks ;

-
t
h
e
 
D
u
t
c
h ，

 at 
this 

time，
 ha
d
 b
e
e
n
 defeated 

b
y
 the 

S
p
a
n
i
s
h
 
fleet 

f
r
o
m
 
the 

M
a
n
i
lI
as ，

 an
d
 therefore 

turned 
their 

depredations 
0
1
1
 
the Chinese junks ;

 

-
t
h
i
s
 event checked the indirect trade with C

h
i
n
a ，

 wh
i
c
h
 
the 

fαctors 
h
a
d
 b
e
e
n
 
endeavouring to 

support，
 

¥¥'110，
 therefore，

 represented，
 that 

unless 
the 

C
o
m
p
a
n
y
 conld o

p
e
n
 a

 direct trade with the C
h
i
n
e
s
e
 e
m
p
i
r
e，

 

or establish a
 settlement 

in 
tl
児

島
foluccas，

the J
a
p
a
n
 trade 

ollght 
to 

b
e
 a
b
a
n
d
o
n
e
d，

 becallse 
it 

w
a
s
 only 

with a
 v
i
e
w
 
to 

the 
C
h
i
n
a
 a

n
d
 M

o
l
u
c
c
a
 
trade ，

 that 
the 

J
a
p
a
n
 trade 

w
a
s
 w
o
r
t
h
 keeeping，

 
as it 

furnishcd 

provision 
of 

all 
kinds 

for 
the 

C
o
m
p
a
n
y
'
s
 S
h
i
p
p
i
n
g
 a

n
d
 
factories; 

u
n
d
e
r
 these 

circumstances ，
 they 

h
a
d
 

resolvcd 
to 

r
e
m
o
v
e
 
f
r
o
m
 
F
i
r
a
n
d
o
 
to 

Nagasaki; 
as 

this 
last 

port 
h
a
d
 a
n
 exce

lI
ent 

h
a
r
b
o
u
r，

 favorably 

situated 
for 

trading ，
 either 

to 
C
h
i
n
a，

 or 
to 

the 
Spice 

Islands.
く
1)

(1)-Letters f
r
o
m
 the Factors at Nagasaki a

n
d
 Firando，

 in 
]
a
p
a
n，

 to 
the Court，

 10th 
M
a
r
c
h
 1619-20. 

(Nos. 
521，

 
522

，
 523) 

記
Z~i器

使
e
~
誌
や
;
語
，
AJtまæ;..IJ0

，
何
?
ヨ
ロ
時

1 1 
1 
1 1 
1 



毘
若
者
.
.
>
J
鑓
憶

111m 

fKL」
時
密
室
ミ
慰
霊
笥

!l
お
い
'
ぱ
程
翁
提
言
国
ベ
J
8

ê;l霊法:J::i(ミき己認ド付
8
~
7
ヰ
'
キ
ミ
~
心
。

T
h
e
 Council 

of 
Defence 

e
m
p
l
o
y
 
the 

c
o
r
n
b
i
n
e
d
 

English 
a
n
d
 

D
u
t
c
h

負
eet

to m
a
k
e
 cap. 

tures 
of 

the 
P
o
r
t
u
g
u
e
s
e
 

a
n
d
 Spanish 

ships at M
a
.
 

nilla
，
 
against 

the 
opinion 

of 
the 

Eng. 
lish 

Factors. 

T
h
e
 efforts 

of 
the 

C
o
m
p
a
ny'

s
 servants 

at 
Jaccatra，

 to 
continue 

the 
trade 

to 
the 

Spice 
Islands，

 an
d
 

，
 

to 
J
a
p
a
n，

 we
r
e
 in 

the 
s
a
m
e
 m

a
n
n
e
r，

 obstructed 
b
y
 the 

D
u
t
c
h，

 
w
h
o
 e
m
p
l
o
y
e
d
 every expedient to 

exclude 

the 
English ，

 not 
only 

f
r
o
m
 
a
n
y
 participation 

in 
trade，

 but 
r
r
o
m
 
the 

islands 
or 

coasts 
in 

the 
Southern 

Seas :
-
t
h
e
 
English 

agents ，
 therefore，

 reported 
that 

if 
the 

English a
n
d
 D

u
t
c
h
 fleets，

 un
d
e
r
 the 

Treaty 

of 
D
e
f
e
n
c
e，

 ha
d
 acted 

for 
the 

C
o
m
m
o
n
 interest，

 there 
couJd h

a
v
e
 b
c
e
n
 
n
o
 d
o
u
b
t
 but 

they 
m
i
g
h
t
 h
a
v
e
 

got 
posscssion 

of 
M
a
c
a
o ，

 an
d
 
ruined 

the 
S
p
a
n
i
s
h
 
a
n
d
 
Portuguese trade 

to 
C
h
i
n
a，

 the 
Manillas，

 an
d
 

M
a
l
a
c
c
a
;
 this 

fl
巴et，

l王o
w
e
v
e
r，

instead 
of 

acting 
u
p
 to 

thc 
treaty，

 ha
d
 p
r
o
c
e
e
d
e
d
 
against 

M
a
n
i
l
l
a，

 wh
e
r
e
 

they 
h
a
d
 acquired 

a
 considerable 

share 
of 

plunder，
 but 

the 
English 

ships 
h
a
d，

 fr
o
m
 
the 

overbearing 

conduct 
of 

t11e 
D
u
t
c
h，

 be
e
n
 
o
b
Jig

e
d
 to 

separate，
 an
d
 to 

allow 
the 

D
u
t
c
h
 to 

retain 
almost the w

h
o
l
e
 of 

the prizes ，
 

having 
onJy 

received 
such a

 proportion 
as 

w
o
u
l
d
 scarcely 

cover 
the 

expences 
of 

e
q
u
i
p
m
e
n
t
:
 

ー
ー
the

President 
a
n
d
 
CounciJ，

 therefore，
 re
c
o
m
m
e
n
d
e
d
 that 

the 
f1
eets 

of 
the 

t
w
o
 nations，

 in 
a
n
y
 future 

expedition ，
 should act 

separately，
 an
d
 
each 

b
e
 
authorized 

to 
derive 

such 
b
e
n
e
f1
ts 

f
r
o
m
 
conquests，

 or 

captures ，
 or 

f
r
o
m
 thc 

establishment 
of 

seats 
of 

trade，
 as 
they 

m
i
g
h
t
 acqllire 

b
y
 their o

w
n
 efforts :ー

the

factories at J
a
p
a
n
 a
n
d
 S
i
a
m
 h
a
d
 b
e
c
o
m
e
 5

0
 expensive u

n
d
 unprofitable，

 that 
it 

w
a
s
 intended 

to 
withdr

引
V

b
o
t
h
;
 
b
u
t
 
M
r
.
 
T
o
w
e
r
s
o
n，

 on
e
 of 

their 
n
u
m
b
e
r，

 ha
d
 b
e
e
n
 sent 

to 
A
m
b
o
y
n
a，

 to 
endcavour 

to 
preservc 

the 
English 

factories 
o
n
 that 

island.
く1)

(
l
)
-
L
etters 

from 
the 

President a
n
d
 C
o
u
n
c
i1 
at 

Batavia to 
the 

Court
，

 10th 
D

己c
e
m
b
e
r

(1621. 
22 

Nos. 
688

，
 639.)

ー

M
S
S
.
 in 

the lndian Register Office，
 

m
a
r
k
e
d
 F. 

1，
 unb
o
u
n
d，

 page 109-Letter f
r
o
m
 the Factors 

at 
Firando，

 
in 

]
a
p
a
n
，

 to 
the Court

，
 20th S

e
p
t
e
m
b
e
r
 162

1. 
(No. 

669) 

C
H
A
P
.
1. 

1621-22. 
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All 
the 

ar口ra叩n
g詐e

m
巴
叩nt匂

5
a叫
t
J
a叫
ccωat仕ra九，

a
n
d
 
all 

the 
transactions 

at 

F 日r弓irando，
ノ斤るν

r
1.抗ん
e

c
 

conccrt 
w
i抗th

th記e
D
u
t“ch. 

B
c
l
o
w，

 PP
.
 
3
7
9
?
 385. 

A
g
e
n
t
 
C
o
c
k
s
 
mcrely expresses 

a
 stecula

tz'v
e
 o

t
i
n
u
m，

 that 
the 

Fleet 
of 

D
e
f
e
n
c
e
 
m
i
g
h
t
 
take 

a
n
d
 
sack 

A
m
a
c
a
u
.
 

I
n
 
the 

first 

voyage against l¥I
a
n
ilI
a，

 the English 
C
o
m
m
a
n
d
e
r
 w
a
s
 A
d
m
i
r
a
l
 of 

the Joint 
FJect. 

B
e
J
o
w
，

 PP
.
 3

5
7，

 3u2. 

O
n
 p
r
o
c1
aiming 

the Treaty at J
 accatr

刊
1.lze

E
n
g
N
s1z

α
llll D

u
1.c1z 

Presiden
α
es 

1.み
ere，

in
α

J
o
i
n
1. 

C
o
Ztlldl，

 ordel
引
l

1.ん
lS

F
l
e
e
t
 
to 

t
r
o
c
e
e
d
 agmlzst 

lI:fa
m
'lla. 

A
b
o
v
e，

 PP
.
 3

3
0
-
3
，12. 

T
h
e
α

1ll0
u
n
t
 o

f
 c
a
t
t
u
r
t:s

 off Manilla a
n
d
 C
h
i
n
a
f
e
l
l
 f
a
r
 b
e
l
o
w
 

tlte e α
Z勾pect向αf的

Z必
仰ons

t:?ザf
1.抗ん
e
1.
z仰.Vωy刀o

A
lルlzμ

b

0
 

Japμ仰
泊
山an

c∞o
n凶
su町
re白s

t白h
e
capa叫city

0ぱ
f
t
え7ze

lI:fa
r打
f巾〉μzer何s

t:?りザf句
0ω
ot成ん

仰
f的
Z必ωons叫，

τ'lV
ゑ加

仇
t白er

，
陀，乍Cφfμ

e
d
α

 3μα
rt 

t:?ザf
1.幼Jん'ze

boωot伊y
b匂
ej舟ore♂

 z必苦
Cωmμ

tld 
be 

brouglz
1. 

1.0
 

α
ccount. 

T
h
e
 P
r
z
z
e
 
G
o
o
d
s
 e
n
1.e
r
e
d
 in

α
Jozizt 

I
n
v
e
n
1.oペ

;V，
w
e
r
e
 

b
r
m
ψ
t
 to 

F
i
r
a
n
d
o，

 an
d
 equally 

d;か
え
た
d

be
1.w
e
e
n
 
the 

t
w
o
 fac-

1.ories. 
B
e
l
o
w，

 PP
.
 

"¥Vith 
t
w
o
 
exceptions ，

 na
m
e
l
y
:
ー

the
a
s
s
e
r
t
u
m
 
a
b
o
v
e
 
that 

the 

111
同



極
端
，
.
I
J
盟
思

1111
く

E
n
g
lz'sh slzits 

h
α
d

 been 
obliged to 

setarate，
 ¥vhich 

z"s 
z'nrorrect ;

 

a
n
d
 
the 

w
o
r
d
 “

therefore." 
u
，lZl改

assな
11S

a
 false

正allse:
this 

representation corresponds with 
the 

tenor 
of 

the 
letter 

f
r
o
m
 B

a
-

tavia. 
Abstracted b

e
l
o
w，

 
Nevertheless，

 in 
the 

next year，
 the English Presidency，

 re7llt
:7fJ

・

U
l
g
 a

 subse
タ
uent

course
ザ

c
o
m
bl"n

e
d
o
t
e
r
a
t
u
m
s，

 
a
c
k
n
o
w
l
e
d
g
e
 that 

in 
tlze 

S
e
c
o
n
d
 
Vo)!age 

t1z
ere 

'
Was 

better 
concord 

bet
'
Ween 

oltr 

teotle a
n
d
 tlze 

Dlttcん
t1z

σ
n

they 
1z
a
d
 anticipated. 

B
e
l
o
w，

 PP
.
 

412. 

M
e
a
n
w
h
i
l
e
 the 

separation 
f
r
o
m
 
the Dlltch w

h
i
c
h
 they h

a
d
 con-

t
e
m
t
l
a
t
e
d
 in 

1
6
2
1
 they carry into effect 

in 
1
6
2
2，

 an
d
 the 

M
a
n
i
l!
a
 

Fleet of D
e
f
e
n
c
e
 is 

dissolved b
y
 m
u
t
u
a
l
 consent in a

 J
 oint 

COllnci
l. 

B
e
l
o
w ，

 P. 
4.06. 

English 
(in) 

Batavia contell
ヂ
late

withdrawi
昭

the
Factory in 

J
a
p
a
n
 for 

the 
causes 

assigned. 
B
e
l
o
w ，

 P. 
3
G
3
.
 

T
h
e
 third P

a
p
e
r
 cited 

h
a
s
 llot1z

i
n
g
 to 

do
τvith

ノ
σr
t
a
n
:
it 

is 
a

 

trea
ケ

bet
τveen

t1z
e

 En
g
l
i
s
h
 a
n
d
 D
u
t
c
h
 P
r
e
s
7
dmcies at T

σ
ccatr

α，
 

f
o
r
 r
e
g
u
l
a
t
i
n
g
 a

 jOzilt 
trade at 

Pulicat. 

A
m
o
n
g
 the 

important 
subjects 

omitted 
under 

this 
year，

 are: 

Tlze 
otera

的
J
Z
S
ザ

the
α

m
b
i
Jle

d
jJfallilla 

Fleet，
 an
d
 o
u
r
 rela-

t
z
o
m
 
'
Witlz 

the E
m
t
e
r
o
r
ザ

J
a
t
a
n
a
n
d
 the I

u
i
z
g
ザ

Firando.

(
H
istory of Japan B

y
 Peter Pratt 1822 Edited b

y
 M
.
 Paske Smith V

ol. 
1. 

p.p. 
376-379) 

!
手
正
時
短
担
6
'
m
~
峠
g

Lif誌
ド
h
え
-
t
<
!
2
保
6
'
~
時
、
~

t{l
o

 



C
H
A
P
.
 I. 

1623-24. 
T
h
e
 Factory 

at 
]apan 

withdrawn. 

T
h
c
 Prcsidellt 

a
n
d
 Council

，
 at 

the 
s
a
m
e
 timc，

 intimated，
 that 

they 
h
a
d
 w
i
t
h
d
r
a
w
n
 thc 

factory，
 frO

Il1 

J
a
p
a
n
，
 the servants 

at 
w
h
i
c
h
 h

a
d
 arrived 

at 
Batavia，

 having left 
a

 p
o
w
e
r
 with 

the 
D
u
t
c
h
 chief 

at 
Fi-

rando，
 to 

recover 
debts 

due 
to 

the 
English

，
 am
o
u
n
t
i
n
g
 
to 

12
，8
2
1
 
tales.-The 

factories 
at 

S
i
a
m
 a

n
d
 

Potania
，
 we
r
e
 also 

withdrawn. 

O
o
h
n
 Bruce

，
 Annals of 

the 
Honorable East.lndia C

o
m
p
a
n
y
 Chapter I. 

1623-24 p. 
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C
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I
N
 1660-1

，
 T
O

 T
H
E
 R
E
V
O
L
U
T
I
O
N，

 1688-g. 

1G61-62. 

H
a
v
i
n
g
 
traced 

the 
political 

relations 
betweell 

E
n
g
l
a
n
d
 
a
n
d
 
thc 

maritime 
states 

of 
E
n
r
o
p
e，

 as 
prc

・

liminary 
snhjects，

 requirccl 
to 

cxplai
l1 

the 
transactions 

of 
the 

Lonclon 
East-India 

C
o
m
p
a
n
y，

 after 
they 

h
a
d
 
their 

Charter a
n
d
 exc1

usive 
privileges 

r
e
n
e
w
e
d
 b
y
 K

i
n
g
 C

h
arI

es 
rr
，

 an
d
 having prospectively 

fol-

l
o
w
e
d
 u
p
 those relations ，

 during 
this，

 an
d
 the 

sllbsequent 
reign，

 that 
reference 

m
i
g
h
t
 b
e
 m

a
d
e
 to 

t
h
e
m，

 

in 
explaining 

the 
annual 

proccedings 
of 

the 
C
o
m
p
a
n
y，

 dnring the 
sccolld 

periocl of thcir progrcss ;
日
l
1d

having ，
 

also，
 

with 
the 

s
a
m
e
 object，

 traced 
the 

political 
a
l1d

 c
o
m
m
e
r
c
i
a
l
 
relatio

l1s
 of 

the 
principal 

king-

d
o
m
s
 a
n
d
 stat

巴s
in 

the 
East-Indies 

with w
h
i
c
h
 
the 

L
o
n
d
o
n
 
C
o
m
p
a
n
y
 
w
e
r
e
 
to 

H
a
v
e
 
connexion

，
 not 

only dnring this 
period ，

 
but dnring the 

Jong 
reigll 

of 
A
u
n
m
g
z
e
l
】e，

w
h
i
c
h
 cOlltinued 

nearly 
to 

the 
U
n
i
o
n
 

of 
the 

L
o
n
d
o
n
 ancl 

English 
East-India 

C
o
m
p
a
n
i
e
s ，

 w
e
 are 

prepared 
to 

r
e
s
u
m
e
 
the 

A
n
n
a
l
s
 
of 

the 

C
H
A
P
.
I
I
 

1661-52. 
B
o
m
b
a
y
 ced-

ed b
y
 Portu

・

gal 
to 

Eng-
land

，
 by
 the 

Treaty 
of 

Marriage be-
t
w
e
e
n
 
Char-

les 
1 1. 

a
n
d
 

the 
1nfanta 

of 
Portuga

l. 



L
o
n
d
o
n
 East-India 

C
o
m
p
a
n
y，

 
a
n
d
 to connect 

their 
proceedings 

with those 
of 

the 
g
o
v
e
r
n
m
e
n
t，

 on
 w
h
i
c
h
 

they 
w
e
r
e
 dependent 

in 
E
u
r
o
p
e，

 an
d
 with 

those 
of 

the 
p
o
w
e
r
s，

 at 
w
h
o
s
e
 
ports 

a
n
d
 
s
o
m
i
n
i
o
n
s
 
they 

w
e
r
e
 to 

revive 
a
n
d
 carry 

o
n
 the 

direct 
trade 

b
e
t
w
e
e
n
 
E
n
g
l
a
n
d
 a

n
d
 the 

East-Indies. 

T
h
e
 Charter 

of 
K
i
n
g
 Charles 

II. 
to 

the 
L
o
n
d
o
n
 East-India 

C
o
m
p
a
n
y
 h

a
d
 
scarcely 

b
e
e
n
 
recorded 

w
h
e
n
 thcir 

affairs 
a
s
s
u
m
e
d
 a

 n
 w
 aspect，

 by
 the 

event 
of 

the 
Island 

of 
B
o
m
b
a
y，

 (within their limits，) 

having b
e
e
n
 ceded b

y
 the 

C
r
o
w
n
 of 

Portugal 
to 

the 
K
i
n
g，

 as 
part 

of 
the 

d
o
w
r
y
 of 

the 
Infanta 

Cathc-

rine，
 wh
o
m
 the 

K
i
n
g
 married，

 in 
J
u
n
e
 
1661，

 tw
o
 m
o
n
t
h
s
 aftcr h

己
h
a
d
granted to the L

o
n
d
o
n
 East-India 

C
o
m
p
a
n
y
 the 

renewal 
of 

their 
Charter. 

This 
acquisition 

of 
the 

K
i
n
g ，

 wa
s
 
held 

to 
b
e
 
a
n
 
extension 

of 
the 

d
o
m
i
n
i
o
n
s
 
of 

his 
C
r
o
w
n，

 wh
i
c
h
 

w
o
:
J
d
 afford 

to 
the 

English a
 port ，

 at 
w
h
i
c
h
 their 

trade 
couJd 

be in 
security，

 an
d
 
m
o
r
e
 
immcdiateJy 

u
n
d
、r

thc 
royal 

protection:
ー

this
w
a
s
 v
i
e
w
e
d
 with jealousy 

b
j
 the 

States 
General

，
 as ca

¥c
ulated to 

con-

nect，
 mo
r
e
 strictly，

 the 
L
o
n
d
o
n
 East-India 

C
o
m
p
a
n
y
 with 

the 
C
r
o
w
n，

 an
d
 
to 

revive 
the 

rivalship 
of 

the 
t
w
o
 E

u
r
o
p
e
a
n
 
p
o
w
e
r
s
 in 

the 
E

品st
・Indies，

b
y
 assimilating 

the 
C
o
m
p
a
n
y
'
s
 intcrests with those of the 

State ，
 in 
the 

s
a
m
e
 m
a
n
n
e
r
 as 

the 
D
u
t
c
h
 
Comp:lllies 

h
a
d
 b
e
e
n
 
with the 

States 
General，

 an
d
 
therefore 

to 
render 

the 
rivalship 

of 
the 

t
w
o

・nations
in 

the 
East-Indies，

 mo
r
e
 immediately connected 

with 
the 

relations 
¥vhich 

subsisted 
b
e
t
w
e
e
n
 
t
h
e
m
，
 in 

E
u
r
o
p
e
.
 

B
y
 the 

eleventh 
article 

of 
the Treaty of M

a
r
r
i
a
g
e
 b
e
t
w
e
e
n
 K
i
n
g
 Charles II. 

a
n
d
 the Infanta Catherine 

of Portugal ，
 dated n

d
 Jllne 

1661
，
 the C

r
o
w
n
 of 

Portugal 
ceded a

n
d
 granted 

to 
the 

C
r
o
w
n
 of 

E
n
g
l
a
n
d，

 

the 
Island 

a
n
d
 H

a
r
b
o
u
r
 of 

B
o
m
b
a
y，

 in 
fu
l¥ 

sovereignty; 
a
n
d
 it 

w
a
s
 understood，

 that 
this 

grant w
o
u
l
d
 

enable 
the 

t
w
o
 
C
r
o
w
n
s
 to 

maintain 
their 

respecthe d
o
m
i
n
i
o
n
s
 
in 

the 
East-Indies ，

 against 
a
n
y
 
fllture 

ag-gressions 
a
n
d
 encroachments 

o
n
 
their 

subjccts 
a
n
d
 
trade，

 by
 the 

D
u
t
c
h
 
C
o
m
p
a
n
y
.
 

B
y
 the 

Secred 
Article 

of 
this 

treaty，
 the 

K
i
n
g
 of 

E
n
g
J
a
n
d
 obligcd 

h
i
m
s
e
If 

to 
guaranty 

to 
the K

i
n
g
 

悶
4塁
都
民
E

鎖キコ;言..IJ~まill:..IJÐ
，W
ヨ
3耳
鳴

111
兵

C
H
A
P
.
 II. 

1661-62. 
T
e
r
m
s

司of
the 

treaty 
with 

Portugal
，

 re-
lative 

to 
the 

cession 
of 

B
o
m
b
a
y
.
 



糧
事
者
，
.
l
J
塑
鼠

m
o
 

C
H
A
P
.
 II. 

1661-52. 
T
h
e
 Earl 

of 
M
a
r
l
b
o
r
o
u
g
h
 

a
n
d
 Sir 

A
b
-

r
a
h
a
m
 Ship-

m
ョn

sent b
y
 

the 
K
i
n
g
，
 

with 
a
n
 
ar-

m
a
m
e
n
t
 

to 
take 

posses-
sion of B

o
m
-

bay. 

of Portugal
，

 the possessions of that 
C
r
o
w
n，

 in the East-Indies; 
a
n
d
 to m

e
d
i
a
t
e
 a

 peace b
己t
w
e
e
n

Portugal 

a
n
d
 the 

States 
General

，
 wit
h
 th

巴
object，

that the respective possessions of the t
w
o
 nations，

 
in that q

u
a
r
k
r，

 

m
i
g
h
t
 b
e
 ascertained; 

a
n
d
 then eXplained，

 
that should the 

States 
General 

retuse 
to 

accept 
of 

such 
m
e
d
i
-

ation
，

 the 
K
i
n
g
 wOllld 

e
m
p
l
o
y
 his 

forces 
a
n
d
 fleets，

 to 
c
o
m
t
e
l
 
the 

States 
to 

accede to these conditions，
 

a
n
d
 to 

obtain 
restitution 

to 
the 

C
r
o
w
n
 of 

Portugal，
 of 
sllch 

P
o
r
t
u
g
u
e
s
e
 
settlements 

in 
the 

East-Indies，
 

as 
the 

D
u
t
c
h
 m
i
g
h
t，

 subsequent 
to 

this 
treaty，

 be
c
o
m
e
 possessed 

o
f.(l) 

(1)ー
Original

Ratification 
b
y
 the K

i
n
g
 of 

Portugal
，

 of 
the Treaty of Peace a

n
d
 C
o
m
m
e
r
c
e
，

 between E
n
g
l
a
n
d
 a
n
d
 

Portugal
，

 
a
n
d
 of Marriage，

 
between Charles II. 

a
n
d
 the 

Infanta Catherine of Portugal
，
 concluded at 

W
h
L
e
・

hall
，

 
23d June 1661

，
 with the Secret Article，

 dated the 
s
a
m
e
 d
a
y，

 (Preserved in 
the State P

a
p
e
r
 Office). 

O
n
 the 

basis 
of 

this 
treaty ，

 an
d
 to 

render 
B
o
m
b
a
y
 a
n
 i

m
m
e
d
i
a
t
e
 d

e
p
e
n
d
e
n
c
y
 o

n
 the 

C
r
o
w
n
 of E

n
g
-

land ，
 the 

K
i
n
g，

 in 
:M
arch 

1661-ti2
，
 dispatched 

a
 fleet 

of 
fivc 

m
e
n
 of 

w
a
r，

 un
d
e
r
 the 

c
o
m
m
a
n
d
 of 

the 

E
a
r
l
 of l¥Ia

r
l
b
o
r
o
u
g
h，

 
a
n
d
 e
m
b
a
r
k
e
d
 o
n
 t
h
e
m

五
ve

h
u
n
d
r
e
d
 
troops，

 un
d
e
r
 the 

c
o
m
m
a
n
d
 of 

Sir 
A
b
r
a
h
a
m
 

S
h
i
p
m
a
n ，

 wh
o
 w
a
s
 a
p
p
o
i
n
t
e
d
 
to 

b
e
 G
e
n
e
r
a
l
 o

n
 shore;

ー
o
n

b
o
a
r
d
 this 

fleet 
also 

p
r
o
c
e
e
d
e
d
 a

 V
i
c
e
r
o
y
 

of 
the 

K
i
n
g
 of 

Portugal
，

 authorised 
to. deliver 

the 
c
e
d
e
d
 
island，

 an
d
 its 

dependencies，
 to 

the 
K
i
n
g
 of 

E
n
g
l
a
n
d
.
 

Sir 
A
b
r
a
h
a
m
 S
h
i
p
m
a
n
'
s
 
particular 

instructions 
w
e
r
e ，

 to 
take 

u
n
d
c
r
 
his 

c
o
m
m
a
n
d
 thc forces raised in 

E
n
g
l
a
n
d，

 
for the King's service in 

the 
East-Indies，

 an
d，

 on
 his 

arrival 
at 

B
o
m
b
a
y，

 to 
receive 

possession 

of 
the 

is
1a
n
d
 a
n
d
 its 

dcpendencies ，
 fr
o
m
 
the 

Portllguese 
G
o
v
e
r
n
o
r，

 wi
t
h
 
the 

v
i
e
w
 of

“
gaining a

"
 free 

a
n
d
 better 

trade 
in 

the 
East-Indies，

 an
d
 to 

enlarge 
the “

K
i
n
g
'
s
 
d
o
m
i
n
i
o
n
s
 
in 

those 
p
a
r
t
s
:
"
ー

h
e

w
a
s
 

farther 
directed 

to 
encourage 

the 
K
i
n
g
・s

subjects，
 an
d
 strangers，

 to s
巴ttle，

a
n
d
 carry o

n
 trade at B

o
m
b
a
y，

 

a
n
d
 to 

administer 
to 

the 
illhabitants 

of 
the 

island 
the 

oath 
of. aIJegiance 

to 
the 

l'王
ing.<..l)
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ト
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担
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百
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l
i
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 1-0 
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ト
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叶
e

佳
作
<
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T
h
e
 
Private 

Life 
of 

Charles 
the 

S
e
c
o
n
d
 B

y
 Arthur Irwin 

Dasent 
p. 

93 
!.2. 

A
 year Iater，

 
w
h
e
n
 the K

i
n
g
 married the Infanta Catherine of Portugal，

 soIely 
for 

reasons 
of 

State 
a
n
d
 the Jarge d

o
w
r
y
 

brought h
i
m
 b
y
 his 

bride
，
 Ru
b
a
r
a
 hacl 

h
i
m
 firmly 

in 
the 

toils. 
E
v
e
n
 Catherine's d

o
w
r
y，

 
which Charles h

a
d
 .been led to 

expect w
o
u
l
d
 a
m
o
u
n
t
 (in 

addition 
t
b
 the 

ωquisition 
of 

B
o
m
b
a
y
 a
n
d
 Tangier) 

to 
t
w
o
 
million 

cruzados 
(oyer 

~
8
0
0

，OOO 

sterling)，
 proved 

a
 bitter 

disappointment. 
T
o
 the 

King's 
disgust 

a
 Iarge 

proportion 
of 

it 
w
a
::，

 
paid 

over 
in 

driblets 
of 

sugar ，
 spices，

 raisins，
 an
d
 foreign 

securities 
¥vhich 

it 
w
a
s
 found di

田C'ult
to 

negotiate 
at 

h
o
m
e，

 Ch
 rles 

remarking in 
his 

m
o
s
t
 cynical 

vein，
 that 

h
e
 w
o
u
l
d
 have preferred 

fewer 
currants 

a
n
d
 a

 Iittle 
m
o
r
e
 cash. 

ベ
)
~iIlユド4;;

1-0
0

 
1<(三二信

1
己
!
i

Q
u
e
e
n
 Catherine

為
話

超
々

創
設

が
-

J
t時

her
(
Q
u
e
e
n
 Catherine) passion for fishing 

!.2.~誌ド

T
h
r
o
u
g
h
o
u
t
 
his 

Iife 
the 

K
i
n
g
 
w
a
s
 
passionately 

fond 
not 

only 
of 

hunting 
but 

of 
fishing. 

T
b
e
 Q
u
e
e
n
 C011sort 

w
a
s
 

equally fond of fishing a
n
d
 of those i

m
p
r
o
m
p
t
u
 water picnics，

 for 
w
h
i
c
h
 
the 

Court w
a
s
 long 

famous. ......... 
(
T
h
e
 Private 

Life 
of 

Charles 
T
h
e
 S
e
c
o
n
d
 B

y
 Arthur Irwin 

Dasent p. 
2
4
0
)
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叫
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u
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T
h
e
 Private 

Life 
o
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C
h
a
r
l
e
s
 
T
h
e
 S
e
c
o
n
d
 b
y
 

A
r
t
h
u
r
 l
r
w
i
n
 
D
a
s
e
n
t
 !..よ

1i
抑
ム
ド
将
二
穏
や
~

t-O
O

 

(
~
隠
〉

起
立
派
Q
~
~
~
三
占
的
箆
-
.
J

t よ
五
時
'4:二時

1よ
立
総
Q
~
当
長
~

-lJ Infanta Catherine 
Q
仲
立
~
~
:
:
:
~
~
ぎ
与
。

(1)
T
w
o
 Visits 

to 
the 

T
e
a
 C

o
u
n
・

tries 
of 

China. 
B
y
 R
o
b
e
r
t
 Fortune L

o
n
d
o
n
 1853. 

(2) 
T
h
e
 Encyclopaedia Sinica 

i子持
(Tea)

Q
話コ

(3)
C
h
i
n
a
 as 

a
 T
e
a
 P
r
o
d
-

ncer. 
B
y
 Boris 

P. 
Torgasheff S

h
a
n
g
h
a
i
 
1926. 

(4) 
T
e
a
 a
n
d
 T

e
a
 D

e
a 1i

ng. 
B
y
 F. 

"¥V. 
F. 

Staveacre 
L
o
n
d
o
n
 
1929. 

~
-
.
J
.
i
j
<
~
控

+
l
~
古
民
杓
ヰ
μ
T
e
a

T
r
a
d
e
 b
y
 Martin

己
顕
口
需
品
*
"
1
-
時
時
込
盟
事
長
ザ
み
や
μ
(

.ij<~.u
I
 f泣+
l
潟
県
ど
+
対
話
G
吉~~戸司令イ全~+---特E

Q
闘
る
!
己
誌

ニ
γ
船
底
〉
。
怒
ぬ
と
よ

T
h
e
W
o
r
l
d
'
s
 
C
o
m
m
e
r
c
i
a
l
 Products. 

B
y
 F
r
e
e
m
a
n
 a
n
d
 C
h
a
n
d
l
e
r
 Q

T
e
a
 Q
話
~
~
 
Infanta 

Catherine 
E子
持
込
対

G
黒

-v-;jP¥!il二
V

必
向
。

、N"
hatever

m
a
y
 b
e
 
said 

as 
to 

the 
probability 

of 
this 

story，
 it 
is 

definitely 
k
n
o
w
n
 that tea w

a
s
 introduc

巴d
into E

u
r
o
p
e
 f
r
o
m
 C
h
i
n
a
 

late 
in 

the 
sixteenth 

century，
 an
d
 that 

in 
1657 

a
 regular 

tea-house 
w
a
s
 o
p
e
n
e
d
 iri 

E
x
c
h
a
n
g
e
 Alley，

 Lo
n
d
o
n
.
 

F
r
o
m
 this 

date 
tea 

b
e
g
a
n
 
to 

b
e
 a

 regular 
bevcrage in 

England. 

It 
is 

m
e
n
t
i
o
n
e
d
 b

y
 P
e
p
y
s
 in 

his 
D
i
a
r
y
;
 
nnder 

the 
date 

28th S
e
p
t
e
m
b
e
r，

 1660，
 we
 read:

“
1

 did 
send 

for 
a

 cu
p
 of tca 

(a 
C
h
i
n
a
 

drink) ，
 of 
w
h
i
c
h
 1

 ha
d
 never 

d
r
u
n
k
 before，" 

a
n
d，“

H
o
m
e，

 an
d
 there 

find 
m
y
 wife 

m
a
k
i
n
g
 of 

tea，
 a
 drink w

1
巾
h
M
r
.
 Pelling the 

Pothicary 
tells 

her is 
g
o
o
d
 for 

her 
cold 

a
n
d
 defluxions." 

It 
w
a
s
 at 

about 
the 

time 
of 

its 
earliest 

introduction 
into 

E
n
g
J
a
n
d
 that tea first 

b
e
ω
m
e
 k
n
o
w
n
 in 

Rnssia，
 

a
n
 e
m
b
a
s
s
y
 to 

the 
Court 

of 
P
E;kin 

bringing 
b
a
c
k
 
s
o
m
e
 green 

tea 
to 

the 
ancient 

capital
，
 Mo
s
c
o
w
.
 
1
n
 
166.1 

the 
f
a
m
o
u
~
 
English 

East 
India 

C
o
m
p
a
n
y
 m
a
d
e
 

a
 present of 

t
w
o
 
p
o
u
n
d
s
 of 

tea 
to 

the 
q
u
e
e
n
 of 

Charles II，
 Catherine 

of 
B
r
a
g
a
n
z
a，

 an
d
 the 

product w
a
s
 still 

regarded as 
a

 rare 

dclicacy. 
Fourteen years 

Iater 
the 

C
o
m
p
a
n
y
 imported 

f
r
o
m
 
C
h
i
n
a
 
nearly 

5，0
0
0
 
lbs. 

a
n
d
 towards 

the 
e
n
d
 of 

the 
century 

tea 
h
a
d
 



ceased 
to 

b
巴
a
rarity. 
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B
y
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F
r
e
e
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a
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岳
岳

P
e
p
y
s

in 
his 

D
i
a
r
y
;
 
under 

the 
date 

28th 
S
e
p
t
e
m
b
e
r，

 lo
G
O

巴
慌
P

P
e
p
y
s
 in 

his 
D
i
a
r
y
;
 
under 

the 
date 

25th 
S
e
p
t
e
m
b
e
r ，

 1660 
A
J部

品
Y
均
十
必
ャ

Q
コ

込
Jヰ

ピ
D
i
a
r
y

of 
Samllel 

P
e
p
y
s
 F. 

R
.
 S. 

Secretary 
to 

the 
A
d
m
i
r
a
l
t
y
 in 

the 
R
e
i
g
n
s
 
of 

Charles 
II 

a
吋

J
a
m
c
s

II，
 ¥Vith 

a
 N
 ote 

b
y
 R
i
c
h
a
r
d
 Garnett，

 (E
v
e
r
y
m
a
r
内

Library
Edited 

b
y
 Ernest 

R
h
y
s
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 01. 
1. 

p. 
97

ピ

25th 
1
 did 

send 
for 

a
 Cllp 

of 
tee 

(a 
C
h
i
n
a
 drink) 

of 
w
h
i
c
h
 1

 never 
h
a
d
 d
r
a
n
k
 before. 

AJ
.
，
Q
同
時
ピ
ー
6::;--~P~斥

ャ
c，o

~己r..=;~T---令。
R
c
p
o
r
t

0
1
1
 
thc 

O
l
d
 R

e
c
o
r
d
 of 

the 
India 

0
日
ce

B
y
 Sir 

G
e
o
r
g
e
 R
i
r
d
w
o
o
d
己...pii[総吠nr:.

11
十
岡
田

A
J
-，C.'点。

言
~
6
'
思

"ç
+!;国

!.l
吋

436話
線
~
十
に
担
~
6
'
母
~
~
ト

!.l1K
黒
崎
心

2毒
素

Lよ
議
r
<
刊
~
'
，
←

1(
回
同
十
~
叶

Lよ
嵐

!.l
a
 

reguJar 
tea 

h
o
u
s
e
取

E
x
c
h
a
n
g
e

A
I
J
e
y，

 Lo
n
d
o
n
 !..よE

旬
刊

3ど
時

~!.l
柊
6
'
~
華
r
<
杓

43411日
三
時
~
，
←
に
同
代
十
叶
キ
ミ
R

11
十

同
由

主
6

'
f
e
p
y
s
 6' 
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(
D
ic.r

y
)
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沼
者
杓
~
ド
出
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提
言
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日
マ
刑
判
6
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ト
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κ
1
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担
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寝
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芸
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J
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O
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tト
ト
ー
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κ
1
1
担
e
g
主
去
三
'
~
ト
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回
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 gr
叶
'
t
t
-
-
ト
ー
え

K
11

担
!
.
l
t咲

lrr
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;起
231

信

州
え
~

r< 
~
ド
溢
.
J
.
.
j
-
.
J
ド
田
五
時
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t)
~
~
鰹
照
府
同
-
þ
\
ベ

j
堤
緊
迫
~
p
 ~
 t{!

O
 

t
 )
 ~
 ~
ト
ト
ー
え

K
11

担
6
'

-m~ l1f; 
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理~
~
 ~
 t{!'~ ~

 
t

 J
 6' -m~ u

f
;
己
謡
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杓
~
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6' P
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存
~
6
'
思

"ç
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闘
e
ョ
ヨ
或
~
程
思

Freeman
a
n
d
 
C
h
a
n
d
l
e
r
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D
i
a
r
y
 
of 

S
a
m
u
e
I
 
P
e
p
y
s
給
e

求
B
i
r
d
w
o
o
d

6' 

R
e
p
o
r
t
 o

n
 t
h
e
 
O
l
d
 R
e
c
o
r
d
 of 

t
h
e
 
l
n
d
i
a
 0

白
c
e

p. 
2
6
 6
'
雲
;
t
Ë
!
.
.
よ
紫
雲

Lよ
杓
ニ
ド
~
t
{
!
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;
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6
'
己
き
誌
や
+
!
6
'
P
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混
戦
，
.
l
J
関
誌

E 
E 

T
e
a
 h
a
d
 b
e
e
n
 introdllced 

into 
E
n
g
l
a
n
d
 s

o
m
e
 years 

presionsly. 
T
h
e
 first 

m
e
n
t
i
o
n
 of 

it 
b
y
 a
n
y
 English 

¥vriter，
 50
 for 

as 
1
 call

五
n
d，

is 
ill 

Pepy's 
D
i
a
r
y，

 25th 
S
e
p
t
e
m
b
e
r
 1
6
6
0
，
-
“

1
 did 

send 
for 

a
 c
u
p
 of 

tee 
(a 

C
h
i
n
a
 
drink) 

of 
w
h
i
c
h
 1

 h
a
d
 never drunl

王
before."

111 

the 
s
a
m
e
 year ，

 by
 A
c
t
 12 

of 
Charles 

II.
，

 chh. 
23 

arid 
2
4，

 a
 dllty 

of 
18d. 

is 
i
m
p
o
s
e
d
 
o
n
 every gallo

l1 
of 

chocolate，
 sherl】~t，

alld 
tea，

 

m
a
d
e
 for 

sale; 
co

佐
e
being 

charged 
only 

4d. 
W
a
l
l
e
1"
s

 lines，ー

“
T
h
e
 best 

of 
Q
u
e
e
n
s，

 an
d
 best 

of 
he

1'bs，
 we
 0

¥
¥も

T
o

that 
bold 

nation 
w
h
i
c
h
 
the 

w
a
y
 clid 

s
h
o
w
"
 

-
t
o
 1ndia，

 a1'e
 well 

k
n
o
w
n
・

T
h
e

East 
Inclia 

C
o
m
p
a
n
y
 purchased 

a
n
d
 p

1'esented 
2

 Ibs. 
of 

tea 
to 

K
i
n
g
 Charles 

II. 
ill 

1
6
6
4，

 an
d
 23

1!-

lbs. 
in 

1666. 
T
h
e
 first order 

fo
1' 
its 

importation b
y
 the 

C
o
m
p
a
n
y
 w
a
s
 in 

1668.. 

T
h
e
 earliest 

m
e
n
t
i
o
n
 
of 

tea 
in 

the 
O
l
d
 R

e
c
o
r
d
s
 
of 

the 
India 

Office 
is 

in 
a

 letter 
f
r
o
m
 
1¥1

r. 
R
.
 "¥Vickham，

 the 
C
o
m
p
a
n
y
'
s
 A
g
e
n
t
 at 

F
i
r
a
n
d
o
，
 in 

J
a
p
a
n，

 wh
o
 writing，

 27th J
u
n
e
 
1615

，
 to 

1¥1r. 
E
a
t
o
n
 at 

M
i
a
c
o
，

 asks 
for 

a
 pot 

of 
the 

best 
sort 

of 
C
h
a
w
.
 "

 

特
1
~
1
2
 
H
o
b
s
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J
o
b
s
o
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y
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u
l
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n
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T
e
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Q
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n
~
~
、
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i
a
r
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R
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c
h
a
r
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C
o
c
k
s
)

己
立

総
1
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V
o

I.
1) 

p. 
2
0
2

己
N
ov. 

3. 
16

lG. 
1

 bo
u
g
h
t
 3. 

c
h
a
w
 cups covered 

with 
silvcr 

plates...
…

ぱ
感
11

~や
(
V
01 

II) 
p. 

11
己

This
m
a
n
 brought 

m
e
 a

 c
h
a
w
 c

叩
covered

with 
silver 

for 
a

 prese
凶
，

being w
o
r
t
h
 
s
o
m
e
 3

 tais. 
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C
H
A
P
.
 II. 

1671-72. 
In struc tions 
of 

the 
Court 

to 
Surat

，
 on
 

the 
probabi-

lity 
of 

a
 wa
r
 

in 
E
u
r
o
p
e
，

 
a
n
d
 

equip-
m
e
n
t
s
 

a
n
d
 

stock 
limit-

ed
，
 in 
expec-

tation ofthat 
event. 

E
A
S
T
-
I
N
D
I
A
 C

O
M
P
 A
N
Y
 

1671-72. 

T
h
e
 m
e
a
s
u
r
e
s
 
of 

the 
Directors 

for 
their 

trade ，
 in 
the 

season 
1
6
7
1
-
7
2，

 we
r
e
 affect

巴d
b
y
 the prepara-

tions of F
r
a
n
c
e ，

 Hollalld，
 an
d
 E
n
g
l
a
n
d，

 wh
i
c
h
 threatened 

a
 w
a
r
 in 

E
u
r
o
p
e
 :
-
t
h
e
s
e
 appearances 

neces-

sarily 
obliged 

the 
C
o
u
r
t
 to 

vary their 
e
q
u
i
p
m
e
n
t
s
 a

n
d
 stock ，

 as 
they 

w
e
r
e
 unable 

to 
conjectnre，

 either 

w
h
a
t
 w
e
r
e
 the 

objects 
of 

the 
w
a
r ，

 or 
of 

the 
m
a
r
i
t
i
m
e
 
alliances 

or 
oppositio

l1s
 b
y
 
w
h
i
c
h
 
their 

trade 

m
i
g
h
t
 b
e
 aff

，巴cted.

A
t
 thc o

p
e
n
i
n
g
 of the season，

 
it 
w

国
intimated

to 
the Presidency of S

U
R
A
T，

 
that 

the 
C
o
u
r
t
 h

a
d
 resolvtd 

to 
extend 

their 
trade ，

 by
 
teying 

exchanges 
b
e
t
w
e
e
n
 
lndia 

a
n
d
 the 

countries 
bordering 

o
n
 the 

C
h
i
n
a
 

Seas; 
a
n
d
 w
i
t
h
 this v

i
e
w，

 they h
a
d
 taken 

u
p
 sixte

巴n
h
u
n
d
r
e
d
 
tons 

of 
shipping，

 exclusive 
of 

t
w
o
 vessels，

 

w
h
i
c
h
 w
e
r
e
 to 

proceed，五
rst

to 
Surat，

 an
d
 then to 

B
a
n
t
a
m，

 to 
m
a
k
e
 a
n
 experiment of trade with T

o
n
-

quin ，
 Fo
r
m
o
s
a，

 
a
n
d
 }
a
p
a
n
 j
-
t
h
e
 vessel intended 

for 
J
a
p
a
n
 w

a
s
 to 

b
e
 
furnished 

w
i
t
h
 a

 stock，
 estimated 

at 
.e 
1
4，0

0
0，

 an
d
 
to 

take 
in 

a
 part 

of 
her assortment at 

Surat，
 

for the place of h
e
r
 ultimate uestination. 

After 
the 

events 
in 

E
u
r
o
p
e
 a
s
s
u
m
e
d
 that 

aspect
，

 w
h
i
c
h
 impress

吋
the

C
o
u
r
t
 with 

the 
opinio

l1， 
that 

間
程
鮮
民
E

住民~:i!~，.lJ~まæ[...IJ
Q
1
科
穏
問
時

国
同



慢
若
者
，
.
J
J
嬰
穏

E
K
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C
H
A
P
.
 II. 

C
o
u
r
t's

 
re. 

gulations for 
B
o
m
b
a
y
.
 

w
a
r
 w
a
s
 probable ，

 they 
limited 

the 
equipments 

to 
Surat 

to 
four 

ships，
 with a

 stock，
 in 
g
o
o
d
s
 
(chiefly 

cloths) 
a
n
d
 b
u lIi

o
n，

 e吋
m
a
t
巴d

at 
;e 
8
5，0

0
0，

 
a
n
d
 p
o
s
t
p
o
n
e
d
 the 

plan 
of 

dispatchi
昭

a
ship 

f
r
o
m
 E

n
g
l
a
n
d，

 

direct 
to 

B
a
n
t
a
m，

 and
 thence 

to 
the 

C
h
i
n
a
 Seas，

 tiIl 
the 

relations 
of 

the 
E
u
r
o
p
e
a
n
 nations 

S
h
o
u
l
d
 b
e
 

p05itively a5certained，
 or the w

a
r
 b
e
c
o
m
 certain，

 for 
it 

w
o
u
l
d
 not 

h
a
v
e
 b
e
e
n
 
prudent 

to 
detach 

a
 ve5sel

，
 

with a
 valuable 

stock，
 fr
o
m
 the 

Surat 
trade，

 on
 a

 speculation 
Ii
a
b
Ie 

to 
50 

m
a
n
y
 hazards. 

O
n
 review-

ing ，
 

a150，
 the information f

r
o
m
 Surat，

 of the 
relative 

circumstances 
of 

the 
M
o
g
u
l
 a
n
d
 of 

Sevagee，
 it 
w
a
s
 

resolved ，
 as 
the 

m
o
s
t
 offectllal 

m
e
a
n
s
 of 

conciliating 
this 

Chief，
 to 
resettle the Factory at Rajahpore.(

1) 

(I)ー
Letter

from the Court to 
the Pr-esident 

a
n
d
 Council at 

Surat
，

 23d June 1671
，

 an
d
 15th 

M
a
r
c
h
 1671

ー
72.

T
h
c
 C
o
u
r
t，

 on
 cxamining 

the 
report 

o
n
 the 

plans 
for 

rendering 
the 

Island 
of 

B
O
M
l
l
A
 Y
 Sll

伍
ciently

5trong 
to 

resist 
any 

c
n
e
m
y ，

 ap
p
r
o
v
e
d
 
of 

the 
a
p
p
o
i
n
t
m
e
n
t
 
of 

M
r
.
 
Gyfford 

to 
b
e
 
D
c
p
u
t
y
 
G
o
v
e
r
n
o
r，

 

a
n
d
 of 

Captain 
H
e
r
m
a
n
 B
a
k
e
 
to 

b
e
 
E
n
g
i
n
e
e
r
 
ancl 

Surveyor 
General

，
 ancl 

instrncted 
the 

I~resident 

a
n
d
 
Council 

of 
Snrat 

to 
e
x
a
m
i
n
e
 
a
n
d
 
a
p
p
r
o
v
c
 
of 

a11 
plans，

 before 
they 

should 
b
e
 
carried 

into 

execution :
-
a
n
d
 
to 

strengthen 
the 

garri50n，
 on
e
 h

u
n
d
r
c
d
 a

n
d

五
fty

501diers 
h
a
d
 b
e
e
n
 c

m
b
a
r
k
e
d，

 an
d
 
a

 

proportion w
o
u
l
d
 annually 

b
c
 
engaged. 

A
s
 it 

h
a
d
 been 

found 
difficlllt 

to 
arrange .the 

dutics 
a
n
d
 cns

・

t
o
m
s
 exacted 

at 
T
a
n
n
a
h
 a
n
d
 
Caranjah，

 with 
the 

C
r
o
w
n
 of 

Portugal，
 it 
w
a
s
 left 

to the discretion of the 

President a
n
d
 Council of Surat ，

 to 
adjust，

 this 
business，

 if 
possible，

 by
 offering 

concessions，
 on
 
the 

part 

of 
the 

C
o
m
p
a
n
y，

 an
d
 requiring 

reciprocal 
concessions 

f
r
o
m
 
the 

V
i
c
e
r
o
y
 of 

Goa. 

T
h
e
 C
o
m
p
a
n
y
'
s
 four 

reglllar 
ships 

w
e
r
e
 to 

b
e
 dispatched 

as 
a

 fleet，
 with 

orders 
not 

to 
tOllch at the 

C
a
p
e
 of 

G
o
o
d
 H

o
p
e，

 an
d
 to 

b
e
 o

n
 their 

g
u
a
r
d，

 on
 
approaching 

St. 
H
e
l
e
n
a，

 to 
prevent 

a
n
y
 
risk 

of 

capture.<.2) 

(2)-Letter f
r
o
m
 the 

Court to 
the President a

n
d
 Surat

，
 15th 

M
a
r
c
h
 1671-72. -. L

巴tter
f
r
o
m
 the 

Court to 
the 

De-
puty Governer at B

o
m
b
a
y，

 15th 
M

註Itch
1671-72. 



C
H
A
P
.
 II. 

1671-72. 

E
q
u
i
p
m
e
n
t
s
 

a
n
d
 stock for 

Fort 
St. 

G
e
o
r
g
e
 
a
n
d
 

s
 u
 bordinate 

stations. 

F
r
o
m
 
the 

distracted 
state 

of 
the gover

l1lnent of 
P
E
R
S
I
A
，
 at 

this 
jU

l1cture
，
 a
l1d

 f
r
o
m
 the 

probability 

of 
a

 w
a
r
 with 

the 
D
u
t
c
h
，
 the 

President 
a
l1d

 Council of Surat w
e
r
e
 i
l1structed to 1i

mit the trade b
e
t
w
e
e
n
 

Surat 
a
n
d
 that 

country
，
 to 

appearances 
only

，
 that 

the 
C
o
m
p
a
n
y
'
s
 rights 

of 
trade

，
 w
h
i
c
h
 
h
a
d
 
formerly 

b
e
e
n
 granted 

to 
t
h
e
m ，

 an
d
 their 

moiety 
of 

the 
C
u
s
:
o
m
s
 at 

G
o
m
b
r
o
o
n，

 mi
g
h
t
 b

e
 preserved; 

but not to 

engage 
in 

a
l1y

 c
o
m
m
e
r
c
i
a
l
 
speculatio

l1， 
or 

expect 
profit 

f
r
o
m
 this 

trade.
くり

(1)ー
Letters

f
r
o
m
 the Court to 

the Chief a
n
d
 Factors at 

G
o
m
b
r
o
o
n
，

 23d June 1671
，

 an
d
 15th M

a
r
c
h
 1671-72. 

T
h
e
 C
o
u
r
t
，
 o
n
 reviewing the i

l1formatio
l1 

o
n
 the 

state 
of 

their 
aifairs 

at 
F
O
R
T
 ST. 

G
E
O
R
G
E
，
 a
l1d

 par-

ticularly 
of 

the 
strength 

of 
thc 

garrison
，
 authorised 

the 
A
g
c
l1t

 au
d
 C

o
u
l1cil 

to 
e
l1gage 

f
r
o
m
 
the 

ships
，
 

as 
m
a
n
y
 m

e
n
 as 

w
o
u
l
d

五日
u
p
 the 

c
o
m
p
l
e
m
e
n
t
 of 

the 
troops

，
 w
h
i
c
h
 w

o
u
l
d
 save the e

x
p
c
l1ce of se

l1ding 

recruits 
f
r
o
m
 
E
n
g
l
a
n
d
:
-
T
h
i
s
 expedie

l1t
 wa

s
 the 

m
o
r
c
 necessary

，
 f
r
o
m
 thc 

expiratio
l1 

of 
the 

covenants 

of 
s
o
m
e
 of 

the 
soJdiers ，

 al1d
 f
r
o
m
 the 

m
i
s
c
o
n
d
u
c
t
 
of 

othcrs，
 wh
i
c
h
 rcquired 

that b
o
t
h
 of these descrip-

tions 
of 

m
e
n
 should 

return 
o
n
 the 

ships 
of 

this 
s
己ason.

O
n
 reviewing 

the 
r
巴port

of 
the 

C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
e
r
s，

 wh
o
 h
a
d
 invcstigateu 

the long subsisting disputes be-

t
w
e
e
n
 thc A

g
e
l1t

 al1d
 C
o
u
l1cil

，
 Sir E

d
w
a
r
d
 W
i
n
t
e
r
，
 a
l1d

 M
r. 
Jearsey

，
 the 

C
o
u
r
t
 
d
e
d
d
e
d
，
 that 

the 
c
l1quiry 

h
a
u
 not b

e
e
l1 

properly 
conducted，

 
ancl ordered，

 that w
h
a
t
 r
e
m
a
i
n
e
d
 of Sir E

d
w
a
r
d
 W
i
n
t
e
r
'
s
 g
o
o
d
s
 shoulu 

b
e
 sold

，
 a
l1d

 credit 
given 

to 
h
i
m
 for 

the 
a
m
o
u
n
t
，
 to 

b
e
 paid 

0
1
1
 his 

arrival 
il1 

E
l1gJand. 

T
h
e
 e

q
u
i
p
m
e
l1ts 

for 
thc 

C
o
a
s
t
，
 this 

scaso
l1， 

a
m
o
u
n
t
e
d
 to 

nearly 
t
w
o
 t
h
o
u
s
a
n
d
 
tons; 

a
l1d

 the 
stock

，
 

consisting of a
 small 

proportio
l1 

of 
British 

p
r
o
d
u
c
e
 
(broad-cloths，

 lead，
 an
d
 copper) 

but chietly 
of 

in-

gots 
of 

gold 
a
n
d
 foreig

l1 
coi

l1s
，
 w
a
s
 estimated 

at 
.e 
1
6
0
，0
0
0
，
 of 

w
h
i
c
h
 
:J: 
1
3
3
，7
0
0
 w

a
s
 in 

gold a
n
d
 coins. 

O
f
 this 

large 
stock

，
 :J: 

3
0
，0
0
0
 w

a
s
 inte

l1d
e
d
 for 

the 
.Factory 

at 
l¥1as

!lIi
p
a
t
a
m
，
 a
n
d
 
:f; .!O

，O
O
O
 for 

B
e
l1gal

，
 

a
n
d
，
 in 

addition 
to 

the 
:f; 
1
4
，0
0
0
 
ordered 

to 
b
e
 sent 

f
r
o
m
 Surat 

to 
B
a
n
t
a
m
，
 :f; 

5
，0
0
0
 w

a
s
，
 anllually

，
 to 

記
a~i話

帳
E
質
事

~i量.lJ結Em.lJ
0ì.討

J需
尚
早
事

国
平

Direct io n
s
 

for 
encreas. 

ing 
the 

gar. 
rison 

at Fort 
St. 

George. 



毘
帯
*

，
.
I
J
盟
憶

gr< 

b
e
 provided in 

Coast 
commoclities，

 for 
the 

tracle 
to 

Japan.(
1)

 

(l)-Letters f
r
o
m
 the 

Court to 
the A

g
e
n
t
 a
n
d
 Council at 

Fort St. 
G
e
o
r
g巴，

18th
D
e
c
e
m
b
e
r
 1671，

 and
 15th M

a
r
c
h
 

1671-72. 

T
h
e
 instructions 

for 
the 

suborcl"nate 
Factory at 

M
A
S
U
l.IP

A
T
A
M
 reqlli

l.""ecl，
 that 

this tracle shoulcl b
e
 ex-

tendecl ，
 

ancl 
that one-half of the goocls soIcl at 

this 
station 

shoulcl 
b
e
 English 

wooIIens; 
but，

 in 
provicling 

accommoclation 
for 

the 
Factors ，

 on
 this 

encreasecl 
s
ω
I
e
 of 

tracle，
 the 

s
u
m，

 to 
b
e
 annllalI

y
 expenclecl 

in 

bllilclings，
 shoulcl 

not 
exceecl 

six 
hunclrecl 

pagoclas.C
ヨ〉

(2)-Letter f
r
o
m
 the Court to 

the 
Chief a

n
d
 Factors at 

Masulipatam
，

 De
c
e
m
b
e
r
 167

1. 

T
h
e
 separate 

instrnctions 
to 

the 
Factory at 

H
U
G
H
L
Y
 orclerecl that

;f 
5，0

0
0
 shoulcl b

巴
a
n
n
u
a
lIy

investecl 

in silk ，
 for the J

 ap
a
n
 tracle; 

bllt 
the principaI 

assortment 
shoulcl 

b
e
 of 

taffatics 
ancl 

B
e
n
g
a
I
 
m
u
s
Ii
ns，

 for 

the 
h
o
m
e
 sales.

く3)

(3)-Letter f
r
o
m
 the 

Court to 
the Chief a

n
d
 Factors at 

H
U
G
I
I
L
Y
，

 28th 
June a

n
d
 18th D

e
c
e
m
b
e
r
 167

1. 

T
h
e
 C
o
u
r
t，

 on
 taking 

into 
consicleration 

the 
report 

w
h
i
c
h
 they 

h
a
d
 
received 

f
r
o
m
 
B
A
N
T
A
M，

 during 

the 
season 

l
G
7
1
-
7
2，

 deciclecl 
that 

this 
port 

shoulcl 
b
e
c
o
m
e
 the 

c
巴ntre

of 
tracle for the exports f

r
o
m
 E
u
-

rope ，
 fr
o
m
 
Surat，

 ancl 
f
r
o
m
 the 

Coast j
 a
n
d，

 as 
such，

 enable 
the 

C
o
m
p
a
n
y
 to 

prosecllte 
s
c
h
e
m
e
s
 
of 

a
 

circuitous 
tracle 

to 
T
o
n
q
u
i
n，

 Fo
r
m
o
s
a，

 ancl 
J
a
p
a
n，

 the 
e
q
u
i
p
m
e
n
t
s
 ancl 

stock 
w
e
r
e
 therefore 

formecl o
n
 

a
 m
o
r
e
 enJargecl 

scale ，
 an
d，

 for 
the 

first 
time，

 we
 cliscover 

the 
intentions 

of 
the 

C
o
u
r
t
 
to 

o
p
e
n
 a
n
 
in

・

clirect，
 if 
it 

shoulcl 
not 

b
e
 practicabIe 

to 
establish 

a
 clircct 

tracle 
to 

CIIINA. 
Excluclecl 

f
r
o
m
 the Spice 

Islancls 
b
y
 the 

D
u
t
c
h ，

 ancl 
rivallecl 

ancl 
frequently 

b
o
r
n
e
 
d
o
w
n
 b
y
 t
h
e
m，

 in 
the 

p
e
p
p
e
r
 
tracle 

at 
J
a
v
a
 

ancl 
S
u
m
a
t
r
a，

 it 
w
a
s
 
resolvecl 

to 
es

ね
blish

a. traffic 
ill 

the 
farther 

Illclian 
Seas，

 by
 consigning 

shipping 

C
H
A
P
.
 II. 

1671-72. 

E
q
u
i
p
m
e
n
t
s
 

a
n
d
 stock for 

B
a
n
t
a
m
，

 an
d
 

i
 

n
 s
 tructions 

to 
attempt 

trade 
at Chi. 

n
a
，

 To
n
q
u
i
n
，

 

T
y
w
a
n
，

 an
d
 

Japan. 



to 
B
u
n
t
a
m，

 to 
the 

a
m
o
u
n
t
 of 

not 
less 

thall 
2，8

0
0
 tons:

ー
three

of 
thc 

ships 
w
e
r
e
 
to 

proceed 
to 

T
o
n
-

qnin，
 Ty
w
a
n，

 an
d
 J

 ap
a
n，

 with. E
u
r
o
p
c，

 Sllrat，
 an
d
 
Coast 

g
o
o
d
s，

 snited 
to those m

a
r
k
e
t
s，

 
a
n
d，

 in 
return，

 

to obtaIn ]
a
p
a
n
 p
r
o
d
u
c
e，

 
for the 111dian a

n
d
 E
u
r
o
p
e
 markets. 

111 
this 

w
a
y，

 the C
o
n
r
t
 projected 

to 
brI11g 

C
h
i
n
a
 
p
r
o
d
n
c
e
 
into 

thcir 
trade ，

 or 
into 

the 
circuit 

of 
their 

exchanges，
 an
d，

 snbs
巴qnently，

to 
acquire 

a
 

share 
in 

the 
C
h
i
n
a
 trade.

Cl
)
 

(1)
-Letter f

r
o
m
 the Court to 

the 
A
g
e
n
t
 a
n
d
 Council at 

B
a
n
t
a
m
，

 23d June 1671
，

 an
d
 2d February 1671-72. 

O
n
 the 

basis 
of 

these 
princip

Jes，
 the 

C
o
n
r
t
 resolved 

to
五
x

Factories 
at 

T
y
w
a
l
l
 a
n
d
 T
o
n
q
n
i
n，

 
a
n
d
 ap-

pointed 
(but 

with 
discretionary 

p
o
w
e
r
s
 to 

the 
A
g
e
n
t
 at 

B
a
n
t
a
m
)
 
civiI 

serva11ts 
frorn 

E
n
g
l
a
n
d ，

 to 
b
e
 

Factors 
a
n
d
 
writers 

at 
tho

田
statiods;

a
n
d，

 in 
like 

m
a
n
n
e
r，

 writers 
a
n
d
 Factors 

for J
a
p
a
n，

 wh
o
 w
e
r
e
 

to 
b
e
 accredited 

with 
letters 

f
r
o
m
 
th

巴
K
i
n
g

a
n
d
 
f
r
o
m
 
the 

C
o
m
p
a
n
y，

 to 
the 

E
m
p
e
r
o
r，

 soliciting 
his 

permission 
to 

rc-cstablish 
a

 trade. b
e
t
w
e
e
n
 
his 

d
o
m
i
n
i
o
n
s
 a

n
d
 the 

English 
Factories in 

the East-Indics. 

T
h
e
 instructions 

w
e
r
e
 introduced 

with 
references 

to 
the 

forrner 
connexion 

of 
the 

English 
with 

J
a
p
a
n ，

 

as 
the 

re
乱
son

of 
the 

C
o
m
p
a
n
y
 for again offering to opell this trade; 

a
n
d
 to 

obviate the difficulties w
h
i
c
h
 

h
a
d
 prevented 

its 
continuancc ，

 the 
A
g
e
n
t
s
 
w
e
r
e
 to 

declare，
 that 

their 
only v

i
e
w
 w

a
s
 trade，

 an
d，

 on
 n
o
 

occasion ，
 to 

interfere 
in 

matters 
of 

re
Jigion :

 an
d
 that，

 in 
the 

use 
of 

their 
flag，

 they w
e
r
e
 particularly 

to 
explain ，

 that 
the 

cross 
o
n
 it 

w
a
s
 not 

a
 b
a
d
g
e
 of 

their 
being 

Catholics，
 but 

only 
the 

characteristic 

m
a
r
k
 of 

their 
m
a
t
i
o
n
 
to 

distinguish 
English 

ships ，
 an
d
 ollght 

not 
to 

excite 
a
n
y
 a
!
a
r
m
 
in the J

a
p
a
n
e
s
e，

 

that the English h
a
d
 a
n
y
 s

c
h
e
m
e
 for 

detaching 
t
h
e
m
 f

r
o
m
 their 

established 
b
e
!i
ef :

-
s
h
o
u
l
d
 the 

A
g
e
n
t
s
 

b
e
 pcrrnitted 

to 
erect 

hOllses 
of 

trade ，
 aIl 

attempts 
to 

fortify，
 or to land guns，

 we
r
e
 to b

e
 avoided; 

but，
 

if 
possible，

 they 
w
e
r
e
 to 

e
n
d
e
a
v
o
u
r
 to 

evade 
the 

ancient 
reqnisition，

 that 
the 

g
n
n
s
 
of 

the 
ships 

shonld 

b
e
 landeu ，

 an
d
 the 

rudders 
u
n
h
n
n
g，

 during 
the 

time of 
t
h
d
r
 being in 

J
 apanese port:

ー
the

C
o
m
p
a
n
y
'
s
 

忠告訴争当岳生当伊;語..IJ結m!..IJ
Q
，
判
;
菊
間
~

m
-7そ



怪
若
者
.
.
I
J
製
篤

問
。

A
g
e
n
t
s
 w
e
r
e
 always 

to 
w
e
a
r
 dresses 

of 
English 

cloth，
 wi
~
h
 
gold 

a
n
d
 silver 

lace，
 that 

their 
appearance 

m
i
g
h
t
 
convey to 

the 
E
m
p
e
r
o
r，

 an
d
 to 

his 
0
伍
cers，

impressions 
of 

their 
rank. 

T
h
r
e
e
 vessels 

w
e
r
e
 de-

stined 
for 

this 
c
o
m
m
e
r
c
i
a
l
 
speclllation ，

 with 
cargoes 

chiefty 
consisting 

of 
English 

broad-
cI
oths，

 an
d
 an 

asso
1't
m
e
n
t
 
of 

glasses
，

 &c. 
fo

1' 
p
1'escllts

，
 a
n
d
 sllch 

lndian 
articlcs 

as 
wOllld 

sell :
-
t
h
e
 imports 

exp::ctcd 

w
e
r
e
 gold

，
 silve

1'， 
a
n
d
 c
o
p
p
e
1'， 

a
n
d
 
cabinets 

of 
l
a
q
u
e
r
e
d
 w

o
r
k
，

 china jars
，

 &c.; 
a
n
d
，

 o
n
 
the 

return 
of 

the 
ships

，
 they 

w
e
1'c

 to 
tOllch 

at 
B
a
n
t
a
m
，

 the 
Coast

，
 a
n
d
 at 

S
u
1'at

，
 fo

1' 
g
o
o
d
s
 to 

βII 
u
p
 their 

tonnage
，

 

that 
they 

m
i
g
h
t
 
c
o
m
e
 to 

E
n
g
l
a
n
d
 with 

full 
ca

1'goes.
く
1)

(1)-Letter from the Court to 
the A

g
e
n
t
 a
n
d
 CounciI at 

B
a
n
t
a
m
，

 21st 
September 167

1. 

(Bruce
，

 AnnaIs. 
V
o
I. 

II. 
p.p. 

293-299) 
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Unsuccessful 
result 

of 
the 

project 
for 

o
p
e
n
m
g
 

a
 

trade 
with 

T
y
w
a
n
.
 

C
H
A
P
.
I
I. 

1673-74. 

T
h
e
 projected trade to T

y
w
a
1
1，

 i11 
F
o
r
m
o
s
a，

 for w
h
i
c
h
 the 

ship 
E
x
p
e
r
i
m
e
n
t
 h

α
d
 beell 

dispatched 
fro

l11 

B
a
n
t
a
m，

 wa
s
 
fou

l1d，
 011 

trial，
 to 
b
e
 impracticable，

 an
d
 the 

information 
011 

w
h
i
c
h
 this 

speculation 
h
a
d
 

proceeded to b
c
 fal1acious. 

011 the E
x
p
e
r
i
m
e
n
t'
s

 arrival at T
y
w
a
n，

 
the captai11 

discovered 
that 

the 
sugar 

a
n
d
 
hides，

 wh
i
c
h
 
w
e
r
e
 the 

principal 
articles 

that 
wOllld 

a
d
m
i
t
 of 

profitablc 
e
x
c
h
a
n
g
巳s

at 
J
a
p
似
し

w
e
r
e

engrossed b
y
 the K

i
n
g ，

 exclnsivcly，
 

a
l1d

 ~hat the retllrns，
 by
 his 

jllnks，
 fr
o
m
 J

 ap
a
n，

 wh
i
c
h
 brollght 

silvcr，
 

c
o
p
p
巳r，

&c.，
 we
r
e
 the 

funds 
with 

w
h
i
c
h
 h

e
 paid 

his 
a
r
m
y
;
 the 

C
o
m
p
a
n
y
'
s
 ship 

w
a
s
 therefore obliged，

 

after IosIng the m
o
n
s
o
o
n，

 
to take in 

sllch 
T
y
w
a
n
 g
o
o
d
s
 
as 

she 
could 

prOC
ll1;C，

 an
d
 to 

rcturn 
to 

B
a
n
t
a
m，

 

ancl 
o
n
 
her 

v
o
y
a
g
e
 
(bei

昭
ignorant

of 
the 

breaking out 
of 

the 
w
a
r
)
 
fell 

in 
w
i
t
h
 eight 

sail 
of 

Dlltch 

ships ，
 il1 
the 

Straits 
of 

B
a
n
c
a，

 an
d
 w
a
s
 captured，

 on
 the 

9th 
D
e
c
e
m
b
e
r
 
1
6
7
2，

 an
d
 
Captain 

L
i
m
o
r
e
y，

 

a
n
d
 his 

c
r
e
w，

 carried 
prisoners 

to 
Batavia.(l) 

(1)-Letters from Captain Lim
b
r
e
y
 to 

the 
Prcsident at 

B
o
m
b
a
y，

 dated Batavia，
 16th S

e
p
t
e
m
b
e
r
 1673，

 (vo
l. 
xxix，

 
No. 2768.) 

T
h
e
 other 

vessel ，
 the 

RetllD1， 
w
h
i
c
h，

 with 
the 

E
x
p
e
r
i
m
e
n
t，

 ha
d
 bcen 

sent 
f
r
o
m
 
Englancl，

 to 
o
p
e
n
 a

 

trade at T
y
w
a
n，

 
a
n
d
 at 

J
a
p
a
n，

 
after touching at B

a
n
t
a
m，

 
a
n
d
 getting 

prodllce 
a
n
d
 instrnctions，

 proceeded 

to 
T
y
w
a
n ，

 wh
e
r
e，

 on
 consllltation，

 it 
w
a
s
 fOllnd advisable that the Experiment's g

o
o
d
s
 should b

e
 shipped 

in the 
Retllrn ，

 alld 
that 

the 
f
o
n
n
e
r
 ShOllld 

b
e
 
sent 

to 
B
a
n
t
a
m，

 as 
has 

beell 
detailed，

 an
d
 the 

latter 
to 

proc
巳e
d

for 
J
a
p
a
n
 :
-
t
h
c
 Retllrn 

reach
巳d

thc 
port 

of 
N
a
g
a
s
a
k
i
，
 on
 the 

29th J
u
n
e
 
1
o
i
3
;
 
but her 

CO
l11-

m
a
n
d
c
r
 also 

w
a
s
 ignorallt 

of 
the 

existing 
w
a
r
 b
e
t
w
e
e
n
 
H
o
l
l
a
n
d
 a

n
d
 E

n
g
l
a
n
d
 :-]¥1r. 

D
e
l
b
o
e，

 the 
chief 

factor 
o
n
 b
o
a
r
d，

 intimated 
to 

the 
G
o
v
e
r
n
o
r
 
of 

thc 
port，

 that 
h
e
 h

a
d
 c

o
m
e
 to 

r
e
n
e
w
 the 

ancient 
trade 

b
e
t
w
e
e
n
 J
a
p
a
n
 a

n
d
 E

昭
la

in 
th悶e

五
r日st

Pμlaωce，
 h悶e

m
叩
II山lおst

deliかve白r
u
p
 his 

g
u山m口1S

a
1](叫d

a
U
H口H1口l1Jn凶111山i比tiOI町1，

ti
l1 

the 
E
m
p
e
r
o
r
'冶s

pが
le伺asu山

re
could 

b
e
 

k
n 旧o¥¥'n:じ:一

af此te町r
c∞o
m
p
l
y
i
n
g
 w
i
t
h
 
this 

hazardous 
condition，

 an
d
 tlndergoing 

the 
strictest 

examination，
 re-

記
Z~呈

1器
保
E
r
~
竜
;
J

j詰-\J~手~，.IJ
Ð
1
討
:
ヨ
ロ
~

同
!

C
H
A
P
.
 II. 

1673-74. 

M
r
.
D

巴lboe's
report o

n
 the 

attempt 
to 

r
巴n

e
w

the 
trade 

with 
Japan. 



毘
戦
.
.
，
I
J
~
憶

同
11

specting the canses 
o
f-
the 

interruption 
of 

the 
trade，

 (or 
the 

civil 
w
a
r
s
 in 

E
n
g
l
a
n
d，

 an
d
 t

w
o
 successive 

w
a
r
s

，
出
h

the 
D
n
t
c
h，) 

h
e
 w
a
s，

 at 
last，

 in
f
o
r
m
e
d，

 that 
n
o
 trade 

¥
VO

叫
d

b
e
 a

U
o
¥
Ve
d
 b
y
 the 

E
m
p
e
r
o
r，

 
to 

a
 peoplc 

5
0
 nearly 

allicd 
to 

the 
P
o
1'tuguese，

 as 
the 

K
i
n
g
 of 

E
n
g
l
a
n
d
 h
a
d
 b
e
e
n
 married to 

a
 Princess 

of 
that 

cOllntry; 
a
n
d
 thOllgh 

it 
w
a
s
 explained，

 that 
this 

circumstance 
did 

not 
alter 

the character of thc 

English 
nation ，

 "
ァ

h
o
w
e
r
e
 Protestants，

 as 
well 

as 
the 

D
u
t
c
h，

 this 
explanation 

w
a
s
 
doubted，

 fr
o
m
 
5
0
 

t
1'i日

i
n
g
α
c
i
r
c
u
m
s
t
a
n
c
e

as 
the 

English 
ftag 

having 
the 

St. 
G
e
o
1'ge's 

Cross 
on. it，

 wh
i
c
h
 w

a
s
 considered 

as 
1'esembling the Portuguese ftag :-after，

 thereforc，
 being 

p
e
1'mitted 

to 
r
e
m
a
i
n
 at 

N
a
g
a
s
a
k
i，

 bnt 
not 

to 

trade，
 till 

the 
m
o
n
s
o
o
n
 c
h
a
n
g
e
d，

 an
d
 the 

w
i
n
d
 b
e
c
a
m
e
 favorable for his d

e
p
a
1'tnre，

 
though seve

1'al 
D
u
t
c
h
 

ships 
h
a
d
 arrived 

¥vith 
inte

l1
igence 

of 
the 

w
a
1'，

 
the 

gllns 
a
n
d
 
a
m
m
u
n
i
t
i
o
n
 
w
e
r
e
 
re-delivered，

 with 
a
n
 

exactness 
w
h
i
c
h
 conld 

not 
h
a
v
e
 b
e
e
n
 
expected; 

a
n
d
 the 

ship，
 attended 

b
y
 the J

a
p
a
n
e
s
e
 boats out of thc 

h
a
r
b
o
n
r，

 aIIowed 
to 

depart，
 Ol1 

the 
2:;th 

A
u
g
u
s
t
 
l
G
i
8，

 ul1de
1' 
assu

1'ances，
 that 

the 
D
u
t
c
h
 
ships 

ShOllld 

not b
e
 
p
e
1'mitted 

to 
foIIow 

her 
for 

t
w
o
 m

o
n
t
h
s，

 that 
she 

m
i
g
h
t
 
h
a
v
e
 time to 

1'each B
a
n
t
a
m
 llnmolested 

b
y
 a
n
 e

l1emy.(l) 

(l)-
M
r
.
 Delboe's narrative of 

the 
attempts to 

open a
 trade 

in 
the E

m
p
i
r
e
 of Japan

，
 June to 

August 1673
，

 (vo
l. 

xxx. 
No. 2829.) 

h
え

-
r< 
~
~
 1咲

f
f
i
"
制
令
;
起
叶
去
三
i
J
;
i
~~ i

 1
 ~出
銭

1l
併

1673ー
74
叶
e
態
依

349)ば
!..l

)
，
司
氏
一

λ
2宗主要l1l託

D
e
l
b
o
e
枠

己
穏
ド
ヤ
8
~
1
時

1長
崎
t
-
O

O

1¥11' 
D
e
l
b
o
c，

 an
d
 the 

Facto
1's

 an
d
 office

1's，
 on
 getting 

to 
sea，

 held 
a

 consllIt
ation，

 respecting the place 

to w
h
i
c
h
 they shonld 

proceed :
-
t
h
e
 difficulties 

w
h
i
c
h
 h

a
d
 b
e
e
n
 cxperienc

巴d
at 

T
y
w
a
l
l
 ill 

F
o
r
m
o
s
a，

 ha
d
 

render 吋
that

specnlation 
l1uprofitable;

ー
the

prohibition，
 by
 the 

Spaniards，
 of 
trade 

to 
l¥Ianilla，

 ma
d
e
 

C
H
A
P
.
 II. 

1673-74. 
M
r
.
 
Delbo

巴

suggests 
es-

tablishing 
a
 

Factory 
at 



C
H
A
P
.
 JI. 

1673-74. 

it 
unsafe .to

 a
t
t
e
m
p
t
 that 

port ;
-
t
h
e
 return 

to 
B
a
n
t
a
m，

 fr
o
m
 
the 

D
u
t
c
h
 
naval 

p
o
w
e
r，

 an
d
 
the 

uncer
・

tail1
ty，

 even 
there，

 of 
the 

safety 
of 

the 
ship 

a
n
d
 cargo，

 rendered this destinatiol1 
hazardous ;

-
t
h
e
 voyage 

to 
Surat

，
 th
r
o
u
g
h
 
thc 

Str
J.its 

of 
M
a
l
a
c
c
a，

 an
d
 along 

the 
coast 

of 
India，

 eq
u
a
lIy

 so;
ー

it
w
a
s
 therefore 

9
 

resolved，
 to m

a
k
c
 for 

thc 
port 

of 
M
a
c
a
o，

 at 
w
h
i
c
h，

 fr
o
m
 
thc 

a
m
i
t
y
 b
e
t
w
e
el1 

the 
1王
ing

a
n
d
 the 

P
o
r
t
u
・

guese，
 it 
w
a
s
 h
o
p
e
d，

 at 
lcast，

 the 
ship 

a
n
d
 cargo 

w
o
u
l
d
 b
e
 
safe，

 an
d
 the 

prospect 
of 

finding 
a

 ma
r
k
e
t
 

for 
part 

of 
their 

g
o
o
d
s
 
not improbable. 

T
h
i
s
 
ship 

reached 
M
a
c
a
o
 011 

the 
13th 

S
e
p
t
e
m
b
巴r

1
6
7
3，

 an
d
 

t
h
o
u
g
h ，

 by
 thc 

Portuguesc 
intr包

ues
with 

the 
G
o
v
e
r
n
o
r，

 a
 Factory w

a
s
 not 

allowed to 
b
e
 established，

 

the 
vess

eI 
w
a
s
 careened，

 al1
d

 the 
g
o
o
d
s
 
lal1

d
e
d，

 but ullder 
such 

restrictiol1
s，

 that 
trade 

could 
only 

b
c
 

乱
ttempted

t
h
r
o
u
g
h
 
the 

Portugucse; 
a
n
d，

 fr
o
m
 
n. t

 havil1
g

 silver 
o
n
 b
o
a
r
d
 
(the 

0111y 
m
e
d
i
u
m
 w
h
i
c
h
 the 

Chillese w
o
u
l
d
 accept)

，
 the sa

Ies
 of g

o
o
d
s
 w
e
r
e
 partial

，
 an
d
 thc 

purchases 
il1
considerable. 

T
h
i
s
 incident，

 

h
o
w
e
v
c
r，

 wa
s
 thc 

basis 
of 

a
n
 important 

spcclllatiol1， 
sllggested 

b
y
 1¥lr. 

D
e
l
b
o
e
 a
n
d
 the Factors，

 that the 

G
o
v
e
r
n
o
r
 
of 

B
o
m
b
a
y
 ShOllld 

endeavollr 
to 

negotiate 
w
i
t
h
 the 

V
i
c
e
r
o
y
 
of 

G
o
a，

 for 
permission 

for 
the 

English to 
h
a
v
e
 
a

 Factory ，
 an
d
 liberty 

of 
trade，

 at 
M
a
c
a
o，

 because a
 considerable quantity of the COlll-

pany's g
o
o
d
s
 lllight b

e
 disposed of to the Chinese ，

 an
d
 
C
h
i
n
e
s
e
 
prodllce 

obtained 
in 

return，
 wh
i
c
h
 
l11ight 

fIlld 
a

 prontable 
sale ，

 bo
t
h
 
in 

India 
a
l1
d

 in 
E
u
r
o
p
e
;
 al1

d
，

 pr
o
b
立bly，

to 
this 

il1
cidcl1

t
 m
a
y
 b
c
 traced the 

origill 
of 

the 
C
h
i l1

a
 trade 

of 
the 

East-India 
C
o
m
p
a
n
y
.
(1) 

(1)ー
Consllltation

held o
n
 b
o
a
r
d
 the Return，

 1st 
September 1673，

 (vo
1.
.xxix，

 No. 2758.)
ー
Letter

f
r
o
m
 M

r. 
D

巴lboe
to 

the Governor of 
B
o
m
b
a
y ，

 dated M
a
c
a
o，

 2d D
e
c
e
m
b
e
r
 1673，

 (vo
1. 
xxx. No. 2829.) 

組
長
鮮
民
E
民
事

Ji註
4

将軍..1J
Q
，
科
掃
討
~

}司川

M
a
c
a
o
，

 to in-
troduce 

the 
sale 

of 
Eng-

lish 
goodsin

・
to 

China. 
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提
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Annals
of the H

o
n
o
r
a
b
l
e
 East-India C

o
m
p
a
n
y
 V

o
l. 
IlI. 

Chapter III. 
R
e
v
i
e
w
 

of 
the 

Annals of 
the 

H
o
n
o
r
a
b
l
e
 
East-1ndia 

C
o
r
n
p
a
n
y，

 fr
o
m
 the 

Revolution，
 in 
1688-

89，
 to 
the U

n
i
o
n
 of the L

o
n
d
o
n
 a
n
d
 

English East-1ndia 
C
o
m
p
a
n
i
e
s，

 in 
1707-8. 

~
 i(
同
兵

+
1
1
1
1拭

Lよ
同
ε
側
闘
将
t
-
O
~
時
吾

:(EZ
己

t~8
ヘミ
~
n
迫t-O

':Q 
~当

Eト
特

程
作
〈
審
査
県
e

阻
害
誌
の
塑
耳
裂
が
ヘ
ミ
ベ

J
~
 r<< 

II! 
-+キベJ

8
'
~
ほ
の
m
<
喧
杓
将
二
七
~
*
~
己
!
i
匁
さ
き
が
t
-
0
1
r
キ
ベ
}
炉
心
。

T
h
e
 G
o
v
e
r
n
o
r
 
a
n
d
 
C
o
m
p
a
n
y
 of 

M
c
r
c
h
a
n
t
 of 

L
o
n
d
o
n
 tradirg 

into 
the 

East 
lndies 

~
千
平
回
0
<
砕
崎
心
兵
砕

!..l

阿
ε

English 
East 

1ndia 
C
o
m
p
a
n
y
 
!..l 
40

主主-.)
T
h
e
 United 

C
o
m
p
a
n
y
 of 

M
e
r
c
h
a
n
t
 of 

England 
trading to 

the East Indies 

州
製
鑓
~
~
 
(VV. R. 

Scott 也
前

T
h
e

Constitution 
a
n
d
 Fina

町
e
of 

English，
 Scottish 

a
n
d
 lrish 

Joint-Stock 
C
o
m
p
a
n
i
e
s
 to 

1720，
 

V
o
l. 
II1. 

p. 
465 p. 

478
偽
堕
~
)
告
さ
穏
爆

f率
直
阪
を
制
俗
語

(
T
h
e
N
e
w
 English East lndia C

o
m
p
:
m
y
)
 g-
~
 
T
h
e
 English 

C
o
m
p
a
n
y
 trading 

to 
the 

East lndies 
当

ゃ
に

同
吠

+
<

叶
e

忍
判

子
J
~
 t-O

o
 

t
)
 8'

令::!
;語!i#者

E童
ベ

J
:
t
i
密
室
長
為
将
二
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杓
ド

1
E
fヨ

8
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J
o
h
n
B
r
u
c
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Annals
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C
o
m
p
a
n
y
 
V
ol. 
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毒
事
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T
h
e
 G
o
v
e
r
n
o
r
 a
n
d
 C

o
m
p
a
n
y
 of 

Merchants of 
L
o
n
d
o
n
 trading 

to 
the 

East 
Indies，

 their 
A
c
c
o
u
n
t
 C

U
lT
e
n
t. 
L
o
n
d
o
n，

 
29th 

司
b

S
e
p
t
e
m
b
e
r
 
1708.

当
時

1
4時

縫
1111ll

-tt-!..l 
1
 :]1l11 

-.).;.2. 
L
c
d
g
e
r
 a
n
d
 S

w
o
r
d
 B

y
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V
o
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奇
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A
p
p
e
n
d
i
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6
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1
3
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己
認
し
t
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O
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-
w
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J
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1
ド
時
心
。



ヤ
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o
l. 
IIl. 

p. 
6
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~
し
心

T
h
e
Governor a

n
d
 C
o
m
p
a
n
y
 o
f
M
e
r
c
h
a
n
t
s
 .of 

L
o
n
d
o
n
 trading 

to 
the 

East lndies，
 their 

A
c
c
o
m
p
t
 
Curre

此
“
L
θ
n
d
o
n，

 .22d 
1¥1a

1'c
h
 
1708-9. 

~
寝
8

Account 
current 
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A
c
c
o
m
p
t
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開
射
器
雲
仙

現
)
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J
ê
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総
投

114
民
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濯
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叫
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国
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心
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長
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Report o
n
 the 

Old Records of 
the 

lndia 
Office，

 with 
Supple-

mentary Notes and Appendices B
y
 Sir 

G
e
o
r
g
e
 B
i
r
d
w
o
o
d，

 Lo
n
d
o
n
 
1
8
6
1. 

8
 S
e
c
o
n
d
 Davidson Trading a

n
d
 Shipping，

 an
d
 

General 
Commercial 

A
宜airs

of 
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C
o
r
n
p
a
n
y
 I.

-
S
a
l
e
s
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n
d
 Deliveries.-

8
話
己
~

W
a
r
e
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o
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 b
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D
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C
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ゆ
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司
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冬
よ
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話
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0
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-

t>-
λ

ぽ
:
長
卑
3空
宇
}
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J
表
v
"
'
Ï
\
え
-
1
'
\
鮮
明
コ

t~
1
紛

終
1

~Eト
目
立
~

1913
畦

8
~
!
.
.
よ

First
Joint Stock，

 
in 

1
6
1
2
-
1
3，

 
for 

four successive
目
V
o
y
a
g
e
s
~
手
心
d

呈:i
8
}
ι

!..l

T
h
e
 inconvenierices 

whic
Il 

h
a
d
 b
e
e
n
 
experienced，

 fr
o
m
 separate 

Classes 
of 

Adven{urers，
 Pelrtners 

in 
the 

East-India 

C
o
m
p
a
n
y，

 fitting 
out 

equipments 
o
n
 
the:r 

O
¥v
n
 
particular 

portions 
of 

stock，
 induced 

the 
Directors，

 or 
C
o
m
m
i
t
t
e
e
s，

 to 

resolve，
 in 

1
6
1
2，

 that，
 in 
future，

 the 
trade 

should 
b
e
 carried 

o
n
 b
y
 a

 joint 
stock 

only，. 
..... 

.
 

.the 
transition，

 therefore，
 from 

tradiug 
o
n
 sep

3.rate 
adventures，

 wh
i
c
h
 has b

e
e
n
 

described 
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史
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史
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史
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節
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∞E
己
戸
)
は
其
大
著
「
諸
国
民
の
富
の
性
質
及
原
因
に
就
て
の
研
究
」
(
〉
ロ

F
A巳
q
E
C
巴

5
Zさ
旬
。

自
己

C
5
2
0
h
p
o
巧
g
-
p
o町
民
主
0
5
)
第

五

編

君

主

叉

は

画

家

の

経

費

に

就

て

(
o
h
p
o
同
2
0
5
0
。
ご
7
0
F
5
E
mロ
O円

の
O
B
E
Oロ
5
ω
-
P
)
と

題

す

る

第

三

部

O
ご

70
何

M
G
8
8
0同
日
)
与
一
一
の
巧
Q
U
S
(】
可
ロ
ヴ
胃

F
邑
E
民

0
5
の
部
に
於
て

九
日
ユ
一
の

Z
H・

。
同
己
5
-
)戸HHU]{の
者
C己
G

P
ロ
(HHロ丸一門戸
HH目。ロ
ω
向
。
吋
甘
の
巴
百
円
山
口
問
岳
σ
の。
E
E
O同の
σoh
昨日
Homoの円。々
・

九戸ロ子国
E
F
O門昨日
H
O
m
o
g
r
r
r

向
。
ロ
2
2
3
q
『
(
)
円
甘
己
居
住
山
口
問
。
c
B
B
2
8
山
口
の
S
O
S
-
の
次
に

O
同
任
。
匂
与
口
の
巧
O吋
}ag(】
H
E
Z
E
Z
g
i
ι
の
F
E・0
ロ
Oの
O虫ロミも

『。吋皆丘一一
S
片
山
口
問
旬
門
戸
吋
に
の
巳
同
国
円
ロ
ロ
の
70ω

。
『
の
O
B
R
O
Hの。

な
る
一
節
中
に
問
。
m
巳
与
え
の
0
5ヨ
ミ

に

就

て

述

べ

、

西

暦

千

六

百

年

創

立

の

醤

倫

敦

束

印

度

合

祉

は

長

初

の

十

二

回

の

航

海

は

制

規

合

壮

幾

分

明

椛

で

な

い

如

き

感

じ

も

あ

る

が

こ

れ

は

束

印

皮

合

祉

は

後

に

守

E
∞Z
長
。
O
B宮
ミ
と
な
り
、
ス
ミ
ス
が
富
園

(問。間口一戸円。(】の
OBHUDロ
可
)

と
し
て
貿
易
し
た
如
く
で
あ
る
と
書
い
て
あ
る
。

こ

れ

は

書

き

方

が

柁
日
倫
敦
束
印
度
合
祉
と
我
図
と
の
交
通
貿
易

五
九



極
端
，
.
J
J
関
誌

~，
O
 

程
今
や
判
~
~
~
i
宇
J

4
1
4
さ
ミ
会
~
~
舟
由
主
ャ
、
t
D
悪
感
~
:
r
r
;
起
.
.
1
J

....) 
¥-J 

H
a
m
b
u
r
g
 
C
o
.
 
the 

Eastland 
C
o
m
p
a
n
y，

 the 
T
u
r
k
e
y
 

C
o
m
p
a
n
y，

 an
d
 the 

African 
C
o
m
p
a
n
y
 
8
'
同
や
み
時
金
保

E
制

{lim
;起

233ミ
ご
い
目
玉
d
晃
8
'
~
同
J

二
o

t<，
μ

t<"令国民

~
 ゃ

に
回

叶
己

認
判

8
'
t咲

E
生当事!lI

;
起
!
1
縫
い
8
'

iihà1
$
!
!
~
8
'
~
ミ
'
v
'
~
 ~
 tQ

O
 

T
h
e
 O
l
d
 English East 1ndia C

o
m
p
a
n
y
 w
a
s
 established in 

1
6
0
0，

 
b
y
 a

 Charter 
f
r
o
m
 Q
u
e
e
n
 Elizabeth. 

1
n
 
the 

first 
twelve 

voyages 
w
h
i
c
h
 
t
h
e
y
 
li.tted 

out 
for 

India，
 they 

a
p
p
e
a
r
 to 

h
a
v
e
 traded. a

s
a
 regulated 

C
o
m
p
a
n
y，

 with 
separated 

stocks，
 

t
h
o
u
g
h
 
only 

in 
the 

general 
ships 

of 
the 

C
o
m
p
a
n
y
.
 
1
n
 
1
6
1
2，

 th
e
y
 
united 

illto 
a
 joint 

stock. 
(
T
h
e
 W
e
a
l
t
h
 of 

Natiolls 

B
y
 A

d
a
m
 S
m
i
t
h
 E
d
i
t
e
d
 
B
y
 Edwill 

Cannall 
V
ol. 

11. 
p.p. 

2
3
7
-
2
3
8
.
)
 

(
皇
制
)
ト
~
-
i
"
"
代
川
代

Q{l::tm~塁
G
訴
給
制
む
~
*
者

11
河
口

44(措
1
+
己
(
担
〉
占
怠
.
.
.
J

~ ~
ヤ
バ
〉
ー

1ト
~
~
 ... 

n
 -i 
'¥ 

J! 
-

Q
栓
伝
己
主
住
宅
'
:
J
i語

C
o
m
・

pagnie 
Privilegies 

~-tR
V
ロ
宵
宮
聡
2
5
記
や
や
;
語
P
起

~=j百
~
~
~
己
主
E

セコ;起
Innungs

Gese
Ilschaft

何
時
日
占
担
γ
点
。
ロ
官
口
付
己
~

。内
定
Eト

K
'
t言
明
4ヨペ

J""""
I

 J
 ~
マ
八
þ
(
"
\
~
(
主
E
.

さ記
P
5
記

~ll)拠
v
立
子
、
，
\
「
\
ム
(
叶
毛
布

2ヤ
ミ
~
.
.
.
記
'
E
g
ぐ
ロ
)
~
~
記
喜
三
旬
、
C
>
Î
!
S
緊
密
-
<
Q
 ;}li*穏

や
こ
4
l
v
~

よさ
-s.~...JV'"

r.ト叶若者キ
Q
ì記

9
醤
〈
認
や
君
主
~
Q
~
-
<
~
よ~ヰ守~...，

Q
-'J~ヤ，.JJ

lllJü
~
O
(
ロ
世
~
詰
漁

11~中
11
gJ. ~く同)

刊
ヰ

と
匂
己
認
c
江

P
程
〈
認
や
宅

Jj語-'J
1)lJu

C¥ 
V
陰
口
氏
。
ヘ
ミ
み
。
害
索
令
;
言
ピ
~
l
~

震
設
{
宅
コ
;
言
F
黙
認

2
闘
争

7量...
t
<
己
創
宿
毛
コ
;
逗
.
.
J
J
詑
刊
点
!
日々

..JJ揺æ:i...JV
~
-
s
.
ヰ
点
。
(
何
回
+
1
1
説
-
~
制
(
患
部
!
と
と
そ
と
ほ
詰
ト
k

ベ・
κ
"，

tく~:l=fffi信
感
同

4-
同
!
可
納
豆
D

司わ

右手
12

m.
l県
己
長
時
代
ト
ミ
持
込
Q
~
~
ヨ
誌
代
川
代
盟
~
~
:
:
程

D
e
r
Reichtum der 

N
 ations 

von A
d
a
m
 Smith nach 

der 
Ubersetzung 

von 

M
a
x
 Stirner und der E

n
g
Iischen Ausgabe von C

a
n
n
a
n
 (
1
9
0
壬
)
Herausgegeben von Heinrich Schmidt (Jena) Leipzig 1

9
2
壬
Zweiter

B
a
n
d，

 S. 
328. 

~
集
中
J
己

regulated
Companies ~

 
regu

¥ierte 
Gesellschaften ..JJ稔...J\.1長

ぬ
。
同
Q
æ
ミ
議
ヤ
時
代
川
代
~
:
:
:
8
T
I
程
Q
怠

賠
*
'
Recherches 'sur 

la 
Nature et 

les 
Causes 

de 
la 

Richcsse 
dcs 

Nations
，
 Traduites 

de 
l'Anglois 

d
'
A
d
a
m
 Smith; par J. 

A. 



Roucher. 
Denxieme Editio

!
l
己
立

Regulated
Companies -k 

Les 
Compagniers r匂

lees
，..1J意聴-.l

¥-' 
.
，
~
点
。

ト
ト
、
i
'
¥
h

-
t<

λ
(
M
a
c
P
h
e
r
s
o
n
)

1
!
特
紳
抑
糧
事
者
叶
走
2154

己
保
e

黒
V

抑
二
ド
自
t
-
Q

O

1
6
0
1
.
-T

h
e
 patentees 

of 
the 

English 
East-India 

C
o
m
p
a
n
y
 immediately 

raised 
the 

s
u
m
 of 

<s72，OOO，
 (though 

not 
in 

o
n
e
 joint 

stock 
or 

c
o
r
n
m
o
n
 capital，

 as 
in 

succeeding 
times，

 there 
having b

e
e
n
 n

o
 joint 

stock 
in 

this 
C
o
r
n
p
a
n
y
 
ti1l 

the 

year 
1
6
1
3
 
........................ 

(Annals 
of 

C
o
m
m
e
r
c
e，

 by 
J¥IacPherson 

voJ. 
n

 p. 
217) 

Regulated 
C
o
m
p
a
n
i
e
s
 
!
.
1
お
い
2
2
手
当

i~
t
<
ム
'
;
\
~
怜
え
寸
+
<
時
8
'

Eli 
F. .

 
H
e
c
k
s
c
h
e
r
官

民
榊

G
e
r
h
a
r
d
M
a
c
k
e
n
r
o
t
h
鶏

税
D
e
r
l¥
Ierka

凶
lismus

成
1
殺

(Erster
B
a
n
d
)

成
i
濃

く
Erster

Teil) 
t~
午
併

(Siebentes
Kapitel) 

:it 
@
f
l
臨
時
時
姻
事
~
8
'

認
謹

(Die
Organisation 

des 
Aussenhandels u

n
d
 der 

U
n
t
e
m
e
h
m
u
n
g
e
n
)
壬

V.
E
n
g
l
a
n
d
:
 
D
i
e
 
regulierlen 

K
o
m
p
a
g
n
i
e
n
.
 8' 

活
U
~
票
持
心
得

E雲
取
岳
、
t
(
\

O

存4
2
1
十
期
!
.
1

Regulated C
o
m
p
a
n
i
e
s
 
8' 
~
駅
舟
持
ト
.
.
.
.
，
8
'
~
:
当
持
ム

'41
弘

1←
に
同
叶
!
.
1
稿
料
8
'
~
都
民
岳
制
伊
:
起

及
Regulated

C
o
m
p
a
n
i
e
s
 
~
 ~
や

+!i昨
今
や
潔
"
~
+L 

!
.
1
報
初
て
』
将
二
。

ま
さ
心
!
.
1
~
 1! 

B
r
u
c
e
 8' 

Annals
!
.
1
罫
瞥
!
.
1

Rcgulated 

C
o
m
p
a
n
y
\
ン
必
や

41154，'為
1時
J
い
崎
心
e
み
!
民
主
2
杓
将
二
8
'
~
患
者
主
ミ
ベ

J
E{Iペ。

t)
~
 1!潟母岳~..1..J

1<< 
~岩穏吾~..1..J

倒
~M
~
手
~
[
g
!
~
必
心
主
~

1
 111m 
1
e
-
，
心
不
思
~
~
心
。

Joint-Stock 
C
o
m
p
a
n
i
e
s
 
8
'
組
出
己
お
い
+
<
榊
み
足
以
榊
~
~
 
¥V. R. Scott (常崇!~:~世::0:

St. 
Andrew

付
持
活
阜
.
.
.
~
ピ
ん

1ト
κ
日

仏
+
<
路
お
お
)
崎
心
.
.
w
~
芝
.
.
.
.
)

'
v
'
 çェ~

~
 
';¥ 

'" 
t<

λ
(
E. 

Lipson)
ぼ
~
料
(
与
!
榊
!
宗
国
鎚
館
長
~

(
T
h
e
 E
c
o
n
o
m
i
c
 History 

of 
E
n
g
-

悶
告
訴
同
E
主主

{i:!i註，..1J認tt[..lJE子
附

7ヨ~::r;r;;思
4く!



直
線
~
製
憶

4く
11

land)
筏

11
 ~期

(Vol
l.
II) 

T
h
e
 A
g
e
 of 

Mercantilism，
 Chap~cr 11. 

Foreign T
r
a
d
e
 の

i. 
T
h
e
 Merch

a.nt 
Adventurers 

vi. 
T
h
e
 Africall 

C
o
m
p
a
n
y
 

i i. 
T
h
e
 East 

India 
C
o
m
p
a
n
y
 

vii. 
T
h
e
 HudsOll'S 

B
a
y
 
C
o
m
p
a
n
y
 

ii
i. 

T
h
e
 E

astland 
C
o
m
p
a
n
y
 

viii. 
T
h
e
 French 

C
o
m
p
a
n
y
 

iv. 
T
h
e
 Russia 

C
o
m
p
a
n
y
 

ix. 
T
h
c
 Spanish 

C
o
m
p
a.ny 

v. 
T
h
e
 Levant 

C
o
m
p
a
n
y
 

x. 
T
h
c
 Sonth Sea 

Comp::my 

!
.
1
国
余
~
f
f
i
~
~
~
京
国
~
~
~
選
程
宕
e
活
<
~
~
よ
名
ド
伊
;
語
S
絵
信

(Types
of 

Companies)
持t，Q~記号:1

~
}
ι
己
保

~
~
去

'\/7三!
"
<
'
ド
出
t
，
Q

O

T
h
e
 chicf 

regulated 
c
o
m
p
a
n
i
e
s
 
w
e
r
e
 
the 

M
e
r
c
h
a
n
t
 Adventurer

刊
the

Eastland，
 the 

Russia，
 an
d
 the Levant; 

the joint 

stock 
c
o
m
p
a
n
i
e
s
 w
e
r
e
 the 

East India ，
 the 

African，
 an
d
 the 

H
u
d
s
o
n
'
s
 Bay. 

S
o
m
e
 of 

these 
c
o
m
p
a
n
i
e
s
-
t
h
e
 Russia，

 the 

Le¥'ant，
 an
d
 the 

African---al~ernated 
b
e
t
w
e
e
n
 
the 

1¥v
o
 
types; 

a
n
d，

 in 
addition，

 
th
e:rc 

existcd for a
 brief period c

o
m
p
a
n
i
e
s
 

such as thc 
F
r
e
n
c
h
，

 the 
Spanish

，
 an
d
 the 

Canary. 
.................. 

O
f
 the 

¥'arious 
c
o
m
p
a
n
i
e
s
 
t
w
o

ぉtand
out 

pre-eminent 

-
t
h
c
 M
e
r
c
h
a
n
t
 Adventurers，

 the 
greatest 

of 
thc 

regulated 
c
o
m
p
a
n
i
e
s，

 an
d
 the 

E
a
s
t
 India 

C
o
m
p
a
n
y
 the greatest of the 

joint-stock 
companies. 

(L!pson
，

 Th
e
 Economic History 

of 
England V

o
l. 
I1. 

pp. 
ID5-19G) 

1豆
荒
!
~
~
.
凶
'
1
'
\
円
ト
ム
~
1i 

R
e
g
u
1ated 

C
o
m
p
a
n
i
e
s
 ...v 

Joint Stock C
o
m
p
a
n
i
e
s
 ...v 
~
封
老
若
舟
保
e
黒
V

開
Y

ド
忠
心
。

W
h
i
l
e
 there 

are 
these 

a
n
d
 similar 

re 
emblances b

e
t
w
e
c
n
 the 

regulated 
a
n
d
 joint-stock 

c
o
m
p
a
n
i
e
s
 
at 

the beg.inning of 



the 
seventeenth 

century，
 the 

ll10st 
interesting 

a
n
d
 important 

aspect 
of 

the 
latter 

is 
that 

w
h
i
c
h
 
is 

0
 peculiar 

to 
itself 一一一

n
a
m
e
1
y
 the m

a
n
a
g
e
m
e
n凶1託t

of 
the 

c∞o
m
m
o
ω
n
 capi江ta1

of 
the 

u
n
d
e臼rね

ki王zing.
(William 

Robert Scott
，

 Joint
‘Stock 

Companies to 
1720 

V
o
l.工

C1Japter
VIIr T

h
e
 Organization 

of 
the 

Joint-Stock 
C
o
m
p
a
n
y
 from 

1COO 
to 

16::0 
p. 

153) 

手
紙
千
〈
函
ト
組
怒
号
式
機
屋

(
R
e
a
d
e
r
in 

Ecollomic 
History 

in 
the 

U
n
i，oersity 

of 
O
x
f
o
r
d
)
 
:=-. 

~
 

'1'\
κ
λ
~
~
t
咲
岳
側
担

;
語
ぽ
為

joint-stock
system 

8
'
雑
記
丑
~
.
i
.
J

i
 1
 ¥'8' 認

さ
E

今年11民
t
-
.
.
.
o
8
'
持
t
-
Q
悼
の
制
8
'
~
安

'\/7ヨ
Y
ド
砲
の
。

T
h
e
 history of the East 1ndia C

o
m
p
a
n
y
 thus illustrates 

the 
t
w
o
 
principa1 

s!ages 
in 

the 
evo1u

fion 
of 

the 
joint-stock 

sys-

tem. 
1
n
 the 

fir
計

the
capital 

¥vas 
provided 

for 
a
 sing1e 

venture，
 an
d
 w

h
e
n
 the 

object 
w
a
s
 achieved 

the 
capital w

a
s
 re-

1mτled to i1s 
o
w
n
e
r
;
 in the second the duration 

of 
the 

joint 
stock 

w
a
s
 extended to 

include 
several 

ventures 
until 

finaI
ly 

it 
b
e
c
a
m
e
 permanent. 

(The Economic History 
of 

E
昭
la

吋
by

Lipson II. 
T
h
e
 A
g
e
 of 

Merca
凶

lism.
p. 

27-1) 

ば
圏
8
'
1畏ffi.-

1出
奇
m
i製

(
T
h
e

East lndia 
C
o
m
p
a
n
y
)
 
8
'
出

f~
8
'
判
断
割
以
混
い

1i!@::..)，¥/
士
ト
紙
+
<
働
組
鉱
区
機
密

くR
e
a
d
e
r
in 

E
c
o
n
o
m
i
c
 History 

in 
the 

U
n
i，oersity 

of 
O
x
f
o
r
d
)
 
EJコh

r
a
i
m

Lipson
ぽ
8
'
)
県
榊
時
置
と
起
爆
出

(
T
h
e
E
c
o
n
o
m
i
c
 

History of E
n
g
l
a
n
d
)
総

j
1
 ~伊
ヘ
え
央

λ
*
，
o
;
:
-
-
~
寸
世
記

(11.
T
h
e
 A
g
e
 of 

Mercantilism) 
tFR: 

11 
~昨

(Chapter
II) 

-:t"園臨

時
(
F
orein Trade)

渋
11

tJ1
~
a

制
位

認
(
T
h
e
East 

lndia 
C
o
m
p
a
n
y
)
 
8
'
活

!..l
閣
-
0
ド
涯
堤

Lよ"-6
v

'
 ~
持
母
革
命
総
罫
J

ド
~

t-Q
O

 記
:
]
~
塁
鮮
民
E
尚
孝

oJj醤..lJ持!jTI..lJQ
，討

J自
民
時

4くHl



.J.:i:' 
!!~~ 

，
'
~
~
 

戸
明

』
司
~
，
.
I
J
長
当
局

1(!~1 

T
h
e
 East 

lndia 
C
o
m
p
a
n
y
 w
a
s
 the 

greatest 
of 

j
 

;int 
stock 

companies. 
It
s

 political 
achievements 

are 
writ 

large 
in the 

history 
of 

the 
British 

E
m
p
i
r
e
.
 

It
s
 ec
o
n
o
m
i
c
 significance 

is 
twofold-flr

:，;t，
 as 
a

 source 
of 

national 
wealth; 

secondly，
 as 

the organization a
r
o
u
n
d
 w
h
i
c
h
 centred 

m
o
s
t
 of 

the 
e
c
o
n
o
m
i
c
 controversies 

of 
the 

seventeenth 
century. 

T
h
e
 C
o
m
p
a
n
y
 

w
o
n
 early 

recognition 
of 

the 
'extraodinary 

benefit' 
deli'. e

d
 f
r
o
m
 its 

trade; 
a
n
d
 its 

ability 
to 

raise 
loans 

at 
4

 per c
e
nt.， 

w
h
e
n
 the G

o
v
e
r
n
m
e
n
t
 of the Restoration paid at 

least 
12 p

e
r
 c
e
nt.， 

explains its 
description 

as 
'tbe 

great 
fund 

of 
Europe.' 

(pp. 
2
6
9
-
2
7
0
)
 

Sir 
Josiah 

Child
榊

A
N
 e
w
 Discourse 

of 
T
r
a
d
e，

 
T
h
e
 F

 ourth Edition
州

経
炉

心
Lよ

筏
川

併
怪

〈
伊

;
起

己
認

ド
(
C
h
a
p
.

II I. 
C
o
n
c
e
r
n
i
n
g
 the 

C
o
m
p
a
n
i
e
s
 of M

e
r
c
h
a
n
t
s
)
ベ
j
箆
ト
t
(
\
~
;
:
)
合

Lよ
遅
〈
セ

27起
!..l

11 
~
器
時
心
'
~
百
件
(
議
官
)
8

~ä1!l7起
(
C
o
m


panies 
in 

joint 
stock)

ベ
j味。-¥4-

8
 <~::J

j起
g
~
悪
寝
e
俗
語

(
C
o
m
p
a
n
i
e
s

w
h
o
 trade 

n
o
t
 b

y
 a

 joint 
stock，

 but 
only 

are 

u
n
d
e
r
 a

 go
¥
'
e
m
m
e
n
t
 a
n
d
 regulation) 

...1J 
1

 1熊
崎

心
時

命
保
e

黒
v

窓
ゐ

時
む

い
穏

Y
ド
随
心
。

C
h
a
p
.
 III. 

Concerning the 
Companies of 

Merchants. 

Companies 
of 

Merchants 
are 

of 
two sorts ，

 viz. 
Companies in 

joint 
stock，

 such 
as 

the 
East-India-Company，

 
.the 

Morea
・C
o
m
p
a
n
y，

which 
is 

a
 branch 

of 
the 

Turkey-Company，
 and 

the 
Green-[and

・C
o
m
p
a
n
y，

which is 
a

 branch 
of 

the 
l¥Iascovia-Compuny; 

the 
other 

sorts 
are 

Companies w
h
o
 trade 

not by a
 joint 

stock，
 but 

only 
are 

under 
a

 government 
and 

regulation
，
 such 

are 
the 

Hamborough-

C
o
m
p
a
n
y，

 the 
Turkey-Company，

 the 
Eastland-Company，

 the 
Moscovia-Company. 



.
g
?
'
令
長
(
義
信
)
位
;
百
合
窓
ベ

J-.)
ド
i咲

ET
生
首
位
;
起

(East-India
Company)'

ム
え

n
伊
;
製
吋
心
余
録
-
.
)
.
;
.
!
.
~
中
~

h
 

伯
語
、
~
~
入
爪
入
~
~
;
語
枠
み
時
金

'~ü
#
(
挙
管

HIDII:起
Lよ-IS.，~'~

~
和
(
宙
博
司
悪
事
ぎ
8
~
担
;
起
8
~

，
"
，
，
-
.
)
ド
〈
入
、
え

A
担

割
(
H
a
m
b
o
r
o
u
g
h
-
C
o
m
p
a
n
y
)
'

ム
え

n
奇l!I

;語
(Turkey-Company)'

ャ
ー

κ
ム
れ
入
~
佃
;
起
，

IP 
t< 

n
 .~ 

h
相
:
起
持
布

卦
さ
と
い
出
塁
~
O

.ffi
?'r咲

E苦
闘
争

m;起
~

Regulated C
o
m
p
a
n
y
 
~
持
'
v
'
J

 
oint 

Stock C
o
m
p
a
n
i
e
s
 8

 1
 '
"
"
-
.
)
ド
舗
と
ド
~
~
O

時
運

$
~~ ~

 ~
 
(
T
h
e
 (Treaty 

of 
Defence' 

b
e
t
w
e
e
n
 the 

D
u
t
c
h
 a

n
d
 the 

English)
己
寝
ド
寝
件
織
同
~
!
1
t
;
a
令
J

.;.!. 
'
1
"
¥
え
-
t
<
8

告
さ
穏
ベ
)

T
h
e
 English Factories in lndia 1

6
1
8
-
1
6
2
1
 B

y
 William Foster 

Editor 
of 

(Letters 
Received b

y
 the 

East 
lndia 

C
o
m
p
a
n
y ，

 16
1
5
-
1
7
'
 
(
T
h
e
 :

 
E
m
b
a
s
s
y
 of 

Sir 
T
h
o
m
a
s
 R
o
e
 to 

the 
Great 

l¥1ogul' 
Etc.，

 Ox
f
o
r
d
 1
9
0
6
 !1 

Treaty of 

D
e
f
e
n
c
e
 
!1 
~
私
心
建
ベ

j
翁
箆
J

ド縫::..J.;.!.ニベJ
2さ

や
.
;
.
!
.
。
七
十
当
時
議
終
'
:
f
<
将
二
。

持
軍

挺
起

路
長
Z
-11 
r<< 
?
来
週
j-4E

生
司
令
2
提
出
.
L
j
8
側
~
~
--< 
~
 
Sir J

 
osia 

Child 8
 ~
榊

Discourses
o
n
 T
r
a
d
e
の

偽
約

J

ド
路
還
さ
島
駅
舟
!
?
;
宮
崎
ヘ
ミ
ベ

J;担
-
.
)
'
:
お
十
~

:?~さき慾':f<
~
手
二
。

(Report
on the Old Record of the lndia 0

伍
ce
B
y
 Birdwood p. 

47) 

田
監

1ト
4(
団
十
同
叶
記

1
球

E量
採
E

生当令!I!;語
8
~
千
謹
~

(
A
 director 

of 
the 

Ea~t lndia 
C
o
m
p
a
n
y
)
ベ
J
~さや.;.!.

T
h
o
m
a
s
 

l¥1u
n
 (1

5
7
ト

1
6
4
1
)

当
千

代
回

11
・ト

1
叶

A
Discourse 

of 
T
r
a
d
e
 f
r
o
m
 E
n
g
l
a
n
d
 
into 

the 
East Indies 

J:<< 
1
6
6
4
叶

坦
盛
e

England's Treasure b
y
 Foreign T

r
a
d
e
 
~
俳
-
.
)
'
時
国
躍
起
掛
出
-
1
1

i早
明
~
崎
心
。

t
J

 8
ト
λ
e

判~
7ヨ
ベ

j
詣
堕
g-.)

ド
1咲

在
住
自
宅
;
n
;
製
丑
~
~
よ
窓
ド
忽

4み
の
簿
登
実
~

-w ~
や

41
為
I
'
\
J
~
-
w
~
鐙
徒
、
長
持

:LO
まと己

T
h
e
Petition a

n
d
 R
e
m
o
n
s
t
r
a
n
c
e
 of the 

G
o
v
e
r
n
o
r
 a
n
d
 C

o
m
p
a
n
y
 of 

l¥Ierchants 
of 

L
o
n
d
o
n
 Trading to 

the 
East Indies，

 Exhibited 
to 

the H
O
I1ourable the H

o
u
s
e
 of 

忠
告
~
草
炭
E
生堂告~i語-'J将軍-'J

E
;
\
，
沢
時
~
~

4くト司



信
車
市
，
.
J
J
塑
鼠

4く4く

C
0
:11
m
O
n
S
 assembled 

in 
Parliament

持
母

←
に

回
1
1
+
<
叶

民
岳

制
位

認
524

選
民

b
相
誕
e

明
!.l¥-'

ト
鎧

!.l
~~ m芸

J

41 
の
耀
盛
抑

U...)
ド
材
関
時
惚
2

・4・
ト

K
・ト

λ
卒者
-
<
P
~
ゃ
い
料
'
(
.g: 

!.J 
U
J
特
(
Ja
p
o
n
)
..lJ

8' ~
尽
き

Llj遣
い
4
程
同
J

V
出遅t.Q時

ti
';=[S

縫
穏

1
忠

誠
忠
e

静
穏
!i側

怪
制

綿
製

館
路

絞
首

芸
ぽ

J
U
....o

1
 111111...)ド

~
tO

O
 
(
i
S
神
器

11
芸
何
時
d霊
感
刊
十
キ
ミ

同
州
堕
D

L. 
Brentano

附
Eine

Geschichte 
der Wirtschaftlichen 

E
n
t¥vicklung 

Englands 
Dritter 

B
a
n
d
 Zweite 

Halfte 
~期十時

e
偽
紛

争
〈
遜
白
紙

(Literaturverzeich
凶
s)

!.1 
M
u
n，

 Th
o
m
a
s
:
 Petition a

n
d
 R
e
m
o
n
s
t
r
a
n
c
e
 of the East-India C

o
m
p
a
n
y
.
 Verfasst 

1
6
2
8，

 

veI
引
rentlicht

1
6
4
1
 
..lJ 
~
 tO 

:
l
!
ト
封
建
将
t
O
~
縫
う
や
避
を
と
心
.
.
.
.
o
8
'
.
.
l
J
.
.
.
)
ド
~
黒
~
O

R<' 
J

 8' 
DII

議
Lよ:l!

Bruce
併

Annals

必
録
!
.
.
.
)
ド
国
王
心
。

穏
当

T
h
e
Expansion of 

England B
y
 Sir J. 

R. Seeley
み
毘
1tJ~...) 民

缶
住
民
事
;
n
;
露
出

4
L
l
f這

い
出
沼
会
!
?
;
電
よ

J
tO 

!i!~尽
e

鱗{fl:!
~
や
持
J
ド
出
や

.{.!.'~f)
与;""O

tJ
8
'
~
:
l
!
~
宗
十
ム
~
担
~
己
g

ε
+
!
 t
O
"
お
話
は
さ
き
ロ
!
.
.
1
.
~
当
時
。

f'¥ 
1-l 

-
~
 
(C. 

R. 
F
a
y
)
 
8
'
康
科
fl
i:te 
~
鎚
慾
(
I

mper'al
Econorny)

己
保
e
黒
栴
選
唱
を

1官
官
!
及
~

t.Q'偽情
e

眼
舟

Lよ
nnta

炉
心
。

1
6
0
0，

 De
c
e
m
b
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1. 
T
h
e
 Fast lndia 

C
o
m
p
a
n
y
 is 

chartered 
with 

a
 m
o
n
o
p
r，ly 

of c
o
m
m
e
r
c
e
 for 

fifteen years from the 

C
a
p
e
 of 

G
o
o
d
 H
o
p
e
 to 

Magellan. 
This w

a
s
 England's 

version 
of 

the 
papal 

division 
of 

the 
N
e
w
 W
o
r
l
d
 b
e
t
w
e
e
n
 Spain 

a
n
d
 Portugal: 

in 
the 

¥Vest 
Coloni7ation，

 in 
the 

East 
m
o
n
o
p
o
l
y
 of 

c
o
m
rr.
erce: 

in 
the 

W
e
s
t
 a

 free 
fight for the b

o
d
y
 of 



Colonial Spain，
 

in the East 
penetration，

 by
 trade 

a
n
d
 treaty，

 into 
Portugal's 

tenuou
ヨ
hold

o
n
 the islands a

n
d
 mainland of 

India. 
Treaties with Portugal (1635，

 1642，
 1654，

 1661) 
permited 

the 
proce

時
of

taking 
o¥er 

to 
proceed 

peacefully. 
I
n
 

1661，
 by
 
the 

marriage 
trea'y 

b
e
t
w
e
e
n
 
Charles n

 an
d
 Catherine 

of 
Braganza，

 En
g
l
a
n
d
 guaranteed 

the 
Portuguse 

pos-

sessions in India aga:nst the 
encroachments of 

Holland 
a
n
d
 France，

 an
d
 received 

B
o
m
b
a
y，

 which 
w
a
s
 transfered 

to 
the 

East 
lndia 

C
o
m
p
a
n
y
 to 

hold 
a
n
d
 use. 
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A
t
 this period 

Disraeli w
a
n
t
e
d
 all 

the 
s
y
m
p
a
t
h
y
 of 

his 
admirers，

 for 
the 

India 
Bill，

 no
w
 the 

principal 
m
e
a
s
u
r
e
 
before 

Pariament，
 brought 

out 
into 

the 
o
p
e
n
 the 

dissatisfaction 
of 

m
a
n
y
 of 

his 
followers. 

T
h
e
 G
o
v
e
m
m
e
n
t
 of 

lndia 
at 

that 

period 
rested 

with 
three 

powers: 
the 

G
o
v
e
m
o
r
-
G
e
n
e
r
a
l
 in 

lndia; 
a
n
d
 at 

h
o
m
e
 the Court of Directors of the E

a
'ot

 lndia 

C
o
m
p
a
n
y
 o

n
 o
n
e
 h
a
n
d ，

 an
d
 o

n
 the 

other the 
B
o
a
r
d
 of 

Control，
 a
 department 

of 
the 

Briti~h 
Administration 

with 
a
 

Cabinet Minister 
the 

President，
 at 
its 

head. 
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商

業

と

経

済

六
八

於
け
る
印
度
問
題
日
英
交
通
史
に
就
て
更
に
研
究
す
る
際
参
考
し
た
い
。

拙
稿
日
英
交
通
史
概
観
、
日
日
英
交
通
と

英
支
交
通
と
の
関
係
、
日
英
艦
プ
エ

l
ト
ン
披
の
長
崎
港
侵
入
、
口

J

ア

ッ

プ

ル

ス

の

長

崎

出

島

蘭

館

譲

受

計

室

等

に

就

て
英
図
側
の
史
料
を
利
用
し
て
他
日
再
論
し
た
い
。

蕊
に
は
た
作
品
範
閤
を
第
十
六
世
紀
末
よ
り
第
十
七
世
紀
末
ま

で
に
限
っ
た
か
ら
論
及
し
な
い
。

M
M

・

-
-
d
5
5
2
氏

著

冨

O
H
S
E
F
B
B門
戸
己
石
田
え

H
E
E
叶
E(]σ

の
第
一
半
旨
2
3ロ
呂
町

g
H
Z
∞2
8
g
g
p
の
g
z
q
H
H
4
Z

z
q
gロ
2
0
∞万円
0
5
の
は
じ
め
に

叶，

FO
∞σ〈
O
E
o
o
E
r
の
σロ
z
q
者一一口
O山

田

O【同門
70
ず一円巴戸。同医一円()品。吋ロ開口問}山口門戸

と
論
じ
て
筆
を
起
せ
し
如
く
第
十
七
世
紀
は
資
に
近
世
英
図
の
生
れ
た
る
時
期
で
あ
る
。

叉

株

式

合

祉

の

起

原

其

他
商
法
上
の
‘
諸
制
度
の
歴
史
上
海
商
の
研
究
は
必
要
で
あ
る
。

(
田
中
耕
太
郎
氏
者
合
祉
法
概
論
第
二
百
二
十
頁
妻
照
)

故

稲

田

博

士

の

賞

揚

さ

れ

た

シ

ユ

モ

ラ

!

の

大

論

文

ロ

ぽ

の

g
岳山の
Z
一一の

Z
何
回
忌
豆
島
己

5
向

己

R

C
巳
0
5
0
7
5
5問
中
特
に

UQHH・
ロ
o
出
自
(
r
r
m
O
B
P与
え
Z
D
(
H
g

ロI
Z
-
-
P
F号ロロ品。円
Z

E自立∞仰の
E.手
門
出
o
m「

O勺
g

問。
E
官
官
庁
を
一
試
み
私
も
老
大
家

の
史
紘
一
?
を
讃
美
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
其
該
博
な
る
参
考
文
献
に
こ
の
出
2
8
の

大

著

を

洛

し

あ

る

を

遺

憾

と

す

る
も
の
で
あ
る
。

そ

は

兎

も

角

私

は

シ

ユ

モ

ラ

l
先

生

の

史

眼

の

矩

の

加

く

其

研

究

法

の

備

は

れ

る

資

に

師

と

し

て

仰

ぐ

べ

き

を

感
・
ホ

J

る
も
の
で
あ
り
。

私
の
こ
の
拙
な
き
論
文
が
研
究
の
不
充
分
な
る
を
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。



(
埠
記
)
又
前
に
僅
日
ニ
行
の
み
ら
引
用
し
て
置
い
わ
ト
W
・
R
・
ス
ヨ

y
ト
教
授
の
大
著
吋
H
H
o
n
g
m
Z
E巳
S
E
(回
目
5
5
0
え
開
口
径
m
Y
E
C門広島

hwHL

即日
mV
し
『

0宮内
agsw
の
OEHup巳
g

z

ロω
。
・
も

HUm己
主
向
島

ncEH)自
由
何
回
の
の
。
百
官
民
間
O口
三
円
]
ニ
。
z
z
z
n
r
げ

o
a
g
r
げ
に
で
も
前
に
引
用

L
K

HYHUω

の
外
に

3
・
回
以
ぬ
・
忠
ω
・
2
ω
・
ω
2
・
E
ω
l
u
等
に
就
て
詳
論
し
て
あ
ち
。
こ
の
大
著
は
な
が
曾
て
拙
稿
「
日
英
交
通
史
料
」
(
三
)
並
に
「
社
合

経
済
史
阜
」
第
一
巻
第
一
務
所
故
拙
稿
牛
津
大
串
経
済
車
教
授
候
補
者
と
し
て
の

W
・
I
・ァ

y
v
ユ
レ

1
中
に
も
辿
ぺ
し
如
く
兵
が
円
2
Z
5
m
E
同

0・

一
昨
日
の
と
開
g
g
g可
古

p
o
d
E
4
2回目
q
ぇ
E
-
k
t
E
E
J
4問
時
代
の
著
作
で
の
さ
忌
円
Emou
己

F
o
d巳
4
2回目
q
ぃ勺円。印印

HCHぬ
の
出
版
で
あ
ろ
。
氏
は

其
後

rラ
ス
ゴ

1
大
阜
の
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
記
念
教
授
ハ
〉
合
目
的
E
x
r
p。『
mECH〉
と
な
け
呪
に
旬
月
間
円
P
E
Cご
宮
開
。
c
g
E
K
回目印円。弔問山
2
r
q

で
あ
ろ
。
な
は
川
教
授
の
誌
師
時
代
の
大
著
と
封
比
し
て
も
こ
の
拙
な
き
論
丈
島
助
づ
ろ
も
の
で
あ
ろ
。
士

v
私
が
曾
て
此
研
究
館
年
報
に
掲
載
の
拙

稿
「
日
英
交
通
史
料
」
ハ
E
z
z
m
E
1
q
c『
kgm-0・
官
官
5
2
知
己
主
g
c
b其
英
語
並
に
拙
稿
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
生
涯
及
其
著
作
」
た
同
教
授
に
賠

リ
し
に
到
し
て
答
へ
ら
れ
し
好
立
と
奨
励
の
俳
(
枇
合
経
済
奥
串
第
一
巻
第
一
税
・
所
誠
拙
稿
委
照
〉
に
就
て
私
は
感
謝
し
、
今
後
引
績
与
、
日
英
交
通
史
の

研
究
、
英
図
束
印
度
合
祉
の
研
究
に
精
進
し
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
不
足
た
補
は
ん
事
在
期
す
あ
も
の
で
あ
る
事
在
誌
に
近
記
し
土
い
。

荏
倫
敦
束
印
度
合
祉
と
我
凶
と
の
交
泊
貿
易

ムハ九




